
i

a

S
轟

轟

醐

撒

韓

輔

欝

事

F

噛

曹

1
・
ー

も

亀

韓

糊

職

住 宅

ア パ ー ト

第十七輯 第穴競

問先日nJt 六月一日 日本建築協舎



鋼 製 建 具 界 の 権 威
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大阪市北直中之島三丁目五接地( 大l仮三井ピル内)

電話土佐堀 ( 44) 8365( 3) .  1776.  3103 

本 庖 東京市麹町匡有柴町( 三信ピル内)
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支 底 大 連 ・ 名 古 屋 ・ 稿 岡

出 張 所 よR 披

祇 出 員 新 京 ・奉 天 ・台 北 ・札 幌 ・成 品

取 扱 庖 三 井 物 産 株 式 曾 社 各 地 支 庖 出 張 所

( 型録贈呈)
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都 市 武 装 促 進 運 動 趣 意 書

ｲｾｴ￭ ｾ ｔ 行を設ーれ 』 とはよ ｅ 時識者の煩りに唱導するところで める 。者 ｬ￭￯ ｬｩ の ｼ坊 穫は

さきの設り と共に都T11の武装であらねばならぬ。2 l ; の護りは兵備でめって者1) 市を

武装するは我等建築関係者をはじめ枇曾人 の義務である

我が図者1I 市の現肢 を? 見る に都市計査法並に市街地建築物訟の賞施以来改善進

歩 し仁り とは云へ狛建築物の! 万火防空の方面に於て叉遊離道路空地等に於て欧

米都市に比し供 くるところ甚七多 く一朝空襲を受りんか我閣の如 き木造建築の

集|主11こる 都市の被害は彼の関 東大震火災近 くは函館大火 災以上の惨紙を現出す

ること グく を陥るよりも明らかである

この時にあ 7こり 組 閣 日本指導の第一線に ある 我々都合人がこの脅威を自覚し

率先して 防火 防ＯＮＺｾの建築物普及に選進し都市自挫の ｼ 坊 設 施設の完成を期せねば

な らむ。 時恰 も今夏七月京阪市rfl {e中 心として翠行せらる〉陸軍防空演習を械と

しこれが助成促進の第一歩 と して我が協舎は防火Il!i 空建築の普及並 に都市計霊

の Ｑ ｊ� ｾ 充を計る潟め 下 記目的方法により都 市武 装 促進 運動を潟さん と するのであ

ｾ＠

この緊急Ｚ豆大なる計支運動に謝し て敢て愛園 先 ｾｴ の士の御賛同を 乞ふ次 第で

ご. 3

目 的

防火! 山室建築の普及促進 1. 避難施設の完備

防火 地阪の蹴大 1. 環獄射放道路及主主国民場の設置

1. ｉｩ Ａ ｪ 火 地 Ｑ ｦｾｬｬｾ 内建築完成の 促 進助成 1. 都市航空港の建設

賀 行 方 法

者11市武公に閲する建議 1. ポスターの懸賞募集

1. 都市武装に就いての論文懸賞募集 1. 都市武装に閲する座談合の開催

1. ｾｾｉｉ 市武装展覧舎の開催 l  股火管制 の調査

1. 講演並 に映香合 に依る宜保1 1.  重要建築物に於りる 擬装遮蔽避

1. ｾ 者 Ｑ｜ 市武 装銃 』 の特輯 難演習

1. 〆ンフレツトの接行頒布 1. 都市航港計査案の懸賞募集

1. 者1I 市武装週間の設置

昭 和 9 年 5 月

基契 日 本 建 築 協 曾



都 市 武 装 に 就 い て の 論 文 募 集

趣
""当
日

「都市を護れ」とは近時識者の頗りに |111導するところである。都市の防誌は宰の誰 りと共に都市の武

装であらねばならぬ 3 室の護りは兵備であって都市を武装するは我等建築関係者をはじめ祉舎人の義務

である 。

我が閣者11市の現献を見るに都市計霊法並 に市街地建築物法の質施以来梢改善進歩 したり とは云へ狛建

築物の防火防宰の方面に於て叉避難道路杢地等に於て肱米都市に比しＨｬ￴ ｴｾ るところ甚ピ多〈一朝宰 裂 を

受 りんか我閣の如き木造建築の築関? こる都市の被害は彼の闘東大震火災近くは l函館大火災以、上の惨献を

現出すること火を陥るよりも明らかで ある。

時恰も本年 7 月京阪神地方を中心として翠行せらるる防空演習 を機としこれが助成促進の第一歩とし

て我が協舎は防火 、防空建築の普及が. に都市計輩の描充を計る矯めに者[1市武装に闘する論文を江湖より

募集せんとす。

J騒 'lli 謄 募 規 耗

1 . 枚 教
400 字詰原稿用紙にて 20 乃至 40 枚 他に潟民及び闘ー由i 10 面以下を挿入す

るも妨げす。

2  賞 1 等 賞 牌 高IJ 賞 200 凶 l  イ必コヂ

2 等 賞 牌 副 賞 100 凶 2  
名

S 等 賞 牌 高IJ 賞 50 凶 3  世内

佳 作 武井県 副 賞 20 隠l 若 T 名

3 . 締 切 昭 和 9 年 6 月 20 日正午

4 .  版 擢 入選論文の版権は本協舎の所有 とす

5 . 審
査

審 査 員 ( 五 十 割 阪 〕

大 阪 府 知 14 l照 :(1 白

日本建築協合都市武袋促進委員合委員長 j也 回 賞

大 阪 都 市 協 合 理 <s. 111 
市.

太 民¥1

日 本 王E 築 協 合 々 長 エ 拳 熔 士 片 岡
-'Jゐr、.

大 阪 市 長 法製博士 閥

Jl- 都 帝 闘 大 態 苦主 授 武 居 高 四 民¥)

第 四 師 関 長 陸 軍 中 終 的 傍
ご司品ー.  

内 害

海 J f i . 監 督 官 海 .i [ L 少 i筒:
原 五 民¥¥

日 本 建 築 協 合 高1) 舎 長
絵 室 重 光

6 . 授 表 審査の結果は「建築 と枇曾」誌上に蜜表す

フ. 逗 却 原稿は一切返却せす・

8 . 匿 名 誌よの匿名は差支へなし但し歩打荷及び原稿第 l 枚に住所氏名を明記のこと

9 . 謹 先 大医市北官官中之島 3 丁目 3 朝日ピル内日本建築協舎j管J賞論文係

昭 和 9 年 5 月

杭 図

日 本 建 築 協 i ヨr  
法 人



都 市 武 装 に 関 す る ポ ス タ ー 闘 案 募 集

趣 旨

本年七月京阪神地方を中心として奉行せらる〉防窓演習を機とし、 木 造建築物の集園 fこ

る;:f i"lli ii の兵火に依る脅威主? 自覚せしめ防火防窓的者11市の構築を暗示すべきポスター園案を

江湖より募集せん正す

1 . 大 き さ

2 . 掃 入 文 字

3 . 着
色

4 園 菌

5  賞

6 . 締 切

7 . 版 4韮

8 . 審 査

9. 設 表

10. 逗 表p

1  1 . 氏 名

1 2 送 先

懸 賞 募 集 規 程

縦 75 ｾ ｾＱＱＱ 横 ＵＱ 純

都市武装に闘する簡認なる椋語

日本建築協合

3 色( 墨及び紙色のタい

Ａ原ｼ副祇ｾ月 ｪ ひ原寸とす

1 等 賞 ｊｴＧｾ＠ 副 賞

2 等 賞 日専・ 副 賞

3 等 賞 牌 副 賞

佳 作 賞 牌

H首和 9 年 6 月 20 日正 午

1UO 1民|

50 民l

30 闘

i  
名

1  
名

1  
名

若子名

入選陪j渠 の版植は本協舎の所有とす、入選困案は修正して用ふる事めるべし

審 奈 員 〈 五 十 音 順 〉

日本建築協合則合長
右5 出子 北1: 良1¥

前" 戸 高等工業者昼校長
古 字 凶 2ま

［ ［ｾ都 ｚ 司令工苦Ｈ［製校教 ｴ 受
霜 .応 疋 一一 良1¥

エ 与 さ 抑 : 士
耳t 11:1 五

下干; 西匝 *  君民

鍋 チド Ｕｾ＠ 巳

ｾ Ｚ 併の結Ａ，ｪｾは「建築とｩｊ辻合」誌上 に 殻表す

l在主主凶:奈は一切返去1Iせすe

YIf 募者の住所氏名は妥l白iの左下に l叫巳すること

大阪市北直中之島 3 了目 3 朝 日 ピ ル 内 日 本 建 築 協 合 ポ ス タ ー園築係

昭 和 9 年 5 月

話1: J!虫!

日 本 建 築 協 Gta r  
法 人



曾
身 三

口

住宅研究に闘 し座談合 lこ協合員の [Kfi 意参加を希望のイ'l(二

本協曾住宅委員舎 に於て委員長武田博士の下に左記の通り 座

談曾の形式で住宅にイれ、て研究致して 居 りますの で協曾員各

位の随意御参加を歓迎い t: しますから奮っ て御出席 の上遁'切

なる御研究談を御洩し下 きるこ ごを希望いたしま す

月 日
毎 月 ( 本年度は1 . 2. 8. 12 月を除¥)  

第一水曜日 (但ν 6 舟 は6 日)

時 間 午後正六時開曾

G日T  場 建 築 倶 楽 部

研 究 科 目 及 各 月 設 定 表

3 月 防 盗 7 月 防 熱( 冷房) ・…・ ・簡易なるもの

4 月 防 鼠 9 月 防 虫

5 月 防 湯 防 腐 10月 防 寒

6 月 防 臭 防 音 11 月 防 火

昭 和 9 年 6 月

霊契 日 本 建 築 協 舎



建 築 乞 前士 曾

第 1 7 輯 第 6 ｾ鹿昭和 Ｙ 年 Ｖ 月後行
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- 南 面

藤 井 厚 ニ 氏工畢博士殺計

2 . 第 1 階 率 直 圃

清 野 氏 邸 ( 京都〉
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3 ・ 北 面 の 外 叡

ト

4 . 第 2 階 卒 面 園

清 野 氏 邸 (京都)
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5 ・ 座式の客室 (2階〉 容の際主主 も鎌ね る

6 . 腰掛式の膳縫室 ( 1階〕 窓ほ外側に依拠引法F辛子 主{反め込む

V' 4 清 野 氏 邸 ( 京都) 殴計 工 ・ 鱒 士 直 面 弁 厚 ニ 氏



南 面 悶

東 商 問

北 面 凶l

西 両 国

7 . 外 観 略 鮫 計 圃 柱は中心線に て. 窓の高さは 内法に て、 屋根は極 下端に て示す

持 見 氏 邸 ( 京都) 阪 計 工 畢 樽 土 蔵 芥 厚 ニ 氏
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8 ・ 東 面 の 外 観
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1 2 ・腰掛式の居間集食堂

1 3 ・腰掛式の食堂 上聞の向って右の部分

V 1 8  汐 見 氏 邸 (京都1



1 4 ・ 座 式 の 寝 室 ( 1 階J

15 ・ 座 式 の 客 室 ( 2 階〉

妙 見 氏 邸 (京都) 敏 計 工 @ 博 士 藤 弁 . 二 氏

9  v f  



御彩の高み

の場所を敷

地 として完

海一帯を快

ろ に し た い

止云』、付: 宙'
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パ ュ ツ シ

好みの署員

一
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大 線 組 住 宅 都阪計施工漬 崎 氏 邸 ( 阪急: ・御影)10 
V I  



ヨ

左手 和風住

居、右手洋

風 趣 味の住

居 繭 方 の 中

間 に あ る此

玄 闘 が粍よ

〈大 、 ｊｾ な ｦ 文

目を働い て

くれて居る

漬 崎 氏 邸 (阪念 ・御; 形)

1 8 ・ 玄 関

1 9 ・2 階 平 面 圃

II V I  



V I  12 
潰 崎 氏 邸 ( 急: 阪・御影)

家の 人 はf古I更 の E来訪者も

コ ン ホ - d l プノL な 気 持で 主

主去ふ ・ 燃主妥衆居間で ある

2 0 ・廠接室象居間

般 の まにま に格

付いた葬式分でi被

害F もしてみ たい

と云 ふ 趣旨で 出

資 した讃 脊 家

21 .  .事

置 量 計 施 工 大 稼 組 住 宅 前J



2 2 ・ 玄 関

Ｑ ｾｾ＠

l i _ 主亘血互且

2 3 ・1 階 半 面 圃

井 上 氏 邸 (阪急: ・夙川〕

芦 屋寄 りの小高い位置へ自然の高 低の

まんま に建 て られた家の 和 風趣味玄関

重 量 計 施 工 大 桃 組 住 宅 都
13 V I  



2 4 ・庭園よりの外観

2 5 ・ 雌 れ 家 玄 欄

V l  14 
井 上 氏 邸 ( 阪念 ・以JI l)

右 手 洋 風

格 の態接

の語気が 正

面 か らす

ると左側

にな っ て

何 れ も実

々が庭 を

取 閤 ん で

剥J I l する

::: j} になっ

で ゐる

数主宰属趣

味 にな っ

た奥離れ

の老人の

鑓めの家

の 出入口



. ，句沖 4必殺総強鋭機ょ，

井 よ 民 邸 ( 脹念 ・夙川)
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2 8 ・ 腹 鏡 室

2. 9 ・ 蓋 所
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持 よ 氏 邸 ( 医念・釦11)

来 客 の 矯 め に は庭、接 とな り家 の 人

のｾめには居間に も使ひたいと幾

設にも利用しよ うと い ふ *

鮫 計 施 工 大 綜 組 住 宅 締
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大 事 本 組 住 宅 節阪tt 施エ

3 0 ・ 各 階 平 面 幽

五 ー 挺 〈 医 念 ・ 夙)11)



3 1 ・ 正 面 玄 関

3 2 ・ 宵 面 外 観

..." 18 五 ー 荏 ( 版念 ・訊川 )

夙 川 i壬陵

地 の どん

どろ板を

1-.  ! J つめ

た南 に面

し7二スパ

= ツ シ ユ

構 え の家

の正面出

入口廻 り

正面I i 艮下 It 7 アイ

y ク レ ス トの パノレ

コ y と相封 し少 し

離 れて [p山 を税 界

に]伝込 ん で 泰 先 か

ら夏 に か けての眺

め は一 入 ほ の 場 所

で あ る



キ ヅ タ テ

に mって

坐り なが

ら山も海

も一撃 の

〉ち に) 1: {

入 た い と

云」、東 南

北 九 方 似t

E史家

3 3 ・テ レース廻リ

ス パ = ツ シ ュ 趣

E去 を 振 か ざ し た

階段室 の一部

3 4 ・ ホ ー ル

五 一 薙 ( 阪念 ・夙)11)  J  9  V I  



3 5 ・書 務

3 6 ・ 日 本 座 敷

V' 20  五 一 躍 ( 阪急: ・即 11)  

」、 7己んは

主人実の

脅 務 で あ

るが 略懇

の人の訪

問の折に

は 議 話 宗

にも 熔 接

祭 に もな

る 祭

東南 K 面

して居る

面皮灯・み

の日本気

限 計 施 工 大 綜 組 住 宅 都



3 7 ・ 各 階 平 面 園

2  ｾ持

「 ¥¥

ｾ＠

一+

|吋 !': I繍

一+

木 村 氏 邸 (大軌・小阪)

階 午 凶i

書F 奇

収 1: :1

Ｑ Ｍｾ＠

月!' j主

+  
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3 9 ・ 表
門
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木 村 氏 邸 〈大軌・小阪)



4 0 ・ 庭 面

4 1 ・ 北 面

木 村 氏 邸 ( 大軌・小限〉
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4 2 ・ 居 間

4 3 ・ 食 堂

V' 24 木 村 氏 邸 L人・軌・小|以j



4 4 ・2 階 日 本 座 敷

4 5 ・同 上

木 村 氏 邸 ( 大軌・小限〉 般 計 中 西 六 郎 氏
2 5  V I  



V ' 2 6  大 阪 バ ン シ オ ン 敵 肘 村 野 踊 吾 氏



4 8 ・ 屋上 より玄閥的 を見下す

4 9 ・ 各 面 平 面 圏

2 階 4 階

大 阪 バ シ シ オ ン
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5 0 ・南側 ( 玄関より見上る 〉

5 1  ・ 外観 L正面入口より 〉

州 28 大 蔵 パ ン シ オ ン



5 2 ・ 談 話 室

5 3 ・玄関ホー) 1 . .

大 阪 パ シ シ オ ン 量量計村易圏面吾氏
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r-mmrn 

5 4 ・ 各 階 卒 面 園

3 階

2  ｾ符

F符

j 也 階

V ' 3 0  大 阪 セ ン ト ラ ル ハ ウ ス
施 工 碕 木 工 初 庖



5 5 ・外 観

5 6 ・ 外 部 正 直 人 口

大 阪 セ ン ト ラ ル ハ ウ ス
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5 7 ・ 一 般 貸 室

5 8 ・ 一 般 貸 室

V' 32 
大 阪 セ ン ト ラ ル ハ ウ ス

施 工 藤 木 工 務 庖



5 9 ・外 翻

町 」

l  ｾ＠ J  ｾ Ｇ ｊ＠ ，;r 

[企i金[日:晶子金]

j 軒下j

担割

自国

立脚|

洛 東 ア パ ー ト ( 京都)

5 階

般 肘 土 浦 稲 城 氏

施 工 安 倍 工 務 后 3 3  V I  



I  ｾＺ ｊ ，Ｇ＠
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4 ・5 階
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. 闘 圃 圃 -

ノレ ン ク 概 要

山
田 守

ア パ ー ト メ ン ト ハ ウ ス は多〈集介住宅と持されてゐる。最近米間に殻建しにものが

この字の抑念を支配してゐる様である。ぞれは都市に於りる簡易にして設備の整つに便利

な生活に過する事. その多〈はホテルと同様に後利的に瑳i主しに事 、多数の住居に分割使

用さる〉ー魂の建物即ち w: 合住宅である事などが共特徴である 。 ( とは云ふもの〉 言葉の

内界はそのもの〉原史的環民によって鐙巡する現に枇合的意義を有するアパー トも続 k rH

来る。〉

ジ ー ド ル ン ク は調逸には宵くからある文字である。英語のセツツルメン トとか. コロ

ニーと 云ふ文字に相営する文字である。殖民、移住等の場合に建設しに村落など に使用さ

れにのであるが、最近澗: 過を 中心に殻展したも のが こ〉で述べるジードルンクの観念をな

すもので ある。それはやはり 村落の様 に一つの住居士山全慨を指すのが本来であ る( 時には

・・・. .  .  .  .  

ー魂の集合住居建築を指して云ふこともあるが) そして古= の村吉年の様に一家族宛一滴立家

屋に住む軍調f TFがポツポツ配置されて村の様に成立つものでもよりれば、集合住居建築

ＱＺ る住樗ブロックが幾つも Ｑ たって住居地ｾ形式しでもよし、。間合の農村とか漁村とか叉は
• • • • • 

郊外の地債の安い所などではi 1 fJの単調住居的住居地が多〈 、大都市郊外の比較的地債の高

慣な所では多〈住居ブロックの集つ 1: 住居地の形式となる。この文字の持つ移住. 殖民等

の建設的豆味は今日ではさほど強くはないが、今日の合引的ジードルンクは都心の商業地

域などにはなるペ〈置かす¥紘ー地の郊外の或部分を限って住民地を建設するであるから建

• 
設的意義はあるにはある 0

• • • • 
最近ジ ー ドルンクの殻展の特性は一民族の内に起つに住民の不足を楠ひ 、 共扶緊ｉ￮ｾ改良

するｾに起つ＿こ公共的叉は間開的なイ ｴ 鼎更生の主張を基 としてゐるのであるから、管利的
.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  

な室貸な どと は多少趣を異にしてゐる。かよう にして合間的ジ ー ドルンクは 、J社合公共の

.  .  .  .  .  .  .  .  
財政的行政的援助によって成る規絡住居の大量製産による住居解決方法であって 、ぞれに

並行する? 乎? 季子亨芋は、建物及共部分品の視特化、工業化、組合化等により安〈てよ

• • • 
L千号; を提供することに努め 1: 。家賃は一週間の賃金を超過せぬ様 lことか、室の大さ形j伏

が今日の衛生率に趨ひ 、今 日の文化人の生活に不便のなし、棋に、叉心理的にも満足の行〈

様 に努めに。無駄は 出来る丈これをは ぷ寺 、叉必要なこと丈は生か して経済的に併決する

様に努 め1: 。 この経桝的な制限と文化人の要求との聞に立っ て、 建築家も其解決に相営苦

持し f: のであるが 、ぞれが例の最少限住居の問題な どで ある D

・・・・・・・.
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大 都 市 と ジ 一 ド ル シ ウ の問題は最重要な る問題であって、以下こ、に述ぺんとする 所

は主 としてこの大都市に於りる 住居問題解決の結果たる大都市 に附屈する 新 ?こに建設さ れ

1: 住居地に就 てである 。

自然に 殻生 しに村落は張展 してI1IJ となり、次第 に膨脹 して大都市 となる 。村で あっ ?こ時

のむは111]" には狭 〈な り、111]"の自然に膨脹 し1: ま〉では住宅が工場に固ま れ? これ商庄の聞

に有者j- 瓦斯を出し?こ り、やかま しい音を立て1: 1) . 叉は出張の危険の ある様なセルロ イ ドの

玩具 I，i-; とか色 々の工場 とか筏伽 ? とかj貯蔵壌 とかが 問来る。か ような守宅警守や三本苧亨

にlMしでは交通系統とか地fi!? の整頓 とか をして全樟を有機的に 人情的に計葺 し組織する の

でな り れ ば 、 大都市の機能を充分に護者ｔＱ す る事が ｾｉ Ｇ ， 来な い 事 に な る ｄ 住居の 採光 、 通 風と

か級地 とか 、衛生 的な問題叉保安上の問題即 ち火事地民共他附近からの危険 を除 〈事 、住

居相互の便利施設等及保安慰安の鈷な どを遺憾な 〈するに は、ど うしてもよ い都市形態 を

計聾して共れによって油営な る性居地 を設けなげればならな い。 こ〉に守きや帯Eの必要

な所以がある ふ十111? ? 苧 ? 伴切札予it手作子?? ??t 11F千 円 こ そは大都市住居

解決の本格的なものであ るD

都市設展の同心園的形式と衛星的形式

従来の都市の稜展猷態を見 る し 中央の市街から 外へ外へ と蛾がって 成長する 、即 ち尽

心 lli l的稜民をな す もの である。かような場

合 . 中央は商業地帯の様な繁華 な所 で. 外

の方 に工場 とか住宅が出来 るのであ るが 、

その成長が進むに従って位宅や工場が繁華

なRh業地祢の 内に 浪 してしまう 、か くして

雑然?こる 建築の混乱含来 して 相E 迷惑な事

Hi 市宮華民形 式第 11凶

となる 。仕宅 も不使、有害. 危険の内に置

かれてし まう。衛生的殻展 とは これに反し

・. .  .  .  

一唐人詩的稜展形式であっ て、中央の都市を一定限度 に制限して其の外部は緑地帯・を以て

同心開 Ｈｉｾ 淡 ｬ 副将ｉｴ ｴ 的政 ｬ 昆

取 り 司告 さ 、 こ の 外 廓の級 地 帯 へ放 射線Ｚｉ Ａｫ 高速度交通機 ｬ 持 ｬｾ 走 ら せ 、 共の 端にＨ 地 球 に月あ

る如＼Ｉ 衛星 的に附応村孫 又は 附 属 小 都 市を 置 〈 の で 、 勿論 こ の 附 ｊ ｾ 都 市相互間の線 地 帯

も中央大都市と 街足都市と の聞の紘地帯 も法律 をJ.:J.、て誰 られ てゐ るのである。f 線地帯は閏

1. 111. 森林 、公悶 . 運動場 、墓地等) 三??T号千百? ?7C773とせば 、其位居地として

の機能 を永久に保持 さる〉 こと〉なる 。

今日の合理的ジトルンクに於ける住居と都市の関係

居 … … … Ｎ Ｎ 一 家族 の 住 む に ｭ Ｎｳ、る ｾｲｭ

屋 . . . . .. .. … ' (1居 が其 中 に 卜 2. 3 ・・・ 多数空宇包合す

性

↓

家

↓
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N  

連続 家屋 ・ ｈ ・ ｍ ・Ｎ，… 今日 の 合理 的ジードノレ ＢＯＡｬ で ＱＱ 多く はぷ が績吉ｾ綴家屋となる

↓  

その集凶… Ｎ ＮＮ・ ｈ ・Ｎ Ｎ ｾ綴家 ｪ崎が更に集っ て 村 乃 絞になる

|  共 他の 要 素 ・・・・・ 後出ジ ー ドl L- "/! l  1)  *ll 成参照

↓ビ

ジード ルンク・ ・… ・・…・・住居地

| 共他 の 要 素 前j 、工、各地域其他

↓ピ

大 都 市

ジ ー ド ル ン ウ の 組 成

{建築敷地 (限建設建築

ジー ド ル ン ク の 組 成 ( 道 路 敷 ( 説 委 君 臨 路

{昼 地 ( 運 動 場. 公 閥 、知|等

ジードルンウの住居形式たる家屋の種類

i 個 別 的 住 居… … 自然設生的村洛に多〈今日 の合理的ジ 一 ドル "/ !l には用ひ られず

1  e!=-b!..， - . . e! = E !  f  ｾ凋立 一家 旅式家ぽ
位居形式 ｾ ( 一然族式家屋 ( 峨一家族制〈民

，... •• .• _.  )  -""'....... _I'''''' 1 = >  n苅立ニ家波式家1若

{ 規 絡 住 居 ・ i二家族式家屋 i辿絞二家族献屋

負i'i 2 悶 悶悶 ジー ドルンク の例

{濁立一家族式家屋によ る)

。

， -.，..." ."'- _，.. ....... =  n萄立多家族式家 l若

1三家族式家屋 {

l 連絞多五fIi 主式五<:!i:

ジードルンクと中央施設建築

中央; 暖房子i紺: 宝此湘場等… … 一住居毎、或 は 一 家 屋

又は一連続家日筒Ｚにｾの施設あるものもあるが 、 共の

合 理化によ りジ ー ドル ンク金程の中央暖房、中央洗濯

場を設〈る 31がよい。

日 用 品 質 庖 … ・・これはジ{ ドルンクの規模によって

• • • • 
f:j'; 3 凶 ベ ル リ 二 di ノイケ ι ン・ジー 1'- んンク 案

w  出 ｴｾ Ｋ ｾＢＢＡＧ＠ コ) ' i l  M;  (1・ 叩 11 :1¥'=:01じ r. }'.i ｾ ・二 土 ｮ ＺＱＮｾＧ .... :，h';  U:;r. ｾ Ｎ ｴ ＮＮＺ＠ ';  
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ほんの小貨庖 とも なり叉IJ、商屈街ともなる。

撃隊病院等… ・・・これもジ ー ドルンクの規模により或は幼稚合丈 とし或は小著書校賞業収，校

• • 
それ以上 とも なす 、病室病舎に就ても同様であるコ

手女合堂 (ijj ql 枇悌r#]) …・・・其居住者によって ことなるが村に寺や宮がある様に設けら る口

自動車庫… … 各住居用の自縛車置場は共家屋に設けらるが自動車庫は必十しも共庭に設

げられ得ないので調立に纏めて建て らる〉例が多い。

ジードルンクの規模

ｕｾ＠ 3 田園際新建築舎議に提出され? こジ ー ドルク 56 楽 に就て見るに . ージ ー ドルンクの

.  .  .  .  .  .  .  .  
位居の数即ち幾家族住み得るか は最小で 70家族、最大 16，000 家族、平均950家族である。

・. .  .  

これを人口に計算すれば最小 300 入、最大約 6 高入 、卒均約 4 千人住み得る口然らば之

• • 
れに要する全面積は最小 9，000m

3

最大 14，723，OlJ Om
3

平均 386，000m
3

である。住居密度.  .  .  .  

は 1 h.a. ( 10，000mつ に封して最小 11. 最大 965. 卒均 108 であり 、人口密度は 1 h.a. に

劃して最小 40 入、最大 3，861 入、卒均 463 人である。

ジードルンクのプラン

合理的ジ { ドルンク のプランは村落の俵な自然殻生的な不規則なものでな〈して 、一定

の方針のもとに配列 されたも の

である。 大都市の住居は、最初

は功利的な貸家でーある市中の住

居プロックから次第に住居の保

安 、衛生、便盆 、慰安と云ふ賠

{ t ' 頭に置いて 、住む人 の矯にな

る祉舎的意義ゐる合1
0
m的なジ ー

い

顧

問

曜

日
E

|駐日4  
A守

'.117  

l日目i

功利的 プラン

J  L 一一ー一一一一--' l  

寸 r r r - r 守ーγ 可ー「

I  

ドルンクのプランに進化しにの

である。

一
国

盟

国

一

E

ジードルンクの採光配列軸

昔のジ ー ドルンクは地形道路の方向に従って家屋を配し 、共の採光に針しでも家々で向

きが遣ってゐ 1=。今の合理的ジ ー ドルンクのプランの特徴は 、採光に最もよい家屋の向き

を似l' 究して 、共一定の方向に全開の住居を撃刈せしめる のであって、共の家屋は普通長 屋

形式であるから 、家屋の長制11); - '定 に定めら れてゐる 。之れで位居を南向にするか . 東向

きにするかの問題が起きる。日本の家は多 〈南向きであるが樹逸では主 に東と西とを 向い

てゐる。即ち日本式は東西軸の配列. ｾＧ￰迭のは南 北 ｾｩｬｨ の 配列が多い 、 これには地翌日的閥 係

もある. 即 ち、日 本では南北に於りる夏の通風が必要である事と 、調逸てーは梓度の低い震

に* 西軸による自己列は前列の家の影が長くなって、相首大なる距離{ t ' へ1: でなくては採光

が出来ぬ震も ある。一間居室は 1 日中に 一度は日光の直射をT必要 とする のであるから 、東

西軸即ち南 向の場合は室をー列に と れ 南北軸即ち東西向きの場合は室を二列 として ( 中
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ジードルンクに於ける住居建築の高さ 、間隔 、其の成す入射角

低居か 、中j奇力、 、高居かの問題は今 臼向 iまII U担であ る。第 3 回園際新建築令議に於ては

主 としてこの11¥11置が論ぜられに。低Jfrは理想か も会11れぬが合理的佑の震には高層の外はな

いと 云ふのが高府主張者の云ふ所である。 いろいろの長短の比較はゐるが 、大聞に於て地

似の高い所では高居を以てし 、安い所では比較的低 い建物 を以てすること〉なる 。( 第 6 聞

はフ イ シヤー の回表で Ili Jー敷地に階教が 1. 2. … …と 哨付ば牧容住居数1) 沼: に哨 して非常

に終柄、となるが、5 階以上は住居数の晴; l JII は殆んどな 〈あまり経済でな いと云ふ結果とな

り 、 今 ｮ 現存 の 性肘建築が Ｕ Ｎ Ｖ 階どま りにな っ て ゐる事 を封 ｈ ｾ Ｍ ｾ して ｬ 白 ｛ 白い Ｉ術 例の ＵＶ 案
に 就 て は ＲＰ が低 ｪ 奇ジ ｻ ドルンク 、 Ｑ Ｖ が仁 ｉ ｾ 居 、 Ｘ が高 居 Ｖ が各 ｪ 音 Ｎ 3 力;f氏、中居 . 1 が

ｾｉ Ｎ ｉ＠ . 低居で あっ 1: 。第 7 凶に就て見るに建物の年寺 内 ? は共の成す角度、即ちたり の守

射角が衛生上問題となる 事は明 で、この角 ):j1 "7 I伯l 入 射 角

・-
度はノj 、Tよる 程よ いが例の 56 策では最小 9

0

最大 75
0

卒民J 23

0

である 。

一 住 居 の 組 成

一 住 居 の 規 模

[居 間

( 居室イ 仕 事 場

.  ¥ l寝 室

)有用凶
〔正味佐居面硝51.... ..  .  ( 炊 事 場

1附} 込室{ 浴室使JiJf

L通 路

「物 置

共他 ｩ 露ｾ
1庭 園

ダムマー九 トツクジ ード ル ンクの貨例に就 て ( 猷 前 怯 て)

e  
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凶i積は最小約 5Um三最大約 11Um' 卒均 7 Umヨ

月家賃 は最IJ 、49.51 R .M. 最大 137.5U R. M. 平 均 85.53 R. M 

居室数は最小 2 室最大 6 室 平均 4 室

正規ベッドml t : は最小 2.5 最大 8.5 卒均 5.5

第 2 回園際事rr建築舎議最小住居展に就て有要I面積は、一家族式家屋では 、最小 14.7 m包

最大 76.5 rが 平 均 51. 4m' であ り二家族式家屋では最小 24. 7 III 包最大 52.7 m

2

卒均 38.5

mヨであ り. 多家膝式家屋では最ノj 、16.3 m包最大 91. 2 m
2

平均 45. 8 m包であ り、共正規ベ

ット数は一家族式では I 乃至 8 で平均 4.5 二家族式では 2 乃至 6 で平均 2.9 多家族式

では 1 乃至 7 平 均 3.3 である c

住 居 階 高 と 幅

階高は約 3 m をジー ドルン クの棋準とし天井高 では 2.7 111 位を可とす。幅員は約共二

倍である ( 雨商保光として)。

ダムマ ー シユト ツク 、ジ戸 ドルンクの賞例では卒: t&J階高 2.85 111 幅 7.4 111 である。

住 居 建 築 構 造

鍛筋コング リート の現場銭治は ドイツでは、今日殆んど川ひられてゐない材料の工場製

品化共組合化による もので 、餓骨に煉瓦或はブロ ッ ク積な ど多いD

住 居 各 部

居 間… 南でなくば問に 、叉は西と少しi.rj . に向けらる 、( 日本では別にが) ダムマーシユ

トツ クの質例では平均有川町積の 2 6 % であ る、勿論 この種の 住居 に客間 とて別

にないこ〉に ベット に化する長イスを世 n 誌がある 。

食 堂・・居間の一合唱を先制1 し別 に設け ざる 例が多い。

仕事場・・・ 主 人の占 1旬、の !mきも の ニツチを附して これに 宛てるものが上等の方で多 〈はなし

寝 室・夫払! ? 朗自室の外に小出室一つ二つを具備するが普通でダムマ ーシユトツ クの質例

の平均は有川面積に釘して 4 0 % であ る。内夫婦用寝室の大いさは平均 14m' で

これ を夫婦と 小児一人 とに則 ふれば一人宛 5.5 m' となる。ベッ トは晶込式とし

て世間室 として f8l < 使用する事が流行して来 1: 。

炊事場 一前の例では有用面積の 平均 9 % で約 7 m包

浴室便所・ ・・普通ーケ所

謀議、陸屋棋、l必… 屋外生活を良子む近代的傾向が ある ο
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ごじ の 勝 来

奥 田 議l

近代都市に於て急: 速に殻展しつ〉ある集合住宅が如何にして成立するか 、その由来する

原因は近代都市生ffi の複雑さに比例して、複雑であり間車に表明することは困難ではあら

うが大幅次の二つが奉げられるであらう。

(  1.) 近代都市の祉舎j伏態が必然的に位居を密集せしめ. 在来の主nき家屋) j } ，態てはその質

が著し〈低下する 。

( 2.) 都市居住者の重な部分を出める俸給生活者の自費により、日常生活の合王III 化が求め

られそれに封して在来の家屋が満足を興へす。

( 1.  ) はffd: 舎欣f庄が然らしむるも の即 ち外部より必然的に惹起する原同であり ( 2 ) は即

ち人間生活の内部より起る要求である、之 を更 に細別すれば種々 の具閥的保1買をあげ るこ

とが出来るであら うが. 要するに 生活の内外より富来の住居に満足せ子、新しきものへの

要求が起り これに躍するべ〈生み出されにものの一つが所謂集合住セで あらう 。

然らば集合住宅の近代都市生活への誼陪性は如何なる黙にあるか 、これ を具臆的に列記

すれば次の主n< なるであらう n

(  1  ) 敷地の利用 が合理的な こと、これが最も大きな黙であって軍に敷地面積に封する建

築面積の増大と 云ふ こ と ば か り で な し 建 物の池宮な る配置により 装地を共有 し保健衛生

上或は快適さに於て透かに 優れにも のになし得る 。

( 2) 生活の合理伯、よ〈考究された卒商によれ 或は共同施設 による利便 により 各住居

内の務務が簡単になれ従って生活そのもの の能率が上る。

( 3 ) 都市計茜的効果、 集合住宅と云へばノl、にしても都市の一匹1刊を内め、 大な るは都市

程として計脅されるも のであるから 都市金時より見て、 111ij k の小敷地につき建物が計詰さ

れる場合よりもより効果的であることは明かで あるD

( 4) 建築費の節約. 同程度の住居を得る 1= めには 、澗立家屋 に要するよりも敷地費 、建

築費、設備費に於て相嘗の節約をなし得る 。

以上は何れも主として経情的問題であって現代の社合機構に大盤化なき限り この迎陪|企

は盆 k 深められるもの t 考へられる。

欧米諸外閣に於ける集合住宅の妖況はさておき . 我閏 に於ける集合住宅を見るに 、その

遁陪性にも拘らす・未?ご盛 に興ってゐると云ひ難い . 我閤諸都市蛮遠の腫史が相営新ら しく

上に述べTこ外的欣況が夫程切迫してゐな いと 云ふことも多少あるであらうが然 し次の様な
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重要原因があ ると 考へ られる 。

(  1  ) 我閤民性によるもの 、我園 多年の鎖問の影響によるものが . 多数のものの共同生活

よりも寧ろ狭い乍らも一廓の主とならうとする向きが多い 、 それで集合住宅 と云つに風の

ものよりも 猫立家屋を好む結果となり 、集合住宅の要求が割合に稀薄である。

( 2 ) 在来家屋の構造によるもの . 我図の木jiS家屋はその緋浩、材料及び工法等により非

常 に開放的であり融通性に官む且叉多数が卒家迭である等のにめに家屋が結集して周闘の

! ! k 況が相官悪〈なっても屋内の居住献態が夫科悪化しないと云ふことがあり従って相首程

度までその他で辛俸11
1

1来ることになる 。

( 3 ) 家賃及び建築費の問題、家賃は経済、 lこ閲する一つの問題であるが然 し居伐者にとっ

ては最も重大な 問題で めら れ 家賃がその居作者の金収入の約二三割を内めてゐることは

常識にまでなってゐるがこれが相営重過ぎる負拾であることは明である 、一方集合住宅と

なれば原貝IJ として唐故は Ｒ 以上、時ｾは耐 誌耐火の餓筋コンク リート遊共他衛生 設備 、 共

同施設等と建設費に相営多額の ｾＧｩＺ 用を要し車 ｲｾＷ も在来梓度の木 ｩｩＡ Ｚ 家屋より士持制するは止な

を得ない所でめる Ｎ 勿論このやうな柿浩施設ならば木ｾ家屋に比しその耐久力は大となる

のであるからこの原慣を長期間で11 i 還することが可能であれば家賃の如きも在来木造家屋

の一般家賃に比して大しに差は生じないのであるが、一般 には此の詮が無〈勢ひ短期的還

となり家賃も相官; 多額となり集合住宅が一部少数の愛好者によって Ili られ本来の意味と異

つ＿こ風 ｬ こなってゐる Ｎ 一方叉 ＱｊｉＮＺｾ 合者側にしても一日 一 ＿ に 相営多額の費余を要 し ｅ つ叉一般向

でない程度の家賃を取らなければならないとなると簡単に手を荒げるわりにはいかな〈な

る口

以上の様な 重大 な原 因のにめ集合住宅の近代ffd:合への油J!l!: 性 にも拘ら守その張主主の迩々

として見るべきもの のな いと云ふのが現在 の Ａｉｊｾ 態であるが将来は果 して如 何 ＿ その殻展を

抑止してゐると考へ られる諸原 因が消滅すれば自然に大に興る であ らう ことは疑へなし 、。

諸原因の内 ( 1) は要するに趣味の問題であり . ぞう し1: 一城ー主式の性質が深いFfr に根

ぎしてゐる t は考へら れない 、少〈とも新時代に住所してゐる人達はさう云ふ事に捉はれ

な〈なる? ご らう との見極めはつけ得られる ご( 2 ) は科度の問題である 、在来家屋に辛体し

てゐると云ふに過ぎない のであるから 同僚f ' 1コ或はそれ以下で同等以上のものがあればそれ

に移り行〈ことは明かである 。( 3 ) が最も大きな難闘である 、此庭にこれに偽! 聯して住宅

の経営と云ふことについて考へて見る。

現在では人間物質性生所の三要素の一つである住居が手頃な投費の封象となってゐる 、

人は少し金が出来ると先づ借家でも建てゃうかと云ふことになる 、或は資金を工面 して借

家を建てそれを巧〈蓮縛してやって行かうとする 、か〈して 1! 日先制に飢雑に宰地が主II めら

れてゆ〈 、 これでやってゆ〈人達にとっては誠に結構であらうが都市居住者の大部分を市

める借家人 にと って或はもっと大局から見て果してこれでよ いも のであらうか。



前t合AA態が合1 ] ] 1 イヒされんとする現代に於ては総ての枇合現象に人隠的工作が知lへられる

のは蛍然のことであってその 'I' f 景が強大なる粍その効以は大きい、最近に於て重要な諸産

業が官公営化乃至は統 1111) 化されつ〉ある趨勢にあるのはその矯でめって従って位居の護生

t 云ふ 一つの ilrJ: 合現象に闘しでもその合理化の究極は' F r 符或は公営 より外はないと考へら

れる、撚る時は佐官 の建設についてはー l!fi l地 、一地方或は ー者l¥i li として考究せられ経桝的

問題も解決し斯〈して集合住宅が選ばれることは必然的である 、位居の官公営となる と現

獄からの大飛躍であっ て、その具開化には極 k の困難のある ことは勿論であるが此の他に

考へられる盆は建築物に劃する費金の長期償還による貸付ー方法である . こ の方法が一般に

も開政せ られるならば経桝的問題は殆んど解決するであらう 。

要するに現在に於ては主として経済的障害のため徴々にる集合住宅も何れは此の如き途

が拓げて大に稜展し時代に趨! 医する本来の性質を護部するに至るであらうと信す' るもので

ある 3

整然 ｦ こる 街路、全開的に統一配置された＿政府の住宅群 Ｎ 誼官Ｚ ｾ 1，よ2さ地そしてHJH' 安める維

i答、そ の中に人は生析を紫しt人人々は明快にして令現的な生析を営むにい Tこり共同生活

は訓練されるであらわ 「建築が生析を規程する 」 と云ふ建築家にとっては最後の「ゴー

ル」は此庭に始めて注しられるのである。

大 阪 ノ ミ ン シ オ ン

裏 出 入 口
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住 宅 乞 防 潟 防 腐 に関 す る 座 談 曾

1i_1  航 者

委員長 武 悶 五 一

幹 事 小川! 陽吉 増 山 新 卒 松 本 儀 八

委 員 岡本新次郎 三 木 来 三 赤松 1疹 小川安一郎

舎 員 藤 原 義 一 宮 飼 克 二

武問委員長座長席につき住宅と防1弘、防腐に闘して建築的立場から、如何に之に普底す

べきかと云ふ| 問題について 、/:I :I!Il:員一同から忌仰のな い芯: 凡が、 ?)くか ら次へと展開せられ

て、 生 ｾｾ談合とは云ふ依頗る民而目の研究合であった。

誌に 11国序的に各出席員 の殻表されに意見を悉 〈言E. j慨するの紙聞に飴怖がな いので 、之を

結論的に書流すことにしに。

i黒策とは如何ん なものか

防協に闘する諸問題を研究するにささ? ごって先づ「婦、気 とはどんなものであるか」と云

ふことの解探を一定して世〈必要がめらうと思ふ。( 建築の方市から見1=損気) J ! Pig、集 とは

昼集中の水蒸策が策協の鐙化に遇って飽和凝結して起つにー現象ｻｦ ｾｬｾ ふので 、 ￘ｬ ｊ 八益集中

には如向程多量に水蒸策が含まれてゐても夫は決して直ちに損気とは云は無いのである口

例八ぱ或る臓の中は if ，! ; 気が多いと云はれる場合、共の磁の中の空気中の水分は掠気 とは云

はない、室の中に合れる水分が泡手 ｉｾＩ 伏態 以上 に多い時始めて Ｑ 弘主主があると云ふ事となる 諜

で此際快感ヰ! ? とか叉は不快感幣等の感.i 1: の意味とは全 k Z iJ {1101のもので あ る事は勿論である

防 濃

似て防協問題の第一歩には いる のであるが . 然らぱ如何にすれば部屋の 中に水分が耐ら

ない様にするこ t が/ J I来るか 、換言すれば . 冷? こい益筑を部j尽の中に入れても 、 それを如

何にすればi必須を招かな い様に す る事が出来るか。

家のプランと防濃の問題

夫れにはまづ防滋について家 として如何なるプ ランが型J ! . 忽的であるか! !  無論之 M担刷

聯して柿 ｩｩｅ の良否、材料のｾ搾等にも充分留意せなりればならない課ではあるが 、 我問の

様な 同周悶らすに悔いメてしに所、夏季は多憾であり高温であるので、蒸暑い事は此上な

いといつに所では特 lこ防i必の必要さを感ぜしめさせらる〉のである。

V I  44 

防i弘的立場からプランについて考慮することは

1 . 通風を? 良〈すること



2. 部屋の容量を太〈す ること

ｩ の通風を良〈するには通風孔となる窓の位世 、 共太き等ｾ考慮し、 ｔ 古 ｉ 其土地 の 千ｻつ季

節風をうまく取入れることが ｈｆ 要である。 ｦｬｬｬｊｾｾ Ｎ官室部 ｅ の配世 ￭ｭ￭ｬ すが直後 ｉ ｕｬ 接泌試に影響す

ることとなるので、部屋の配置 t 云ふことと通風、防lt4 と共に考へる べ き川題 f二 部屋の

容量を大きくすることも防IMt 上lit もII I 要な! l n題である口

吾々はよ ＼ｎ 入 の 中 は ｩ 必祭が多いと云ふ ｾ ｊｴｾＺ叫にするが、之は空気力Ｚ流通せない瓜で Ｎ

ｾ ｉ ，Ｇ Ｚ Ｎ＠ cllP入にはいった空気 が荻になって祭出が下つにf . . t に水蒸策が援結する結県でめる 、i，'，]

ｉ 熱気は 天 井の日さにも大いにＩ［Ｈｾ ｾＮｾ する事は今夏云ふ 主 主も ＱＡＡｈ Ｎ 小さい部 屋 程損気は多い Ａ ｨ

となるわけ 、更に部屋の内外の主祭の温度を成る可〈鑓化させない様にする事も防 l以の一

方法である 。建築物の地下室 を五! t I ]に妹更暖房を施して完全に防iゑの目的を述しにと云ふ

事世さ へも ある。

叉コンク リ ート浩のｾ物は ｩ ｍＺ策が多〈て困ると 云 ふ事は家人から 往々聞 かされる首誕で

あるが 、之はコンクリ ー ト| 印ーには熱の停導力が多し且倣気力: 附着し易い事に起l主|して ゐ

る、此の様な場介には内部に水分を誘導せない材料を月1ふれば相嘗効果がありうる諜で 、

共際木村ならば制診共他テックス類等は より 良い結よ誌をもたらすことになる、 又放土也の地

形の引から見ても建物の ｬ 熱気 と多大 の闘係を有し 、特に 注意 すべきは 三 方 森 Ｎ ｾ等に ｊ ｬ ｸ 1) 

ｉＺＧ，［ｾ まれに様な所は風通し思 〈自然 Ｑ 絞り 勝であ る。

防 混 と 構 造

衣 に防i批の締ii !; に就て比較的好結果を得てM る例は、窓会# - < 取る事φ，'1¥来ない部屋従

て通風の徐り良 〈ない部屋には 、空気を一度! 示の下を通してから部屋に 入れる のであるi i ' lI

して床下にはコン ク リート 打又はモルタル塗が防憾の目的に良いと 云ふ設と白際問題 と

して 、床下はコンクリ { トよりも 砂の方が遁苦;であるとの設とあるが. 多方面に E る色 k

t主総談を徴し? こる結果、床は /:1¥来得る f: げ高め とし . 中央部か ら四周へ蔵品Iかの勾唱をつ

りで通風を計れば、防線の目的は充分達し得られると云ふ結論となった諜である 、各地の

古社寺の床下に就て 見て も、床が高 〈通風の良い所は決して採集なし床下が傾斜してゐ

? こり叉凹 l也の所などがある場合には . Ｑｍ 気力Ｚ多 〈 泊 Ａ臥 の良 〈ないが 局 で あ る 事ｾ立殺して

ゐる。更に防悦 材 料の ＱＱ｜ｾ 題であるが可成ＱＩ j，熱気の多 い山上の住宅等に於て、 従う!H I 本のテ

ックス類 では1M，、気 に封し充分の効果を得られなかっ fこのであ るが、こ の新材料として 山Ji t

しに モ リノイ トなと防iAf，、材として逸材であるなどと種 k 経験 に依 る意見 も，'-111こ. 叉防jH、に

カHふるに防火的材料 として「イソライト」等は最も 都合が良い材料fごと の意見も めった 、

向多少高償に過ぎる が「アスベス トス」の織物等は更に完全なる ものにと の意見もめ った、

右の外防凶 に 闘 しでも其構 造の鮪な ど通風 を良 〈する事に於て 、 全〈防 ｩ ｦＡｦＮ と同 ーの劫 ｾｾ

犠げ得る と云ふ ことになる 諜であ る、と云ふ様な結論で座談合を閉ぢら れた。

( 松本幹事記録〉
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私は、勿論、建築につ いては 、す・ぶの素人で降、アパ ート に刷 しで も、建築上の専門的な

ことは何色生11 らなし、。仁、五、こ' : > 4 - 5 年来. 外国でも日本でも 、アパ ー ト生活をしてゐ

るので . 過去現在の私のアパ ー ト生活について一一私のアパ ー ト生活についての僅かな恒

験と包I識は 、地翌日的に 、パリ 、 ロンドン 、ジユネ ーヴ. 東 京 . 大阪に局限さ れて ゐる D し

かも、その うち、比較的よ〈女11ってゐるのは 、パ リと 大阪にすぎな いー一一思 ひ出すこと や

考へてゐる こ 1: {f .  fl f . 然と書いて見るにすぎない。

東京や大阪で、アパートとい八ぱ、新しい . 特殊な生活占禁式と観念される。お爺さんや

お婆さん註: は、普通の人間でない、不思議なJ ) } k 、唱は存在してゐなかっ? 二種類の人間が

{-I: む、特殊の住宅をアパートと考へてゐるように。一般の人は 、 そんなに、ア パート を近

代化りもの屋敷のようには考へないにしても 、アパートと普通の住宅とを 、 きっぱり と匹

目IJ して、概念してゐる。この概念は、しかし、日本の現状一一住宅文化の現欣一ーにJ ! Hら

して見ると 、決して間違ひではな い。ま さにそ の通 りであるといはねばなるまい。日本で

は、近頃、アパ ー トがはやり ｈｾ ， しにといっても Ｎ 既存のいはゆる借家住宅に 比 較す れ ば Ｎ

アパートの数など問題にならなし、。 fごから 、アパ ー トとは 、普通の借家 . 普通の住宅から

明確に匹目IJ される新しい 、E: 色の縫っ f二、特殊の居住様式を意味する こと にな る。ぞ れが

東京や大阪での現' 良である。

アパートを、新しい特殊の居性様式と考へないもの〉なかには 、アパ { ト を下宿と同一

叫する連中がゐる。

一一一1芙はや可 k アノミ ，ー トに{ Iュんでゐますよ。

一一ーは〉あ . 下宿ですね D

といふような舎訴は決して珍 し〈なし、。そして 、こんな断片的合話のなかに しば しば民

引がある。質際 . FJ 賓は従来の下宿屋とちっとも鎚りがなし表の宥板fごりがアパ ートと

なってゐる。質例を見かげるからである o これは、従来の下山屋生活階級の心境と趣味に

進化が来て、今迄通りの御下杭といふ看板には引 ) J を感じな〈なり 、アパ ート と看板?ごり

でも 出てゐると ころなら 、行って見ょう、といふ風に 、祉の* が鎧っ て来?こ こと を物語 る

事世であら う。

とにか い 大都市、東京や大阪では市内でも郊外で も、 アパ ート が、居住の新様式 とし

て、流行 して ゐる。 10 年前にくらベ fこら、 今 日はアパ ート が流行 して ゐ る、 といってい

〉ような気がする。しか し、 ま1': ) にさな流行'とはいへな し、。ち ょっ としに流行の傾向 が見

える程度であ る。アパ ート の本首の流行は 、もし そんな時代が来 るとして 、告訴手先の話で
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あらうと思はれる。日本のアパート文化は今のところ、その創生期であり、赤ん坊時代で

ある o rごから、東京や大阪のアパ ートの多〈が幼稚貧弱で 、位 み心地が悪〈ても、まにこ

れまでの下宿と艶化のないものがアパートと呼ばれてゐても. 驚〈にも営らないし. それ

で策に食はぬも のは、昔通りの借家住居背通りの下宿生活をしでゐ ればい〉といふわり。

誰 も ア パ { ト生析を強制するものはな いの? ごから。

とはいふもの〉、私は、日本のアパートは現在のま〉でよろしいといふのでは決してな

い。私ぱまに、現在の日本のアパート文化に満足してゐるものでは決してない。それは、

赤ん坊時代ピからやむを得ぬことにが、官余りに不完全で幼稚すぎる。貧弱すぎる。殺風景

すぎる。

殺風景で思ひ出し? こが、大阪郊外のある高級アパートに臨時調身生活を営んでゐるある

老人が、私はまるでブリキ製の豆腐のなかに住んでゐるような策がする と嘆息して 、聞〈

ものじ哀感ｾ催さしめにことがある。プリキ製の 豆腐のなか に 住 む 憂較は 、殺風 景な白い

壁商から来る。白い裸の壁の部屋は無情冷淡である。榊経系統の弱い入、デリケートな心

臓を持つ入には 、 きっと冷ｾ庫の感じ であらう 。家具をつけ、部屋飾りもし て アパー トを

貸す経営者は . も少し人間味を持って、も少し、アパ{ ト生活者の感受性に、思ひやりが

あってよからう。 壁が買っ白 ならさっぱりと締盟で、これほどい〉ことはあるまい. と考

へてゐるなら、それは頭が徐り単純すぎる。私のアパートも、大阪では最新式のアパート

? ごさうであるが、 やは り白い裸の壁 面、ブリキ製の豆腐ピ。ちっとも部屋に暖か味がなく

て、全〈やり切れない、決してラマルチーヌのような心臓を持ってゐない私でも。

ぞれが. はじめから、建てつ放しの家具 も部屋飾りもなしさういふものはすぺて、借

り手が自分で勝手にやるといふ行き方のアパートなら、話は自ら別である。そしてこの行

き方が、アパートの本道、正道であらうと、私は思ふ。しかし、アパート文化の赤ん坊時

代にある日本では、ま r: なかなかそこまで行げない。赤ん訪を銀座の大通りへ放り出しに

ふ命がな〈なる。それと同じで赤ん坊らし〈育て〉行かねばなるまし、。

アパ ート メントといひアパルトマンといひ 、 フラットといふ。これみな、日本でいふf皆

家であり 、住宅であるロ宮殿、王宮、貴族富豪の大邸宅 . 郊外の別荘は別として . 西洋の

大都市には、アパート以外の借家も住宅もないのである。すべての普通の人間の住居はア

パートなのである。すべての普通の人聞の居住様式として、アパ戸ト以外のものはないの

である。アパートが唯一普遍の居住模式だ。アパート以外に家はない、住宅はないといっ

てもい〉。す べての人がアパートに住んでゐる。これが日本と大鐙違ふところである。西

洋の大都市では、 居住の ために、アパート以外の観念は存在しない。東京や大阪と同様.

西洋の大都市でもアパ ートは特殊人の住む特殊の居住様式にらう と思ってゐる人が案外多

い。かういふ観念錯誤が一般的である聞は、日本のアパ ート文化も容易に蛮展しないであ

らう。

で. 褒展途上にあるといふよりも 、やっと芽をふいにばかりの日本のアパ ー トは、これ

からーまピ相首長 い期間 、生前の寧純化石r: 'i$. む潤身もの と、それから、きういふ満身ものに
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近似しに生所態度を持つ風積 りな夫婦ものを目 営 てとし. 顧客とせねばなるま い。とい ふ

ことは、営分、ー般人が、既存の、体統的居住様式から離れて、アパート生f丹に脚向する

可能性は認められない、とい ふ ことt . : 。して見るし建てつ JIf. しの 、まる械の 、家具も飾

りも、何にもなしのアパートでは困る。何しろ、 回世て にする相手が. も のぐさの澗身 と

それに類似の風鑓りな夫婦も のなの? ごから、 やは り. 家具っき飾りっきア パ { トとい ふ こ

とになる 。私は この方式のアパ ート カ，今後なほ相首長い間続〈にらうと思ふ。そして 、

無家具、無飾 k 赤裸のアパ ート、 居住者がさういふこと一切を自分でやる別の方式が11'.

来て来る ＱＺＺ らうと思五、。そ の時 、円本のアパート文化 も 、 正道ｾ＿�み 、 本式になり 、 木村 千

になって来る。いひかへると 、アパ ートが住む家になって来 る。

私は、しかし、日本に、さうい ふ時代、ア パ ート 時代が必す' 来ると橡言してゐるのでは

ない。今の小さなアパート流行に、 意外に大きな反動力; * て、 アパ ー ト文化は淡決してし

まふかも知れなし、。これは結局、大き〈いふなら、日本人の同氏的気質の問題であると| 司

時に、アパ ー ト経営者. アパ ート 文化住設者の智必l: ei t Qと洞察 j J との問題である 。そこ

で、どち らか とい ふと 、私は 、日 本のアパ ート 文化の将来にませして 、割に築制的である。

日本人はひど〈日本固有の傍統に愛活を持つー町 、ひどく外岡純i枚が好きである。これは

日本の全面的近代文化の様相が立誇してゐると ころで 、近頃のアパ ー ト流行を外岡脱倣の

ー っとして見るのも、確かに根践 のあ る見方 Ｑｾ Ｇｯ ｉｉｪｾｩＱ Ｏｊ［ Ｍ ・般に ｦｦＭ 及愛灯ーされてゐるような

わりには行〈まいが、アパ ート の持及も 、外閤棋倣熱の非常 に高いよR京や大阪では 、かな

り望みがあ るよう な気がす る。そ れから 、経営者 、アパー ト文化主主設者の方を見ると 、 そ

こに、流行に伴ふ自然のｊｴＧｴｦＩ￭ Ｇてといふようなものがあって、建築 設備 を の 他 の改良改 Ｍ ［ＺＰｾ、

相営考へてゐるらししりして見ると、現在の家具っ きア パ ート、 赤 ん坊アパ ート が段 k よ

〈なる、ひとつアパート住居を やって見 ょう、とい ふ ｾｾ￶ 身も の 、 夫前もの〉教が ｩ 干 Ｇ￬ }j J lして

来る 、のではないかと想像される。

それにはまづ. 経皆者が 、壁聞の印象 とい ふような 、批 にでも 策のつ 〈原始的な室内設

備に注意すること 1:: 。給水給湯の後世が各部屋にないよう なのは論外。夫婦 ものが11eU1こ

めには 、共同炊事場なんて悲惨なものは全段し、 やはり 、小さ 〈てもい、、各部屋に炊事

場をつけ ることピ。潤身も のでも 、自炊で安 〈や りにし、とし、ふしまり 屋は勿論の こと、さ

うでな〈ても、炊事援があ れば 、いろいろ便利で柴しし、場合もあるものに。も一つ 、Il¥j週

は風呂場である。日本人はいも の子 を洗ふような共同入浴 になれてゐる から 、一つの辿物

に、一つの共同浴場があれば、まづ我慢が出来るにらうとも考へられるが、これも 、世際

はどうかと思ふ。調身ものなら 、 すべて 、 朝九時に ｾｉＧ ，勤 Ｎ 六時まで自 ｪ 務とし 、 ふわりではな

い。アパ ー トで終日勉強するも の. 仕事をするもの もゐるはする。現在の制度のように 、一

つの共同浴場て、入浴時聞をきちんと制限するなど 、商白〈なし 、。4!J: J出て 、夜おそく仏! ? る

稼業の 、例へは' 新聞記者など 、殊に閉 r1 するであらう。ま七 、lm風自に入る習院のある も

のが、午後の四時、五時まで作? こされるのは 、生活の能率を税減す ること彩しし、。そ こで
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浴室 ｭ きの部屋の必要が感じられ て来る。 浴安附 き の部屋ｻｴ＾ ・ 経餐者は考へねば峻 ｴｾ 。 家

具つきで 、浴室があって 、炊事場もあ る部屋、と な る し ア パ ートらしいも の、住居らしい

もの、家らしいもの になって来る。 さ うでな いまでも、それらしい感じが幾らか出て来る。

さうなって来るし夫婦も ので、アパ ートに住むも のが多 くなって来る のではないか .と 私

は想像す る。アパ ート が従来の下宿 と同様であ り、殆ど鎚 りがなしもっとも自分の住居、

Il 分の家 とし 、ふ気分が 出ない i伏態に止まる限り、 普及の望みはないといってもよからう。

自分の家、自分の住居と いふ感じ 、気分が完全に1:1"，るのは、サ ロンと食堂 と寝室 と炊事

場主浴室〔便所: f f 含t J ) とが一つの単位をなす 、部民家具のア パ ート でめる 。それは、 家 ら

しい一軒の家を形作る部屋の構造と数 とが揃って をるばか りでなく、 家具 その他一切の部

屋飾 りを 、居性者自身が . 自分の好み と趣味 に合つにものにす ることが出来るからで. こ

の場合、壁なども 、家主が どんな色にしてあつも 器支へない、居住者は自分の好き勝手に

問紙却 し ｬｩ れ ばよいのである ｄ そ れ から 、 寝台。こ れは日常生 所 で一番重要な 家具 な の ｦｾ が

れ人みな好みが迅ふのが 3庁近) f ごから 、家具つきのアパ ート で. 毎晩 、いやな寝甚 に眠る の

は、7こまらな〈不愉快なもの。無家具のアパ ート なら 、 そんな不愉快は勿論な いο

家 といへばアパ ー 人 アパート以外に家のな い凶作の大都市に 、こ の無家具アパ 戸ト が

築えてゐるのは 、営り前のことではな か らうか。そ して、これとア パ ート文化の本道 とい

ひ、本特のアパ ートと 考へる私は間違ってゐるであら うか。アパ ートが不 自由勝ちな 、不

愉快な貸室 . 貸部屋で . ちっとも家ら しい気分の/ 1 ¥ないものなら . ア パ ート の繁栄は永久

に来な いであらう。

アパー トは、 そこにい: むもの の家でなければならぬ。単なる部屋でな くて家でなければ

ならぬ。これが私の持つアパー ト3: 1I! 念である。 1 例のアパ { トには 1 戸の家におりると同

fit の自 由が 、蛍然めるべきはす。 無論 、 そこに は、長屋生活者間の長屋道徳に似fこ公徳の

拘束はあるりれども . 半世後 li の自余計な干渉によっ て生新の自 由が、不合理に制限されるよ

うなことがあっては 、1 111，1のアパ ート は I 戸の家ではな 〈なってしまふ o fごから、経営者

は/-1 11 来る? ごり部F訟を貸してゐ るといふ考へ方をなくして 、1 仰のアパ ート は 1 軒の借家だ

といふ考へ方を持ちア パ ート の入口 に、 事務所 といふも のがあ るのは、そ の意味において

面白〈ない現象であ るコ外園流に 、 そんな闘所の よう なところを突破しないで、誰にも 顔

を令はさないで . 自81に/1¥入り 出来るアパ ート の方が、居住者は 、自由 の享紫2 とでもいふ

か 、官斜里策持ちがし、いに& ひな い。

私はパリで、ホテル式のアパ ートに かなり長〈住んでゐ? こが 、 その建物の中で 、居住者

の行筋を直姥叉は間 Ｑｾ 取締 ら んとするｾｾ察官の足音を ｩ 度も聞いに ことがない ｯ 日 本で は

その足音金前日夜が時 k あるらしし、 。 こん なのは 、アパー トを 家 と意識する、 夫 れは 意識

せんとする居住者の気分 と心王11 ¥とを粉砕する j京悶になるにらう。人聞は 、せめて自分の家

でにげは 、自由: f f 享楽し? こいのである。そして 、アパ ート は家であるは するのものである。

i 戸の家の中には 自由が許されでも 、1 1問のア パート の中ではそれが否定されるとなれば

アパ ートは 家でな〈なる。
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神 戸 市 改 良 住 宅 に つ い て

奥 田 譲

これ は不良住宅地I高改良事業法によ って建設されに ものであっ てその大要 につい ては木

誌昭和 8 年 5 月就に於て述べ? こ所であるが更に その概要をめぐれば

指定地区 、民砂泊 2 丁目 、南本町通 5.6 丁目 、ニItンt>: llI fill! 5. 6 丁目 、吾妻通 5.6 T  FI 

地底合計面積 10，426 :t'f 

地 匝内居住者 734 世帯

人口 3.256 

改良住宅建設 民砂通 2 丁 口 南本町 5.6 丁目

建 設 戸 数 702 戸

其他建設致定 i燐保町し 保育所、浴場 . 11史牧容所等

現在竣功せるも の 民砂通 2 丁 目 2 椋 103 戸 似収容所 35 戸

現在工事 中の もの 真砂通 2 丁目 1 脇 田 戸 市 本Il lf ill! 6 丁目 4 椋 160 戸

この事業は事業費の半額が岡山布n助 であって質施設計に営つては枇合局 中村技ffrli1こ負ふ

所が甚 Ｑ ｾ Ｇ 多 い の で あ り、 ｅ つ 叉 東京 、 名古屋 、 大 阪にこれと同様 の 先例があ る のでめ る が

最初の計撃には多大の困加があっ fここ と〉察 しら れる 。

以下首市の改良住宅建設の質施に闘す るこ三の問題を製げて述べること とす る。

(  1. ) 改良住宅の特y;.j d士、事業法で定 められてゐる如〈これに 牧容すべき 家族は現地に

居 住 げるも のに限 られてゐる 、 それで皐位 「プラン」はそ の居住者全基 として定めるべき

で掠り所があ る諜 ではあるがそれに舷 じて極 k の大さ の型式を用ひなりればならない. そ

の謹に可成りの考慮を要する 課である。叉事業の. r . 隔が示 すが如I < 現地);IH主者の生前月犬態

叉は 心 理 北 大 ｾ ￭ｌｾ 等は常識を ｊ ｊ 、 て し て は計り切 れ ない も の があって建 築 の貨施に営つでも相官

の ｴｾ ｊｪＧ ｴ {t>討年じて沿かな 〈て はな らない。

( 2. )  rプ ロックプ ラン」指定地区 は市街地に あるのが普通 であるからその黙は一般の市

街 地に建つ 集合 佐 宅 ｴ 同 様 である 、 殊 に 営 市 の建築敷 地 は 一 方が ｾ ｨ ｉｬ ｉ 泊路 に ｉ 白 ｛ し て ゐ る、

その矯筒路を整へると 云ふ都市計霊的な考慮 も拶1¥はな 〈て はならない 、勿論 それと 往きた:本

来の目 的 即 ち住宅について の考慮 とを並行 させて ゆかなり ればならな いのであるがその利

害が相反 す る場合 には その何れを取 るかと 云 ふこと が問題である。 例へば ( イ) 昇降 に機

械設備のない建築殊に位宅では 3 階建までが趨首 と見なされるが敷地内戸数の害IJ 営ての必

要 上電車通りに 面せる 側を 4 階建 としに。( 口) 建築 を外廊下式にし? こ のであ るから 廊下は

VI 50  



勿論北側 lご設置さるべきであるが 、道路が北側にある場合美棚上廊下を南側に取り 、 その

代り建物を南側で「セッ ト、パック」させて採光を計った、但し精進上、設備上多少の損

失は菟れない、( ハ〉我固に於ては住宅の居間は南町せるを最も可とするは論をま? こぎる所

であって 、 集合 ｦ 主宅に於ては建物の車 ｲｬｲｾ 東 西 方向に配置するのが長も好ましいのである Ｎ

これが郊外の空地も多く道路も建物と同時に訂膏され得る場合であれば、住居の目的その

ものから考慮して最善な る配置即も建物の軸 金東西方向にとり、建物聞の距離は日! ! 行側係

から算H ' ，されに等距離とし通路はそれによって計察される、然し市街地に於ては戸数. 宰

地、及び街路等の閥係上多 〈はL 叉は C 型になってその震建物のlllrhの一部が南北方向 lこな

り叉徐り好 まし〈ない入隅が生するこ t になる、宮市の改良性宅に於ても出来得る 限りそ

の思 ｊｩｾ 考慮し ＱＺ のであるが 一 部は ｲ ｬＺＺｴｊ ｾ得す ￱ ｩｲ ｨ ｾ南北方向 に し ＱＺ のであるがＮ此の所の住

宅では二つの屑聞を夫 k 東 . 西に面せしめ仁、その他に建物を所謂外廊下式にしたのであ

るがこれに劃する階段式の配置に比較する t そのnjg - の欠矧は各住宅の潤立性の欠除であ

るが、その利主する所は建築授を節約な L 得るこ t 及び採光通風の可良なるこ t 等でめっ

て、此の種の住宅に於ては外廊下式の佼れること数等なりと考へ られ る。 ( 3 .) 単位「プラ

ンJ ( ; f . ) i J i 位「プラ ン」 の大きの標準は居間 4 ｱｊｾｩ 牛 Ｓ ｱｊｾｩ の二聞でその Ｑ 戸の面積は ＶＮＲＴ

坪である、これを舛闘の最小限件宅に於げる 多数のものが 60- 70 平方米であるのに比す

れは Ｇ甚 ＱｾＧ 狭小である 、 これは さ ｆｲ 声紋態或は生前科度の 芸牲 によって生十ろ所であるが、情こ

れを現地属件.岩の質況につき調子干し1: 結果に比すれば相営の検特がある. 此の種住宅では

此の程度でJ トむを得ない所であらう o ( ロ) 踏込士問、何分狭小な商積の内に居間 、台所.

便所、ＮＺｦ ｊｰ 入等ｾ取るのであるから踏込士聞の如きも最 ノト限と ならぎろｾ得ないの で あっ て

普語は Ｓ 尺平方 イ ずである 、 然しこうに下駄新を世き履物 ｾｮｪ｛ いでは如 何 にも狭〈感じら れ

る 、 それで閥ｩＱｦｩ地方の害性宅に於けろが如〈玄関 ｴ 台所 ￨ｾ 隣り令せにおき土聞を制げ て

多少なり実鈴怖があろ棟にし1: 0  Ｈ ハ Ｑ 露台、これはｾ Ｎ論 建築費に闘する事柄で腐い程よい

諜 であるがこれを費用 の許 す範聞でやらなければならない、それで一献の窓 にはどうして

も三f : J r が入用であらうからぞれを少し費形して露台にして見仁、間は 2 尺で少し小に過ぎ

るがその床を室内床まで下し階下の窓の庇余用 t し?: 。 f 三) 台所内燃料の 問題、大悟此鹿

の居住者の円? 吉小限't3
1費は零であって何か薪の稼なものを集めてそれを用ふるのが常であ

る、 それで改良住宅に於てもそれに相膝する f こめには台所に市の如きを設備しなげればな

ちないのであるが一方叉この 事業法の根本は 不良性宅地Ａｾ改衿であって勿論屑牲者の 主 主情

向上と云ふことも期してゐろ詩であろ、その意味から 云って営市のものは寵は設備せす. . J : I .

斯のみとしてゐろ、この思ｾに闘しでは異論も多いのであるが現存竣功せる第一期の真砂ｴｅ

宅 103 戸についてその成績を見る仁現存1 i 1 t J i ｾ使用せるものはその内 ＲＱ 戸であってその

他は七輪の如きも の を使用してゐるがその鴛に建物じ り 汚摂が相営甚 ＱｾＧ しい 、 こ の 製Ｈ［ 1: 闘レ

ては向考慮の徐地がある と考へられる。

これを一般的に見て奮生許可I e改良性宅内の生前Cわ科度の業 t 云ふ こ t が問題であって、

勿論立法精榊の一つであるさF柄小向上を期 L なく ずはならな いので あろが 、そ σf Y lh: 宇如

何 にす べきゃと 云ふの が こ¢改良住宅につ し、ての先沙問題であらう。
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犬 阪
ノ、 ン ν  オ ン 11乙 就 い て

パンシオンと言ふ名郁は他にも 1 2 あるがあまり伎はれてゐない名前であ る。日 本では

アパートと 言 ふものの目的を表はす誼営な名稿が見つからないので普通「妊」 とか「儲」と

か言ふ字をあてはめてゐる様であるが今では何 k アパート t しでも 別におかしし、様な気も

しな〈なつ仁、この大阪パンシオンの如きアパートと ホテルを録業してゐる所では一寸名

前も考へきされる。然し第一困 る E はこんなハイカラな名稿は 法規にないにめ建築認可申

請聞は矢張り 下宿屋叉は長屋であ り、ホテ )1.- は勿論宿屋である 。それでゐて一向かまはな

いのであるが此の建築をするまでの計書はアパート lこ家族式のものをとる積りであっ? この

を、その家族式アパートは所謂長屋であるが? こめに法規によればその各戸に劃して公道 9

尺のものをとらなりればならぬ ことに なる。即ち公道 lこ各戸の玄闘は接しなりればならぬ

ここ の徐絡のない地所には一寸出来ない相談であ る。

鍛筋 コンクリートのアパートは闘西にはそう 深 山はないが建築費 lこかさむt: めに経管者

は仲 k でないと 言ふ話であるが大腫坪あ? こり 150 関内外で出来ればよ い様 である。然し近

頃では仲 k 六ケ敷いが 3 階以上にし様と思八ばどうしても銀筋コンク リートにしなげれば

規則がゆるさない。経営 t 言ふ問題も地の利に大いに闘係はあるが、興へられた難地で出

来得る t:: 1，1 多〈室{ t ' 取ることも必要? ごし経営者の方針即ちテ ーストの問題と伎ふ者の気持

よさと 言つfこことが何時とはしらす・許判にもなって、 位ふ 人聞に引きつられて向上して行

〈と 言つ ? こ様なものである。

大阪パ ンシオンは甫締本棋王出酵より約宇丁東にあ? こり大阪南地に出るに便なるためよ

く演事者の宿所 として利用される様であるが満身アパ ート位ひも 相営の知識階叡の 人ぞう

ま〈キャッチしてゐる様である。

各室は只寝 る? ごりならそう大きい部屋 は必要ないと 言ふ汚八からせいせ' い六挫位のもの

で九て ベットを備八てゐる 1 階lこ談話室、奴ま寝室 、虫食堂:{t' とって 2 階以上を疲室にあて

-てゐる。

奴主将主主ー と言 ふものがどこのアバ ートでもうま〈利用されて ゐるとこ ろが少い。これはf主

ふ人 の最 も寛 いで家族的 l こ紫むところであるからここが叉許キIJ にもなり 話の t: おにもなる

柏もすれば下品にもなり易い k ころである 。面白い話がある。或るところで、 1 甚の球是訟

を取り まい てよ〈 多〈の人が紫んでゐfこ。 どうも 品が悪いと言ふ わけで止めてしまっ? こと

ころが各人それから面白〈ない。何色な〈味気ない夜長 を外出でまぎら すと 言つ?こ具合で
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はにから見れば誠に可愛相なことである。全〈住む人はその家のIJ、供なのr 。小供の様な

策持である 、すき な玩具を取上げられては可愛相fごと言ふわりで、その球葺は叉後民りを

しにと 言ふ話がある。大阪パンシオ ンにもそのま求基が 1 主主ある 。

前述の如〈銀筋コンクリートとして如何にして安 〈上げるかと 言ふ ことが問題であるが

それには錨筋を出来る? ごり節約し、コンクリート のボ リユ{ ムを腕減することも一つであ

る。大阪パンシオンは外壁を j享さを仕上げ共に 4 寸 、向部間仕切壁は 3 寸 5 分とし大部

分の間仕切肢は木造とし、内部に紘毛を入れて防音柿浩となし表商は、メタルラス下地プ

ラスター組仕上ペンキ塗りとなってゐる。

コンクリート 壁の薄いのは仮枠 ｬ こ随分手聞を ｾ ｉＧ 食ふものであるが 、それでも よ〈部〈出来

るものTごと教へられる。

外壁の部いことは雨仕鮮の問屈で貯: 念もあっ 1: 様であるが窓廻りの雨仕舞さへよりれば

大しに問題にもならぬ様である口紅頃の簡単な 構浩、シンプルな表現法も種々な鞘で相蛍

な快院を見H¥すも のであるが、しかしそ の工法に研究の後地を残 すのみである。

これはインクーナ ショナル式ですねと言ふ人のあまりに多レこ主に鷺かされるが . こ れ

はどう 言ふ式ですかと 問はれ穴場合誠に閑る場合が多い。そろそ ろ過蛍な 式名をつりてほ

しいものである o ( 杉 浦 巴)

大阪パンシオ ン新築工事概要

I  1ft 置 大阪市南海木線ヨ'. 出

1 敷 地 面 積 27 1. 89 坪

1 建 築 商 絞 1  C5.47  11 

1  * 息延床首都t 349. 37  11 

内 議 地 階
10.95  11 

1 階 105.47  11 

2 階 104.15  11 

3 階 78.58  11 

4 階 50. 22 11 

外 に パ凡コュ ー 19.15 11 

1 軒 高 4 階 建 部 分 40. 5) 尺

2 階 建 郊分 21 ∞U  

1 各 階 高 地 階
12. CO尺

l 階 10∞H  

2 階 9.∞H  

3 階
9. ( 0 11 

4 階 9.00 "  

l 構 造

し て ｩＡｍｾ Ａｪ ｴ 以外は概ね構治簡易なる防音木造壁

となす。

l 外t!;{:I: 1-. 

外部壁・而 l士主 と し て 「リ Y イド」塗 P 仕 上. げ

とｌｩｬ ｬｬｬｦｅ 、 窓庇 ｬ ｬｴＮ 窓＿ｪｦ待に Ｗｾ 切り用には厚日鹿

の鍛板を 使 用 しペ y キ塗 りと す。

2  ｾ許建部分の出完まには木骨下地に浅野スレ ー

ト板厚 3 分のも の を張 る。

原 1 は防7J<. R警の r. 1こ r7' ノι ー アセメシ トJ モ

ル ダ パ 厚 l 寸イ士 J てとし目地切りとなす。

外 部 窓サッ シi'J. 枠 共 純 米 粉 ベ シキ主主り、利子

l'i w: 3  mr n のも の を使用す。

窓 廻 リ 裕 治 と し て 雨 水 の 浸 入 せ ざ る様特に・注

意 せり 。

際関廻り 11総 て コ' / 1' !) - ト 打 のま 与を規準

とす。

l 内部仕トーげ

l  附 玄 関 7.k iW.  ｾｾ気廻 ｄ i笠はカ y パ ス ペ ン キ 捻

りとし 、 天 井 lよリソイドホ性 ペ シヰ主主り床 Ij :Y，

主位は鍬筋コ γ クリ ート とし内 部 間仕切l 1 l に 。 闘は トラゾ 』 プ ロ ッ ク 自 然 市 松 張 り と し 其 他 は
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線、て車車線太の上 lこオーク板張り とす。 のも の を使用せり 。

2 隣 以 i の各完 は壁及天井をブラ ノ ＿Ｍ粗商 Ｑ 絞房換主 主ｾ似 ｩ 混 71': 絞 房 を 設置し 、各 客 室 の換

仕 上げと L - ' Y キ塗 P 、床 1:) 車草根 太 の上 に オ ー 集は自身;換 気 と す。

ク板張り とす 、特 に ホテノL とな れ る部分 の 部 屋 1 衛生 設{I Ii れ附水 洗式使 rfr を設 〈。

は 盟 産壁;釈貼 りとせり 、各 ! l } ¥' に1. 2 の 日 本 室 l 弱fT誌zWj 作 家 主 に は む話 を 設 置す

を附置せ 11 0  Ｑ エ Ｚ ，｝ ｜ｾ ｦＺ 係 者 殺到 者 村 野 建 築事 務 所

l 算 内 家 具 絞 飾 宮 内 家 具 荻 飾 付 家 具 の一 部 及 カ 施 工 者 藤 木 工 務 j苫

ーテ y をのぞ 〈 他 は ペツド及 約二T苦手凡 て ケビン

大阪セントラノレハウス新築工事概 要

所 在 地 大阪市 西院 江 戸期下 沼 5 丁目

構 造 餓筋コ y !J ｾ ート 治 Ｓ 険建一部 地下祭

附

建 築而絞 152，356 坪

総 延 坪 529. 934 

地 下 実

1 階

2 階

3 階

塔 屋

車F 高

内 言串

75. 8∞ 

152.3E6  

144.556 

144. 556 

12.266 

37 尺 8 寸

塔屋高さ( 地トーより ) 47 尺

起 工 昭 和 月 年 4 月

竣 工 昭 和 B 年 10 月

グ 十 袋 外 壁 「ダーク プ リユー」色長手 I ? イ

ｉｾ＠ J  ｾ長りとし 、 一部 「り ソイ ド ｊ 並 に 「

モ凡ダル J t主仕 t とす。

外 百i1叩i J 孔部m具は 線、て 「スチール」製

......! ;/キ 宮古 り仕 上

内 授 手千ｾ及廊下床見え掛 り 箇所仕 Ｑ Ｗ ロア

ーリ y グプ ロック」 敷き 色付仕ヒと し其

他 は 「モルタル j 塗 り の 上 吸 物 政 き と す

壁 、天 井 は 漆喰 仕 t 、各安U : l 入 口は 「ペ

= ヤ 7 ラッ シユドア ー」 とし: 木部 色 付 及

「ペ γ キ」滋りとす

玄関 及 便所、 各ｾ洗商廻 り床及腰 は「 タ

イル」 強 り仕上 とす

一般 貸w. : 設備 Ｚｴｴ ｾ ｉ Ｍ［ｊＺ 純洋式 にし て温水 ｾ房袋

置とす- i 1- 室 に洗 面 所 及 造 P 附 洋 館f立、袋

選 、裕 子、「テー プル J を設備す

京都アパートメント新築工事概要

位 置 京 都 市 左 京限 吉 岡 泉 殿町 1 ; 番地 :  用 ひ 各 窓 に 虫 除 網 障 子 及 カーテ y を取設けた り

吸 地 坪数 236 坪 .  貸 家 大ノj、合計 83 5京と L 、各 々押入 、 洋 服 入

建 物 坪 数 建 坪 110 坪 i  を有 ｌ ｾ 菱忍 テー プ ｊ 也、待子、傘立 等 を設備し 、

延 坪 653 坪 4 千)- 2 勾 ・地 附 39 坪 1 合 7 勾 大 室 に l土lI'-'f vc 衝立及i ! ¥: r日及化粧袈を付せり 。

l 階 110 坪 ・2 階 110 坪 ・3 階 110 坪 構 造 の 概 要 基 礎 地 'ft:は 硬 貨砂 利 暦 耐 力 平 均 6 噸

4 階 110 坪 ・5 階 110 坪 ・ .  にして地 探而よ り深告 は 14 尺 5 寸 、浅 告 は 6

6 階 57 主jq 合 5 勾 目 尺 鍬 下 げ 、割 栗 石 1 尺 捻 コ シクリ ート 5 寸 の 上

建 物の 荷主 6 1 尺 ・ に、鈴 1!Jiut 凝ゴて基礎床梁 式ー構 造に よ P本 建 物 の

塔 の高 さ 79 尺 .  令 I1ti i l ; を支符せしむ 、主位 構造 、即ち 、床 梁住

設 計 の 概 要 外 部は 、新 味 を もて る 近 世 式にして 。 階 段 、耐 震 笠 等 令 部 鍛1m混Il i E !.構造と L 、市 街

資 色 、 モノｾ ? ル 及 同 リシン仕上を主 と し、要 MI: 地 建築 物法に法き各種傍主主凡て耐長耐火を旨と

人 法 石 洗 山 仕 1:: 1::すo せ P 。

内部 は 、 アパー トメ y トと して の 機 能 を会〈 各階ｉＧｩｾｩｬ￬Ｚ 地 階 、 厨 房 、倉庫 、浴 室 、使 衣案 、む

す べ き 配 置 を 取 り、 仕 トー材 料 と して は、天 井、 :  集 室、 ポ y 7 ・室、下 足 場。

壁大; : E ド ロマイドプ ラス ター仕 Iーと し床 コ y ペ 1 階 一般 食 堂 、料 理 室 、事 務 淳 、 夜j方、熔 接

ス仕 上 、 外部 ス チー ｉｾ サッシユ及木製上下窓を ｪ 室 、街 直 室、小 使 室 、理 髪室 、貸 室、洗 商

5 5  V I  



所、便所、ボイラー 安

2 階 貸 室 f先而所 便所

3 階 貸 家 同 同

80 尺ホース を付 L 。常時尾上7j(椅 dl ' / ? に逮

車内し非常に市消火特 に消防自動車を終てス F

'/ r" パイプ に主li 車内するも の とす。

4 階 貸 家 間 同 ;  衛生;設備 作 附 使ffrfiすれも洗i ( f告式とし汚水其他

5 階t ' f ｾ＠ 同 日 :  排水地下集の i守化将1I 1亡導 きl'ii- 化したる上自動

6 階 大食堂 、 特別室 、 休憩 家 、 ま予建築 、 ｉＡｩ ｾｮ 持。 ポ ，/ 7 ・によ りて局外下水 1<: 連絡し排気は絡滋

案 、倉庫 、洗面iE庁、使所 ;  岱: により )i;: 上タトlこ放散す。

底上 遊歩場 ;  援 ￺ｽ［［ ｾ 制 ｬ￬ れ詐Ｚｊ ｏｬｲｲｴ ｬＧを限設し現象 メ Ｍ￰ｬ ー を

塔 尽 エレペ ーター機関室1え;lj(村I[ !  ｪｦＮｾ て Ａ￭ Ｒ ｛ｪｪ す 。

附帯設備概要 j  氾煎設備 作室 6 ケ所宛の間信ー設備せ り。

V J  5 6  

電 気 設 備 電 力 は市電 叙局総地下ケ ープルによ j エレ ベーター 設備 大阪製鋼所梨 O. C 式 エレ

り特設せる地階氾無実に引込同家 よ り名句働; ベ - ! J - 8 人集速力 l 分 Il il 1∞j そにして l 階

機及 各 階 配 管 撚を怒てれ主 ｦｉ Ｚ 燈に ｉＧｩ ｾｭ す ｯ ;  より 6 附に到 る。

給水 設備 制] ホは市7)( 訟 の供給を受け 、雑 川 ; 継 何 創 設 仰 向h I 卯 j ミの然 k よ川 下 10 尺の

7j ( は地 中清水を地階ポ ' / 7・祭を 総て 培: 卜.7j(f:丹 j 底 に月J ! . 殺せ る、銅板迄 B¥¥' G 14 司書 19 ;2ド撚

Ａｊ ＧＯ＿ｉ て主 主 り れ階 ｬ 亡給 水 し ｾｾ Ｍ ｾｾｾＨｾ ｦ［Ｇ のある ＮｩＺｉ ｩ !  銅線 に ，ll りJ Wi す。

合は 7j( iil ，1j '7k 、何れに も純換し 得 る採にせり

消火設備 作 階合青l' Ｖ ケ 加の口 径 ＲＱＱｾ 消火伶及

i没. l I 者

施 工

松 村 次 郎

上 聞 工 務 応

洛 東アパートメント新築工事概要

位置京都市左江 区 北白川 ｾｦｻ Ｑ 場前

構 ま在 住議筋コジクリ ート m 地 J :.5階地下 1階

近代式耐震耐火

設備地階記 Ａ ｉｉ ｾ ＳＧＺ 、 浴場 、 ボイ ラー室、料

王盟揚j 主他

1 階 ロビー、 大食堂、見s接室 、奴築家、y:i

j苫、客室大小 14 室

3 階 待望巨大小 24 ｾ豆

4 階 答集大11、22 ｾ＠

5 階治: 集大11、22 *  

路上J E i 附を 放 く

本Ｚｴ ｴｾ にはベッ ト〈 ヒキダシ Ｒ ケ 付 〉 洋服

戸棚 、押 入、下駄箱 、洗面器、ヌド制!裕子倖

又 ji1[jj 、防虫、 消火 、換気の設備がありま

す。



、
、

設計者は固有践道の主席建築家で 、現代の構造主義に古典

精紳を盛って 、之を結合融和させ ゃ うとね らっ てゐるが外

観は決 して成功しにも の と思はれない 。 しかし内部に 於 て

は. 鎖筋コンク リー トの大ホールと鎖骨のプラットフオ ー

ムの天井の封j照は非常に効果的で 、特に抑快な鍛骨の架構

の美しさはフランス特有の構造美であると潤逸人す ら激賞

して ゐる。

ホー ルは高20米 巾25米 . 長45米 、その片側はア ーケ ー ド

でレスト ラン と大通りに通じて ゐる。建築面積 4，:' i OO卒方

米、建築費 34，000，000 フランo

( M oderne  Baufor men 誌より 本 多 正 道〉

ク

( フ ラ ン ス〉 ル ・ ハ ー プ ル 停 車 場

/  

• 

J . 放客ホ ール

2. 切 符 賀 場

3. 待 合 室

4. 食
A誕Uュ-

5 貨 物 渡 所

G. 貨物分類所

7. 荷 物 受 所

8. 降 車 口

9 乗 車 口

10. 電 話 郵 便

11. 事 務 所

12. 休 憩 室

13. ギヤ レ リー

14 雑 用 室

15. 相 談 所

.. .  
-
:' ''' .. .  

外 観 時 計 蔓

建築家アン 1) ・パコン 57 V I  



貨 物 取 扱 所

ブ号、ソトホーム

Y I  5 8  ( フ ラ ン ス ) ル ・ ハ ー プ ル 停 車 場
建築家 7 ンリ・パコン



外 観

チエツコスロパキャ の如き析 し

い岡家の教育機関は l つの工場

である。ここでは女の時代を形

づ くるべき原料が精練 される の

である。

ここに示しにるは St udent en 

hei m e言ふべ きも ので 、 子 供

主主はここで摩・ぶほか、食事から、

お化粧から、入浴までなし得る

設備がある。

( Archi t ectural  For吋

誌より 新名種夫

- 園田園

---
・園田園 一一一

r一.

r l AV  G R OいN .

川

崎

一

1 "  

( チエツコスロバキヤ ) Brno の 皐 校 建築家 Maj mi r K ysel ka 5 9  V I  



現在工事中 の大邸宅である e 敷地はク ロートン の貯水池を

墜u 丘の上90英 町 をILi め、最下階は敷地の傾斜を利用して

' * 地階の形式i t ' とり、何の部分にも日 光 Ulfl 風とを充分な

らしむ る様設計され て居 る。

構造は施主の希望に依っ て、大きな部 屋 も樹立住の附ない

様計量 されて居る。

床は ｱ ｾｦｾ い 鎖骨の梁と Ｒ 吋 Ｉ 享の鍛筋コンク リート床版とから

成り 、外壁はシンダー ・コンクリート・ ブロック積 、白色ス

グツ コ仕上、内部壁は石・背プ ロッ クで 出来て居る。

外壁は鎖骨・の梁を料快な左上:で支へ. 硝子窓が連慌して大事

〈開〈 様 に設計 されて居る 。

屋上庭闘は切石敷 き、共他の陸屋根はアスフアル トの上砂

利敷である。

tl三山形の食堂の壁には裕子 プ リツ グを使用し 同時に採 光

と保In'¥l との目 的を達 して居る 。工費約 6 寓す{) O

( A l' chi t ect ur al  F Ol' u m ;rr，より 新名mi 夫〉

2 階

10 子 供 員 長 信 19 符

1 スリ ー ピ ン グ ・

11 露 来 遊 戯 場
20 治:

ャ:

前

ポ ー チ 12 女 中 :寸『
Ｒ Ｑ 召 使食ｾ

2 主 人 終 案 22 召 使 終 第

3 イlニ 粧 室 1 階
23 露 E差

4 浴 家 13 テ L〆

^  

24 ス カ ッ シ ユ ・ コ

ー ト

5 主 入 居 皇 家 14 居 ｾ‘＠

6 日 光 浴 用 露 護 15 舎 宮署 地 階

7 階 段 空豆 16 食 堂 25 地 階 不 用 部

B 子 供 遜 : 戯 室 17  西日 1苦 ;;i宅 26 洞 易

Ｙ 子供緩 ｾ 18 料 翠E 主易 27 事 務 家

.I C O " O  .， 0 0 :.1 

一 一J ，百 叫
ｾｾｏｕｎｏ＠ 、0 0 由

，ＮＮＮ，ー ｾ Ｎ ¥ミ三手Y 各階卒面圃

28 玄 関 康 問 Ｓ Ｓ 運縛手ｾ

29 化 粧 品 T 家 34 自 動 車 庫

30 i"'i. 伺E 空ｾ 35 更 衣 三軍

31 合 庫

36 ス カ ッ シ ユ ・コ

ート

32 i先 詩型 場 37 植 物 室

V' 60 ( アメリ力 ) 紐育・リッチヤ- f ・マンデル氏の住宅 建築家 Edward D. Stone 



第 1 圏

第 1 園入ロホー) ( . . .

jl.!l l列室から窓越しに見Tこ入口ホ

ールで 、 プレスコで土也凶を封川、

1: 壁を望む。

第 2 園

第 2 園 陳列室内部

下手のドアによって第一見本室

に過するが. ドア及び壁面は鏡

を用ひて部屋を既〈見せゃうと

してゐる。中央のガラス張りは

マネキン| 涼列場. 天井はテック

スi民り、! ! 日明器具は黄色である 。

(  A  r叩川叫ch出hi比teω山 u叫 Rev  均

誌よ p 本多亙泣 /  

A  f¥. t A  

一一

( イ ギ リ ス) コ ル セ ッ ト 陳 列 室

一一
"  .  

第 3 園

第 3 圏 平 面 圃

建築家セルジ・シェルアイエフ 61 V I  



/  

ジ y ゲノι l土ライ 7 . チ ヒのパウシユ ー レでグ ロ ピウス のJ旨

導をう け た若いウ イ y の建築家で 、イ也の現代ウイ :，/ i氏と

大いに趣 を 必 にし 、 モダ ｙ で 、 王哩 諭 的で 、 ｾ ｾ ｊｊｾ な ｦｦｲ がな

く、裕治 t の 自由 な手 腕 と、美 土形 に3付す る鋭 ν 、感受性

をも っ て ゐる と云 Jよれてゐる。

透 視 凶 に見 る如I < 、 出 来 るだけコ ート の部分の Tlii 紋と 多

く有効 に取るため に、建物の敷地 を 3 角形 の 部分 に選 ん

だ が、矩 形 でな ρ 建 物 " 商 談 に比し て 高iY'( ' : なるため建

物自身 は矩形と した 。向 椅 子、事Lt ジ y ゲノレの考案 にな

るf!li和j なも ので 、片付 け た揚合商品T乞取らないやうに う

まく出来て ゐる と云ふ事である。

Ｑ 正川住 ｬ ｬｊ ｲ ｾｬＩ ｲ，セ 尾根 ，Ｎ 廻 リ ド符段 によ っ て 卜 ＮるＺＭ ｪＺ［Ｚ が 出 来 、日

光 浴 及ひず散歩 に 役 立 つ。 そ の 下 には 男 女別 の 克 次 告 と事

務 員 の総集 、 尤 ￭ｻ ｬｉｊｪ に｛土 休憩粂喫茶気 が たっ て 、 真衣 ￩ｦｾ に

は手洗、WE f i 、シャ ワーの設備がある 。

( (Archi tectural  Revi ew 誌より 本多正道〉

廻 り 階 段

/  

/  

V I  6 2  ( オースタリー) ウ イ ン の テ = ス ク ラ ブ

平 行 透 視 圏

圃 形 テ ラ ス

獲量資家 フランヴ・ジンゲル



外

トレピッチユの貯蓄銀行

従来、貯蓄銀行は重厚な壁と堂 .1< tこる外観とを

以て 、その銀行の安全性を誇 示せんことをこれ

野めにものであっ? こが、最近にはそうしに沓殻

を脱し ＱＺ 銀行があ ｾｾｫ 出来初めた。

闘はその 1 例である 。外観は極め て簡III ｾ 預金

者を監倒しやうなど言ふ意凶など徴些 もないむ

き出しのカ ウンタ{ 、館/"1'，し1: 放熱器等全て用

定を正直に表示しに依である。

( Archi t ectural  F vr um 誌よリ 事rr 名領夫〕

磁

ト レ ビ ヴ チ ユ の 貯 蓄 銀 行

2; ( チエツコスロバキヤ 〉タ ト ラ 山 の 結 核 療 養 所

ｾ｡Ｍｾ，Ｚ［［Ｚ］］ ］］ ］＠ ］ＮＮｾ ュ τＭＭ 竺
ム ー一一一時ｾ｟ Ｎ ー

afJESj g z a z z z z z s g z z z z LZ 二

ＮＭ・同 ，ｾＮＮＮ｟Ｍ｟ＮＭ Ｍ・・ ・‘ ・・・・事、.. 
e 冒， ー ｟ａ ・ｾ Ｍ ・・・・ｒ ・・・ ・ ・・ ・ ・ 巴・開 ・- - .  

内 部 客

2 .  タトラ山の結按療養所

山に 固まれに 、五大な結該療養

所である。 Ｑ つ の汽 拙から熱ｾ

供給し、1 つの調理場から給食

し、 l つの洗浪場で洗濯し、 そ

して 1 つの事務所に依って管・理

される黙で、 l 戸建病室を多数

建設するよりは飴程の利益があ

ると一一ー フォ ーラムは述べて居

る。

(A凶 t ect und l<' ur吋

誌より 新名 fjfi 夫

溜

"  ， 

__.ι ‘' 

ノ - .‘ .・‘

， 

， 

外 翻

建築家 Bo husl av Fuchs 
6 3  V I  



日1い庭園の 中に あって 、l 階には二つの事務所

2 階には満身向及家族 向の二つの住宅 、その上

には屋上庭闘と物置 、設備i室があ る。

。I uclerne Bal l f or men 誌よ明 本多正道〉

各 階 卒 面 園

V' 64 ( オースタリー〉 事 務 所 の あ る 住 宅

1"  

北 側 外 観

1 階 2 階

1 事 務 室 6 階 段 10 部 E量

2 ホ ー ル 7 ホ ー ノレ 11 蓋 !iJT 

3 階 段 B 浴 宗 12 使 所

4 裏 階 段 9 食 物 置 場 13 テ ラ ス

5 使 所

建鑓家 ウ) ) . . . ト・スビー) ) . . . マン ( プラゲ〉



量見ヲ十

家の 中央に 居聞が あっ て西側に 読省室、東側 に

本多正主主〉

寝室、背聞に 庭に過するロ ジヤが ある。

( i¥I oderne  Baufor men 誌 よ り

園面卒

食 堂

小 供 室

更 衣 室

客 室

女 中 室

玄関ホ ール

勝 手

ア フ

口

2  

4  

8  

6  

10 

12 

14 

間

室

室

室

所

闘

堂

所

書

食

居

諌

痩

浴

便

玄

小

裏

1  

3  

11 

13 

5  

7  

9  

ス

6 5  V I  

16 

ク}I ，. . ト・スビー}I ，. . マン

15 

建築家

F ・『・

t  f主
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.
，
 園田タリ( オ ー ス



叡

プラーグ市外縁の此の住宅

地直はやがて最も特色のあ

る美 しい現代建築の見本市

場とならうとしてゐるが.

此の建物もその中の一つで

あって、規則によって屋棋

は卒らである。

( BI deIne  B臥auf 川 111児m削e町en】

詑誌. よ り 本多疋滋

外

-、‘

室

スフ

12 浴

14 テ

室

室衣

右 上 2 階

11 寝

13 更

ル

間

安

所

応

路

ホ

居

配

華

車

n

h

H

A
宝

P

O

O

R

U

ハ
U

左上 1 階

i 外 套 室

3 音 楽 室

5 食 堂

7 食 物 置 場

9 便 所

2 憂 所

4 浴室 ・使所

6 物 干 場

8 汽 掛i 室

10 門 呑

12 ロ ジ ヤ

Ｇ ｬｾ Ｚ ｾ ｾ 可

左下地階

l 裏 階 段

3 部 屋

5 洗 濯 場

7 コー クス庫

日便 所

11 女 中 室

13 テ ラ ス

¥

ノ

立

百

h

D

O
口

〆

l

k

卒 面 及 断 面 国

クルト・スビールマン建築家の 住 宅ヴ クー ル力( オースタリー〉
V I 6 6  



外 翻

ボヘミ アの温泉地に あ る小 住宅で . 冬期はあま り

使用されす¥降三露呈 が 多 い?こめ屋根は急: である ι 寝

室 、ノj 、供きさはテ ラスに面してゐる 。 各 階 卒 函 圃

1 階

l 居

闘

訓

叫

E
ι

'' 

益

玄

食

n

G

A

仏

A

n

o

所

闘

堂

( Mυdcmc  BはufOJ・rncn 誌 より 本多 IE芯〕

3 玄 胤 ホー ル

5 女 中 室

7 手洗及便所

2 階

8 浴
室 9  I良; E主

J O 小 イJl: 室 11 客 用 寝 室

( チエツコスロパキヤ〉 田 園 山 佳 宅 6 7  V I  



外 観

]当A
項目 下 O D  居 rm 

D E  下 僕 主主
1' 0 室

ノb合と、

堂
P R O 銘

.守E今I'咽苧

K U  千ｾＺ て Nt 
P R  事 務 室

L O  J自; ヨ三
P R E 控 の 問

U M  浴 室

S  配 )陪 室
V  

料理運搬用

リフ ト

S K  衣 裳 棚
V S  ーxー、・

闘

S P  

シャワ ー ・

パ ス

¥VC  化 粧 室

'1‘ E  " /  レ ス Z A  庭 闘

U  薪 炭 庫
Z Z  温 室

( Ar chit ectural  F orUID 誌よ P 新名種夫〉

V' 68  ( オースタリー) ブ ラ ー グ 近 郊 の 別 荘

簡明直故な外観と合理的な諸設

備 とを有す る別TI主の l 例。

3 階 平 面 図

2 階 卒 面 圃

1 階 卒 面 園

建築家 Ri chard Podr emny 



外 叡

構 浩 及 材 料 住 仰 は その附近から H"，

る次紘色の石喋で迭つで あ る。

岩盤の上に第一階床まで竪岡山成績

が高 k e築かれ、外壁は 12 桝もあ

る丈夫な丸太で逃られ 2 米間に l院の

石積にボルトを埋めて. 緊結しであ

る、居宅と寝室と間仕切壁は板探り

で問に防水フェルトを以て遮断しで

ある、屋根はテクタ砲金板茸き 、基

礎土工事はク ラブ舎員等持力奉仕に

よって 完成 したものである ご

Ｈｒ Ｚ ｬｕ ｲｮ･ｩ ｳ ｴ･ ｬＧ 誌よ り桐本術 ｾ ｉｕ

( スイス) アルベンクラブのスキーハウス

地 階 卒 面 圏

.  ・ 、 ・ 例市

1 階 卒 函 圏

建築家 Ma x  Mei er 及 A. H. Stei ner 69  V I  



エジ プ トの カイロ市 より 、高速電車で 12 分 リピヤ砂漠

の周港郊に近代都市ヘリオ ポリ スー一 太 陽 の 都 市 ーー が建

設された。カイロよ P 約 50 メート ル高還にあり 、且北方

より 来るｾｷＮの 締法なるに よ りカイ ロ 市民の 避暑地 ともな

り、 エジプト人 は = ューカイロとも和 してゐる。

へ ロォポ リスは 、如 何 に して 建設され たか と云へば、 とれ

It  H eli opoli s  Oas is  Co.  の事業 と して建設されたので 、

1905 年に E . E mpain 男を 主導者とす るベノι ギー人に よ

り計符が初められ 、 ｾｾ｜Ｎ時 は砂 漠の中の小さなオアシス で あ

った ものが今 日では成 〈鋪 装 された並樹1行を有す る近代郊

外都市とな1 ) 25 ヶ年間 に之 を完成し た記録は大計笠に 慣

れたアメリカ人 にさへ驚 かれ てゐる 。

約 50 キ ロメート ノL の舗装道 路 を有する中にも 、パ レー ス

アベ ユユー は幅只 60 メート ル、中央に 29 メート ルの縞

員の公閑道路を有 してゐる 、而 も 如 何なる 建築物と銚も道

路敷 ｾ界線より Ｒ Ｕ メート ルは建 築す る と と が 出来 な い 、

つ ま P 建 築 線 は25 メー トノL 後 退 して指定さ れ てゐ るので あ

る。 1927 年には地下 51 メー トルの深さよ り、且 つ 62 キ

ロ メー トノι の遠方よ 1) 2，α) ( ) ，∞コ 立方メ ート ルの水道配給

施 設 を した。 下水設併I i は z ジプ ト中 最 も完備 したものであ

る。 アメ リカの諸都市とＡｪ ｬｾ り 商業地図の建築 は完 全 に調 和

の とれたものであ り、設計闘はベル ギーまで迭 付 され て最

終 認可を受けるの で ある 。

土 地 の償椅は比絞 的 低 〈家賃もカイロに於け るよ P 安〈

最 近 5 ヶ年間にア パー トメシト叉は住家の童生は倍以I : : K 槍

加した。人口 25，0∞ 入、 自鋤耳I の設 は 2，5∞。 蓬所 、浴

ヒン ドウパレスより眺めたるへりオポリス

lF <O>1!JA lIll K. 

E or. v 1lTτ .  

パレスアペニューの断面

へリオポリスの卒面

集 を持つ 6 室 の ァ" ー トメシ トの家賃が約 1 ヶ月 12 砂 。

立 汲な拳校があ り、 壁土舎 があり競技場 があ り、せ っかちな

日本人には 222の様な都市で あ P ます が、 現 准 H eli opolis  

Oasis  Co. のマネ ジャーである Vi ct or Pi cher 氏 は ヘ リ

オポ リスの鴇来に多大 の理想と 野心 を持って居ると 云占、。

( The  Ameri can City， Mar ch  1934 よP 内藤亮一〉

V I  70 ( エ ジ プ ト) 新 都 市 ヘ リ オ ポ リ ス



日 本 ボ ル ト

第 2 2 回

ラ ン ド セ メ ン ト 技 術 曾

例 舎 に 出 席 し て

浦 向 史

Oiベー 11 月 に第 21 凶 ;刈合 が聞 かれ まし た時 各土木 出張 所 よ り、 内務省土 木試験折 、大記長省 .t"

殺 が 日本 ｾ築 協舎か ら始 め て代ぷ を 出 席 せ し むる 待作 ItI局 、陀 ifi 省 よ りだ!! 理 局 、築被本部工 兵母 校

事 にな り不ｬＧｦ がｾ り まして 、 非常に 有 盆 な 合 合 で 海軍省 よ りは怨築 局 、央 海 京 建 築古昔 、遜訂 作 お( f !ll

ぁ 。 ｊ ｬＮ 父 ｾ 築協 合 乞 ｭ 舎 に 紹介す るにも よい機 合 局 、改 治大 臣官 l i J -研究所 、勢 税総 長E築謀 、来 .J ;( ih 

とな りますから今後是非 泌総 して代J くをi1正t.el せ ら 士一 木町 、 更 に 大 林 ， 飢 、 官 庁 Ｗ ｾ 組 、 大 倉 土 木 ｊ ｴＨｾ Ｎ 乃弁

れ た き 旨 を 報告 致 して 泣 きま し た所 、 今凶災Ｚ［ ｦＮ ｾ 1.民 ;jh ｴｴ 合 員 ｪ ーより 代 ｊ ＼Ｎ 者 Ｎ伶 ｾ 築与合 よ り内政 多 ｦ ＧｩＧ限

度 委 員 舎 に 於て首 長 江 委 員 長 官 Ｑ 「め 作ｾ 口 よ り ｔｪ ￭ ｪＡ ＡＮＧｉ Ｚ ｬｬ • -1: が出席せら れ、計 約 100 名 、 セメ ン ト・胞にM

ffN してJ去子 も列 っ て府 るだ ら うからと の泌山 か ら 凝上方面の椛成者の総出動 と云った 形 でし た。

jl j: び 出民 主勧 めら れ ま したの で御引 受 した 次 第で 議 事 日程は 第 l 口 ( 4 月 16 日〉 は第 l 、昭和l

御 陵ν 、ま した。 7 年 11 月 よ り昭 和 9 年 4 月迄 の要務の 報告 、

今 l旦l は 4 月 16 日 よ り 18 日迄 、東京九ノ 内 第 2 、書官 il' j抄 委員報告。 第 3 、早 j追七 メ Y ト先見

守 汗凶 悦 泣 協 合 捜 ｬ ー で ｄｈ Ｑ ＡｬＱ さ れま し た 。 こ の ［ｊ ｾ 舎 は 絡 に 仰するＱＧ Ｑ 。知係 委 員 報 告。第 Ｔ 研 究協 告 ＦＮ， ｾ 陪

セメ ン ト技 術舎 の合員 Jjf J ち令凶 16 の弁 セメ y ト 自立の A. mー荊II は後述〕第 2 日( 4 月 17 日〉午前

合 祉の研究 霊 長表 ￳ ｬｦ ［ Ｎ ｙ こ斯界 ノ パ舵威 の 研究資 衣 と 併せ Ｙ 時 よ り 第 Ｕ 、 風前 ｩ 試 験 に 仰 する 件 、 ｾ Ｖ 、 研究

て 七 メン ト及び コ ンク リー ト等 に闘 す るj H規 程士Q 報告及講演 のB ( 後述〉。第 九軟練モルタルに腕ナ

給 与 乃WI 究 に到す るわ合せ待 ζ 行 」の でみ りま し る 件 。ｾＧ｜［Ｘ 、 研究報告 及講 演 の ｃ ｯ ｾ ＱＹ 、 負 傷 統

て、セ メ Y ト技 術合 よ り招待した る少磁 の人 々が 計に制する件。 然 10 、本合経費 に闘す る件 。 第

之ｾ �［ /) ｾ 去 を聞き又は討論 を す るのみ で 般 には 3 日 ( 4 月 18 日午前 9 時より〉

公 開 せ られ ず、且 叉 その 研究 の内容共他 に就 ても $  ｉｉ 、コＧＮＯ＿リー ト ｾ員報告。 第 ＱＲ 、 飾絢翻

告書 り公表 されま せ ん の で 誠 に惜 しい事 と存じ ま し 査委 員報告。第 13 、 コシク リート に闘 する 研究

て舎 の大般 を記録 して 参りま したか ら簡 翠 i、御1誌 報 告及講 演。 第 14 、コ './ ? 9 - ト道路 に闘ずる

皆川 l ト. げま す。 件 で向 日日程絡了後晩餐 合があ P 解 散 しま した、

出席者 はセメ ン ト技 術合 員 fiUJ で は 小野川セ メ Y 以下各議事、報 告 、渡辺〈写の大国各を御紹介申 k げ

トの笠井良 三氏 !tf ;め章子城、 n本 、fl 凶 、東 illi 、土 I ます。

佐 、 ft父 、大 分 、大 阪 祭紫 、!]、 ill i-D1 、七 足 、午mc ｾ＠ 標 準 砂 委 員 報 告

浅野 、 三 河 、 Ｇ ｭ Ｇ Ｚｾ 九 千 千セメ ン ト 製 造 合社よ り 計 杭 や 砂 :よ 日本 ボル トラ y ドセ メント 技 術合 に1t:

83 名、旅 費 で は東 京' 市・大 の永 ; [:1，診一良1¥博 士、 滋 て昭和 4 ｾ ド Ｕ 月 より検査 の ｬ 供 給 を闘 始されま

￐ＱｦＮＲＺ怖 ー ｉ ｾ 、 其他 、 ｊ ｊｾ 相 ｗ ｩ ん より 主 ｴ ｩ 示 判 ｬ 博士 、 近藤 して昭和1 8  !Ip 12 月迄 に その数 33，849 袋 に達し

欽夕 、77岡 氏 、北 海道 'i[，ソ〈 の小川敬 次 J¥I¥j!，1，I 士 、東 ま した。そ の千千年以Eに於け る供給数 泣 も逐 次宿加

)J I. 工業 大串よ り近験的治1Wイー 、 0: 1滋、谷 1-1ｎ ｾ 博士 し月平 均 数に於きま して も昭和 4 年 には 4 63 袋

其他 狩野泰 ー氏 !If1め各 準;:11 よ り多 数、早稲田大撃 で した が昭和 8 ｾｆ には ＷＲ Ｐ 袋 となり 、昭 和 Ｔ 年

よ り秋 111 加藤雨氏 、名 山・尽 高工 の北海 氏、熊本 高 を l∞ とする時 5 年は 113，6 年は 120，7 年 は 13 1，

工 の吉 rj l揃七 氏( 飲 l市〉、令 俸 高工 の大 :1 ｾ 、 永井商 8 年 は 156 とな って居ります。そ の供給先 も官公

氏 、 ｦ ｾ ｬ ［ 選 高 エの 内 ｮｉ 氏 、 ｊｴＮ他東京 北 大 阪の 工業 式 街 、製 校 、民I l ll 合nifii 応 、合員合枇 等殆ど会図に

験r1i '、 内務省の東京、横苦言、新潟 、大 阪、市l'戸 の 捗っ て 居る肉で 、 セメ ｹ ト の試験が盆 々 ｦＸｩ ｾ 泡闘に

7J  v・



なって行く のはお互 に喜ぶべき本で御皮いま す。 標準砂と外図標準砂との 比絞研究を されました 。

杭 eW砂 の検査は 毎日 午前 6 ｾ Ｎ普 及 ＱＰ 11寺午後 2 その結果も断然 我 が図 ｉＩｲＮｲ［ ｾ ｾ 砂が優良 で あリまし

時次 4 時 乃 4 恒l で之を平均して l  日分 の記録 た。今章子蚊セ メy ト坑lーに於け るれ凶傑準砂を使用

と して 之 を月に組めて 技 術合に、以告する採になつ したモ ル界 ル強度試験のまIlf * を見ま しでも F の表

て居り ま す。市 して その方法 ｬ 土 、 充分混合 ｙ［ ｊ ｾ 詳し 白 の 卯 Ｑ ( 米図i 1I f の標準砂が少 しお いだけ で他 は皆 我

た製品約 130 ｾ長分を ｬｴｪ 一村 ｊ に移し之 乃 ｩ 、 rlJ 、 ド、 凶のよ り 弱い ｾｨ を示します。

==J 奇か ら試料を取 り次ノコ内士II にイ1'" . ' 持したも

のを検査. 併と致します。

( 1) 粒 皮 1 c:n'  64 孔百11 土泊り

1  c :n
2  ＱＴＴ 孔 ｮ ｾｊ I に 95%

以 1' ;残るも。

( 2) 試 料 1 ｾに封す るお ＰＩ Ｑ ｝

イ干計約数 1: 0コ )1. 1'. 1300  

)).1付

( 3)  央$1t物 1哲也の 2.5 % 以内

検査ノコ粘 tlミl土粒皮 に於て 1'::: 9 9 % u. U こな

ijffi 皮 指 数 表

沢

一

ｂｅ 紡Ｎｬ ｩｬｾ 力

3  11 I  7 日 お 口

相 Ａ応 Ｕ 企杭ｾ ［準 Ｑ乎 皇砂 |い1∞O引I 10∞0 .0  1に: 0. 0 1い10∞コ O叫I I C∞0 .0  I  100.0  

瓦五j芯司;平司Z司1 9犯3.5一1 9制2μ6J乙lつ可1ωO吋 ｬωＰＹＮＵ Ｑい川 印似∞ ｾ ｉ戸戸戸 99.7  9.7  7  

瓦百可| 広Z司| 同Z 印| 刈三弓ヌ司i;z司:二司J司|幻

雌桝叫即砂砂、 |;三ヌ京O.ニ:二;日τ弓τ石司7.万司:7司;司I 9よ斗|戸石司|戸Z  

っ て居り 、粒数も 1，13:) 前後 で、現 今 の ぽ

刊 ｾｊｩｪ［カＺｩｊ ｩ Ｇ iii 'に l均 lーして Ej 科されて府るお を示 して 11' ，]' 浅野枇に於て保った黒u微鏡潟民 主御覧 F さい

借 ります。 一見して日本 のもの が粒以上句作であ る事が わ か り

ｦ，Ｇ， ｾ数年前 上 り 本 ＾ＱＺ I主 : 掛 けで，j.，委nのでは 相 !日 ます 。

日 本 tt 小 砂 米 凶 杭 1¥色紗

茶 園 標 準 砂 濁主主標準砂

、1172
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早強セメント規絡に 関す る 件

〈規持 委 員報告 並に討 論採 決〉

昭和 7 年 2 月に早 強セ メ y ト去Jl絡案に 闘する 照

合 を弁方 耐 に配布して、 そのWf. 答 を鍾め て昭 和 7

年 11 月の前 凶 の例 舎 で案を練 り討議 を した 結 果

(  1  )  r早強ボ ル トラ y ドセメ y ト」 鋭 椛 を普 通

の「ボル トラ ンドセメ Y ト」 の規符と別にする案

( 2 )  普 ijlJ 1)  I ボル トラ y ドセメ Y ト」去J l 怖に

早強ボル トラ y ドセメ y トに闘する規定 を級込 む、

案。

の二積 を1'1' 1) ｎ び関係者 の 意見 を 求 める ｾ ｊ ｪＮ に な り

ま して 、昭和1 Ｘ 年 Ｔ 月各方 而に Ｒ ｾ 長 を 示し て 回

答 を求めら れ た結果が次 の如 くになっ たのであ り

ます。

即ち 照合欣護送車生 3J 4 に聖母 し回答 数 230、75.7%

の位l答率「日本建築協合 も災' 占委員合議の よ! 日l答

しました〕 の 中第 1 ｾ長 に 賛 成 心 も の 原家 主 其 ｻ必賛

成 のも の と修正付賛成の もの とを 併せて 37.4 %  

第 2 案 に貸 成 の ものも 問機 2 'flfl を併せ て 62. 6%

( 但し回答中; 窓見の ない も の と 何 れ で も よいも の

泥 沼 士除 ( ) で あ りま した、何 第 2 の原案 共 催

の賛成 は 4 1. 4 %しかあ りませんか ら、其 1血の 修正

意見を まと めて見ますと 次 の如 ( l'こな P ます。 第

l 案 に到する修正案は 名務粉 末 の 程度 iJit結時 I町民

度灼侯滅延 ;々 に封 す るものでf't' ; 2 案 の 修正 意 見中

に包合 される もの であ ります。第 2楽D 修正窓見

中名稿を「早強J を「高紋」 とし たいと の希望が

舎員たるセメ Y ト合枇か ら 10 イ牛も あ りま した之

は製造舎祉と して或 は無磁の ない希望と も考へら

れます。又 28 日の試 験 を省略し得る穫を j) 日へ た

い希望も合員側か ら 13 件もあ P ます其他強度の

Ｑ 鵠 西 摂 ｾ Ｇ Ａ i砂

問 題 ｾｾ ｾ［ もｦｊ ｩ 々 あ ｐ ま し たが結局規 絡 委 良 心 御 意見

とし ては 、 ＧＱＧ ， 都は 多 ｾＱ そＡ戎 の 早 強と す る 耳 、 粉末

程 度 、凝紡時間 、硫 酸 合有位空宇を 普 通 ボルト テ y

ドセメ γ トのJ毛れ と区別 す る事 は合磁的であ りま

すが 質成 者 が甚 だ 少 な い の は 更 に 今 後の 研究 を ｾ

する 事 であ ります。叉似皮試験に於て l 日 2 日

の 強度規定を 設 け或 は28日の誠 裁 を省略 する等の

: 意見 があり ます が結 局; : rs 2 原 案 を支 持す る様で し

た以 1-.の 紡泉 に より討論 を致 しま した。中安 氏は

第2案反劉 で少 な くと も第 l 案 に立脚 し て修正 すべ

きであると なし 23 日の試 験省略 伝説 かれ更 に凝

結の !lf l君主1:1: 45 分 で よい との御怠見 を霊長去 され之

に針し小柳委員のt接待 があ り、吉田氏 、小川 敬 四

良1¥博 士停 は第 2 案 に御貸成の殺でした 。 笠 )1:議長

は各凶には 多 〈普通セメ y トと 高級セメ y トの鋭

絡 がJ)I J 々にな っ て居り 、規 格上の強度の差 は本 郊

の が最大 であ り、反主すにJ' t際 の強 度 が非 常 に接 近

して居る と の 参 考意見 があ リ大勢 は貫工 Ｒ ｾ 長 に傾き

種 々討論 力 結果委只に 一任し て、最 後 の決定 の前

に;貯嬰 者 (lI 1J の早 J品セメシト の試重量成績を参考 に し

て ｾｬｑ 皮 の 決定 を す る ｉ ｊｉ にな り ま した。従っ て 本年

中に は 第 2 栄を 骨子と した成案を 待て陶工省に申

前 して来 年 の始 め頃には 鋭 怖 と してE章表せ られる

ので はな いかと 考へら れま した。之に よっ て久 し

く懸案であ リま した早強 セメ ントが始めて公 にもI.!

ｭ され る 事 になる 諜であ り ま す 。 正 ｅ に 賀 ｮ ｾ 長と 云

』、 のは l);I.行 η セメ Y ト去Jl絡にtJH 掌 として強l交の

件を力日へ る事 にな るの で す、即ち次の表 以 ←七の強

.7 3 V 1  



研 究報 告 及 講 演

1. セメ ン トクリ γ カーの構泣に 2えす原料司司令

物の納皮並に俊成後の弘正'Rの 影 響 松 古Ii 二郎 氏

原 料調子干物 の産mftt 並 びにm成古ij にフ'ld : 力日へ 、3く

は力nJMして 閉 め 、却をf皮を後化さ せ るZf，に よって 、

1，450
0

で 約 l 時n: J焼 成 後 F リ Y カ ーの彬 必 に及 す

影 響 を 瓢微 鏡 試 験 をし た結果の細 か い 後 去 で した

2. ア リ ツ ト の 研 究 ノl、柳 勝 以氏

七メ y トの 製 位 71; の研 究 1" 最近 X 光 線全 l!J_; JIJ す

にるｾｾ 、 ζ の来 ｉｬｲＪ ア リ ツトは ＱＱ 故 三 石 次 て・ ある

Ｚ［ｏ ＩＧ［ ￱ Ｇｬｩ｝ｬｩ定されました。従ＳＡミアリツ ト の生成 ｩｾ 皮 ，｟

1700。ー 18oo
0

c . ; である が、 150:J

O

G 位 で 生 成 さ れ

るセ メ ン ト銭 塊 中 に と の ア ロ ッ ト が あ る畑 出に 就

て ｬ 上 限イヒｾｬＺｒ終 ｊＺＨｲ の・除ｴＧｫの作 ｭ に よ る となされ て

居たが 、 ｉｊ 、柳氏 は ｬＱ ｈ￮ｾ 宇の酸化俄特ＮＺｊＺ の少 な い ｊｊ ｩＨ

料 か ら も ア リ ツ ト を作 るお を 1t 験 して 、11工 業 的

に多量に生成 し Ｑｾｉ る引 をＢ なされまし た。 ζ ＯＩ 紡糸

セメ y トの 品 質 を 現 在 よ り 更 に 充 分 に 改 良 す る 除

ｪ 也 が あ る司 ふ を知る ｚ ｦ， を Ｑｾ ｪＧＺたとの Ｇ ｊ Ｚ［ で し た 。

3.  特 殊 ポノレ トラ y ドセメ Y トの研 究

;1"::1¥ 1  U  絞 一氏

セメ y トク リy カ ーrlJ にク ロム 汰 マ ンガ y の 合

ｪｪＧ ｾ＠ 8 %以 下 を合 有 させる IJi- に よ り、各々 を翠 1笥に

合むセメ Y トより透か l'こ強力で. f l f: ￭ＺＧ ｾＡ作 ｪ 日 に 封す

る祇抗1' 1: の 大な る村ー殊セメン トを 作 ら れ 、 κとl亡1J

す る 御 旅 告 が あ り ま し た 。

4， 本手 ｉｾ 市似ボル ト ラ ｹ ド七メ ｹ ト の水平日熱に

; 就て 滋 J I : 光滋氏 、浅 間 勝 彦 氏

タリ y カー化合物と 7}; 手日熱と の fbiJ 係 般 に T! il 以七

メ Y トの7}; 柄l熱 に 仰 す る 研 究 を 後 表 せ られ ま した

5.  セメ y トlul，薄紫の熱t-r:: ljf 1亡! 鈎する研究

tT ｊｉＢ Ｎ ｾ Ｇ ｵ ｴ 事 Ｉ ｌ ｬ ｬ［Ｚ

との方面の研究 が従来匹々たる車内来 を示 1 て府

るのは 、 ￍＩｾｊｩＨクーラーのセ ル か ら 逃げる熟知 火 ｄ

研 究の 不充分と グ ス トに よ る熱 :tJ1V-との; ( ] J ，: 1北京 l付

燃tE到! 論の誤認に よる も々 との考 へか ふ と与 の熱

加 火を￯ｅ ｬ ｩＱｅに 測定 されたもの で製 造心国 Ｑ Ｑ よｬＧ ｈ ｾ

は有従 な 研 究 で した。

6  ウエノ ι ド リ ｊι 式 ＡＺｌｾ 岐 に ｉｊｻ る石氏イ ｩ 採 ｪＺＺ ， ｜ に 就

て
iJt 'r f' 忠氏

小 野 mセ メ ン ト合 引 に於てf ，:j さ 24111 の石次石 採

拐iWi で 孔 符 15) 川川 の ウエルドリ ルヱt 燥 肢 を 行

ひ 11 川の 爆 破 により 34つ00 l 士採 石 した1Thli 企

述 べ られ ま し た 。 従 来の ペ ンチ y グ 式 爆 破 に 到 し

V ' 7 4  

石 灰 石 川 賞 り 山裕'J!(で 40 % の 終済 となり fk 込

運 搬 授 を 合 む 石 友 石 原 例 lこ於てがJ 5つ% の 低減を

見ると のもj宣告 で す。

研 究報 告 及 議，寅の B

1  ア ン トレ アセ y 民法に よる 粉 本 皮 の 測 定 に

就 て 77悶 ItHr 氏

セメ ｹ ト 製 治 ｊ を ｗ ｩ の 一次 Ｈｉ Ｂ ｊ Ｉ ， ｾｔｉ 佐 ｉ 長以た る お Ｚ ｽ Ａｉ 長物の

粉 本 の れ 皮 ノ iJl IJ; 定J止と して戸 新 方 法の 研 究 で あ る

2. 光 fG: ｾｦｩ［ に ｬｦ ｻ る飢懸 ｪＡＺ ｊｲｬｾ の ｭ ｬ 立 、 分 ｬｬｫ ｊ 交 のｩｊｬｉ ｊ

定 に:iXて 'rI' 111 fVi ，';， l C: 

光＿ｾ竹 乞 川ひて 七 メン ト 粉木 ｊＮ￦ ［ｾ 測定せ んとし た

研 究。

軟 練 モ ル タ ル に 閲 するイヰ

秋 繰 モ JL :fi1 1L に於 け る 九 昧 ，.:tjlφ 出 川に闘す る試

験 、'l1<-t 'r !J:z.:: nから ありま した。 lI {j f叫 1 ｉ， ｉ ｾ＠ 1  1  JJ 11ij 

1"1の例舎 に於 て秋線モルタル 今 後 のよ;，'9: :こ 閲する

打合 せが あリ ｊ ｴ 乃 後 ＺｩｋＧ ｾｔ Ｇ ｾ せの車内 泉 、 Ｔ 次 ｴＧ ｒ モノ Ｇ ｻｉ

ｊι に ｊｉｊ ふ る ｬｩｐ に ｼ制して ｬ 土 現行際 ｬｬｾ l i P は務付のため

秋線モ ル :fi1 ｊｾ に於てセメン ト 在 Ｈ砂 乃 分離多く不［凶

常でありますから現行 の 際司 ｦ ｩ 砂に制Ｈ 沙 ｉ ､ｊｾ じ て判 Ａ

?; ?の Gracling を附 けた ものとする 'hになり その

車' " 砂も秘 々考 般 の結 果干i)j !!!'(一九 味 jj l ipをの 海 rd、が JIJ:μ

粒! 支に於 て ri1適と して κとを旭 川 子 合針 のM: むによ

り分淡を受け 、現行者官 lyl ljj; 1こ何 段 を混 合 す れ ば 軟

練モノL タノι 試 験 に 於 て セメ Y トと妙、の分離 を防 げ

るかに n して閥係各方面Iに' f Mdl / i 的試験 主 (J{ 析 しま

した υ その華山処 l二次 の 如1( で あ りま した。

ゴL Itj， i前 紗 iH入 に よ リ セ メ ン トと砂との分自!t を相

官 ｴ の粍Ａぷに防 げ る が 、 一 般に Ｗ ｾ 比 大な るＱＢ Ｑ ，分離 が

大 で <1'，る可!千 はお め られ ました。又分離の 小な るた

め のこの制11s; 乃iJ l 入むは 71く比 6つ- 70 の 純l叫では

Ａ ＺＺ ｾ巾砂 Ｗ Ｐ に到 し ゴ ｌ 叫、， ｭ 砂却 を Ｂ Ｇｊ とす る 所が 多

〈あ りました 。ス強度に就ては創11砂 土fjl 入 し た も

の はtrU: けて となる事 l士一般に一致して 居 り ま し て

そ の ｦ Ｚ ｾｾ i¥' {i，沙 との比 は 70 :  3') 8つ 2) 6つ・4) ｾｪ，＠

綿々 あ りました 。秋 皮 に闘 しては 70 : 30 科 伎 の

制 妙心人に於て 7J:Jt ( 5 のものは，jv，l定者ー し〈大で

よ 政不能となり フド比 を 5) としても 軟 か迎合' てコ

ｹ タ リ ー ト との ｲｾ 比 Ｈ ｾ 凶 Ｑ ｾＡｉｬｩ とのＺｴｴ ｜ｊｾ が多い様 で し

た之 を 要するにｾｩＱ ，練 モノ ｌ 17 ノL の 試 験 は 今 後 幾 多の

研 究 問題 があ り 合 員 と 一 般 と 協 力 して之に ifa むべ

き で あ る と 考 へ られ ま した。

前 究報 去及講 演 の C

1. ｾ次総 モルタル 試験 川砂に就 て



，'fI: B l 義移民 、 Xa A1 直 窓 氏

秋 練 モルタノもに 関 して l: t一昨年五工大の永井i¥C( -1ー

よ り納 砂 浜 入 Jt 他 の 提 案 後 各 方面l で 餌 究 さ れ て居

りますが 、 目下似) l J されて府 るiJt : 試恒の郡Jnは、

l 問符 5c m X  10CIl l  ( 断而 19.625c mり 2. 但l

筒 3.5S6 x  7.136  (I OClll リ 3 阿筒 1. 595clll X  

3. 19cm ( 2Clll 包) 4  立方的L 現 行 却 特

一 雨f去によ って 軟 皮 を測定しま した。大 型 と は

所 ;11将 i白のス ラ '，/ 7・ フロ ー器 で、ノp f，'! スラ y プ

とは大穂のｾ j，(l 下車の筏もき と したもの 、小刻フ

ローは砲は卜ｾ 7c m 下 径 10 cm の もの、 テ ー

プ ルの ｾ ｔｋ は Ｓ ｃ ｏｭｭ 。

試験車，'f m: のー・部は次の泊 り で あ P ます。

|  大 武 繰 り 小 舟 繰 り

占 仙 | 大 別 | 小 型 小 苅q
剤 、 5  fヲ問。¥w  !le ti fJ日 ( 4Cl l l x4cm X  

16c m 又 は 4c mX  4Clll X  20c m)  の 5 粁ーが

あ h 杭1 Vl砂と 車圧砂主 の比も i O・30 80 ・

20  7主比 は 65% ， 50 % ， 軟 度 は ス ラ ン 7

20  C  111 rこ相1;:.. す る も の が 多 く 行 ば れ て 居 リ

ます。 本 試 験 者 も 之 に 1¥'¥じて 荊W0‘ は 400 -

3600 孔 怖 の nuに あ る天 然荊1.砂 (ゴL 以前i秒 、

f  -- 12L ン|フ ロー12L ン|アロー ;Z ンア ロー

: 1
45

1_1二|三|三三三

: 1臼い7 I  213 1お 5 い89 I  21.

7
1  168  

ト |τ い 戸 同 三平|す τ ;J

大 野 砂〉主 人 工 破 砕納砂〈ノト /. ':j 破l i ' I ' 砂〉を

イ史ひ 、80 : 2)  70 ・30 及 天 然 グ レ ーデイ y

グを 有する中目 ! 葛原砂 を'8 材として氷上' " 50  65 の

2 君主に就 て詳細!な る 試 験 を さ れ ま した。そ の 紡泉

分離 に就 て は水 比大 な る程砂 と セ メ γ トの分離も

大 となり又書官幣砂と納砂の分離 も軟 皮 が 大 とな る

程似 しくな りました。

ｾ Ａｩｬｬ｛Ｈ＠ 1-;: 関 して は 5cm x IOc m 型と 1. 595 C111 X  

3.19cm 型 の 回l筒 を用ひセ メ Y トと砂 の比 い 3 に

定め て試 験をさ れま した 。 80 ・20 の時 水 比 50

の時 は前 記 2 つ の 型 の斑皮 一致せ ず 70 ・30 の 砂

の 時は水 比 60 の 時 2 型 の 強度 が 凡そ一致 し ま す

次 に 同 じ 280% のフ ロー の時 に就 て は 80 : 20 の

砂 で 28 日 の 強度 が [240kg( c m
2

7 日 I-:l: l20kg(  

c m2

で し た 、 叉同 じ軟皮 で 70: 30 の砂 の 場 合

は大型 で は 限度 が 凡そ 一 致 した が 小 型 で は 大 分 兵

りました。兵他 額 々の場合 の4 ' .均 偏 差 を 取 りま し

た草山泉前 記 3 和、の納l砂 中}Ll J ; j i ii 町imが 最 良で あ り、

セメ ン トと.rJ;f;l の 分 雌 に 就 ては 80 : 20 の砂の 時

が 70: 30 の 砂 の時 よ り分離が大であり ま した。

強度に 就 て は7ド比 65 の 時 は 各 砂 のYl i 1皮が 50 の

時 よ り 接近 して 居 り ま す o ｙｬ ｾ 皮の偏差は大型 の 方

が小 で ふ り ＮｦｴＮＥ ｾ 皮 附大でありま す 、 Ｎｬｬ ｦｊ ち ゴ ｌ Ａ泳 ｩｲｬ￮ 砂

を 70 ・30 の制 に 混 じた砂が秋練モ ノL tl / L の 砂 と

して最泡である事を知 りまし た。

2.  軟 練 モ / L ，9 Ｏｾ の 軟皮測 定 に 就て

問中 太 郎氏

ブL 味古li 砂 1 杭1 $砂 2. 5 調 合 1: 3 の 軟線 モ ノL

，9 Ｏｾ の Ｗ Ｉ＼ 比 を 望号 更して大型小型 の スラ Ｇ，Ｏ Ｗ ・ 7 ロ

ｆ ｉ ｾｉ 司王 ｉ ｾ ｉ 万五
上t 般の; f : j 'f泉 スラ シ7 ・法 11 偏 差 大 て:71<比小 の時は 更

に馨しい。大型フ ロー 法 は 偏 差 最小 で あ ります 、

次にはノl、司p ロー のノj、:re: 練 が 偏 差 小 です。 依 て ζ

の小 地 フ ロー が 操 作 の簡便と 材料の少危な司王に よ

って使邪! と5辺、めら れま す。

小型 7 ロ - '1.去 に よる 個 人偏 差 は 3 人の 分 を平均

して 4.43 % 叉 人 的訣ι 差 は 11. 07% で あり ます。

小型 7 ロー J去によ り7)< 比と 軟 皮 とを一 定 して 2 名

の 試 験者 によ ってセメ Y ト封 砂 の 調合 比 を求め ま

したら 1:  3. 63 1:  3.46 を得ま した。

3.  粉末科 皮を異にする セ メ シト の秋 練 、モ ノ ｾ ，9 

ノレ及コ " / 7 リート のヲ温度 に 就 て 民 国連主移民

イヒ製成分の 同一 で、粉 末 の程 度 が 4900 孔 怖上

の 残 俸 が 0.6  2.0  5.0  8.0  の 4 薮類のセ メ y

トを使ひ杭幣 砂 70 と丸妹浦 砂 30 を混合 した も

のを' I J 材 と して7)< 比 50 60 70 の 3 移 獄 の 軟 線

モ Ｏｾ ，Ｙ ノ ｌ の セ メ ント止砂 の分市 ｛ｴ 、 ｴＺＮＧｾ 刊 ＧＱ 砂 と荊 ｮ 砂 の

分 出;[t 、 ffij j MijI r皮 の1・f験をさ れ まし た。

型 は 5cmX 10cm の もの で す 。 セメ y トと 砂 の

分 脈 は セ メン トが細かく なる 程 大 で あ りま して '

叉杭 11"・砂 とゴL !l1.: iifi 砂 の分 敵、 セ メ y トが7定v 程 大

で す が そ の 惑 は 少 であり ます。

耐 ｊｬＱ ｾ ＱＩ は Ｔ ｻ 匹Ａ の ｩ ｊ｜ 試恒の平均 ですが ｊ［ｾいセ メ ｹ

ト は 細 か ν 、セ メ ｙ ト より ｾｏＥ 位 少で 而も偏差率

. が 大 で あ りま す。

更 に 1 : 2 :  4 コ '，/ !l V  - トて'7]< 比 50. 60. 70 に

付 試 験 をままします とそ の 平 均 偏 差 は 次 の如 〈荒 い

セ メ y トが大 で あ りました 。

7 5  V I  
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ｾｾ 内 噛Ｍ ，ｾ ーＧ

卒 均 偏 差

セ メ : / ｾ＠ I  A  H  

J 7七Eコ y クリ ー ト 2，79 

秋練モル ダノレ 3，06 4，28 4，3  

叉軟練モノι F ノι の強度と コ : /9 リー トの強度の 比

を見ますと次のｾｦＱ < 強度の靖主主Z容が興って居りま

す。 表 中の数字 は す次練モノι F ノL 強 度/ コ : / 9 V -

セ

71， 比

メ

3  

ユ〆

日 7  日 2  8 日

ト

A  97  1. 03 

50 B  . 86 1. ( 2  .ちB

一
C  .77 94  .97 

D  .77  85 9 1  

トリE皮 の 比 であ ります。 ζ の比 は怒る少 し荒い

籾E少。相馬原砂土手を使用 した方が一致する様 であ

りました。

4. 砂 入 セメ Y ト試験強度 とコ :/ 9 リート 強 度

との聞係 橋 本 太 郎 氏

骨 材試験用標準 怖 を 新に制定するとき 、A 鮒i網の

みによるか B 飾叙と愉l納 とを併用する か、其他

修正案に付関係方而 212 筒所照合を出 L 、 157 の

回答 を得ま した 。 その和泉 A は 40%TI は 60 %  

となりま す。而して その内容は合員では B 案 が 絶

感多数で合員外で は A 案と B 案ず 牛埋ま宛であ

ります。

B 案 1' 1怖が正 liWに作製せ られ、 飾 )]11 の場合 l亡

誤差が小 であり、 耐久 Ｇｾ ｉ ， があ ｐ 図 ｦｦｩ 品 で間 に合 ひ

侭絡が1' I I mt で& るさ宇の利駄があります。其他 A， 

B 案共修疋芯見 が多薮あ P ました が併用のあ 合

に綱と叙止の境界 を 2.5 mm にするか 5 mm に

するかの問題 に倒 しては前者 の 方 が 3 7 % 後 者 が

1 8 % の賛成てもりました 。叉 nR手Lの大き 、 其 他 は

大飽に於てｾ貝案 に ｎ 成 の 様でしたので委員 に 於

てそ の案により昨年 12 月に試作され ました。

そ の 手 ￬Ｇｦ Ａｬｾも大胆良好な の で 結局之を 採用 する時に

は 1. 飾 網 のみ 、2， ｮ ｾＧＪＺＧＡ と 飢 ｩ 銀を共 に 採用 、 Ｓ 飾

網 を Ｒ ， Ｕ ＱｬＱ ｭ 迄 Ｕｭ ｬｬＱ から 筒 ｩ 叙にする主の Ｓ ｾ 震の

中 、 第 Ｓｾ 震を取 る 事 に 可決 、 商工省に上 申 の 事に

なりま した。即 ち孔 限の寸法で申せば ( 0. 15mm.

3  ，6  1. 2  2，5) 以上 納 5 Il1m.  7， 10.  15， 20. 25. 30.  

40.  50， 60.  80.  l0 0 mm) 以上銀と な る課でありま

使 用 セ メ シ ト 普 iifJ 6 種 、高級 l fffi 、浪合 3 積で 占

3 目、7 目、28 目、 6 ヶ月、 1 ヶ年の各材齢に

於ける規格 モ ノｾ !il ノι 試 験、 コ : / 9 リートと同一7Jc

比 を有す る軟練モ ノι タノL の強度 とコ y クリ ー ト強

度との聞係を調査されたものです。コ シクリ ート

及 閥 モル 仰 の 強 度 の 上 昇 は S=dd s

強 度 l : 材 齢 α ・セメ Y トにより具る定数 ( 40-

200)  b : 定 毅 ( 21- 刈 の 噸 式 に よ っ て 示 さ れ

ます。 との定数 α はコ y クリ ー トの初期 ijWl 皮を

支配 し、b: r.t長期弧皮を 支 配す るもの です而 して

二定毅共コンク リート止 軟練モノι F ノL とで係 り一

致しません。

叉規 格モ ノ ιｆ ノｾ Ｓ 日 の ｾ ｉｩＧ ttt はコ: / 9  V ート 7 日

の限度と大恒一致 し軟練モノ，!il Il は同一材指令の コ

"/ 9 リー トと 一 致する: t J l - を認め られまし た。更に

九 ll Hf i 砂を用ひたJ ! i } ，練モノ，l，J ノL 試験 で種 々の型 を

使用したがi泉 とコン ク リートと の関係に就設明が

あり ました。

筒 網 委 員 報 告

昭和 8 年 9 月、メ戸ト l ' i : 去に主幹録す る浪凝土

，。

コシウりートに関する研支報ｾ双誘演

1. 務問I f . K 於ける現場コン タロート 強度 試 験

綴報 機藤 jffJ光 氏

昭和 6 年 12 月 より 8 年 6 月迄 の各種試験

の新来を爽表 され ま したも ので 、本年度建築祭舎

論文 と悶 ーであ りま した。

作 ｔ 今回 ｬ Ｍｴｭ次 練 モ ｉｾ !il ノι の試験をも されて詳細 な

報併がありました 、現場コ y クリートのスラ γ 7・

に就て は 105 聞の試験 中 10c m か ら 25cm 迄

ありま す が大枝 19c m- 23cm が多い角叉鍛 依銭

信構造の方が少し軟かい様です 。強度試験は 1週

では 3 1ー 124 kgj c m
2

平 均 62. 7 kgj crn'  4 週

で は 33- 25Ckgj c m
2

平均 145，8kgj c m' であっ

た 、 ｾ Ｇｬ要 狙 皮を多 〈 取る現場が次第に出来てきま

したが、 その合材¥a奈は 45 kgj cm
2

の時 86 凹で

54. 7 %  50kg/ c m' の時 が 12 回で 66，7 % の 合

裕 60 kgj cm包の時 26 恒lで 7 6 9 % の合i怖とな

っ て居ります。叉 135 kg j cm
2

を基調 と した翻合

5) 1) の合持 率は下表の卯l くで 1 ・6 ( セメシト・砂 +

砂利〕以下の調合は矢張用ひない方がよい事 を示



初 イT

合 持 主将

[II[ 殿 130 [  38  7  

しますリ更 に 合Ｊｾにま ｴ て ｩ 工 作砂を的ｪｊ Ｉ ｉ ｊ し て 求め

られ ました 紡泉粒のすれ、砂 は 漏 れて居る様でも合

Ｗ Ｑ＼ ｾ 容 は 小で車 ｭ か ν 、砂は 乾 ν 、 て居る絞 でも合 Ｗ Ｑ＼Ｄは

多い事を認め ました。

2. 71<"rjl: j 震を受け るテー メ y のfr 験

間話量

之 も 本 年 度 住者54製舎 で 御霊長表の論文のー郊 であ

P ま した‘ 問諸島博ゴ・は 既 に この1宝磁を 9 年も続け

て居 られ る由で会 〈敬 服 の他ありません、材料は

1: 2.5 のモ ノL Ijl ノι で 71<比 75 スラ Y 7'  24- 25c m 

鍬筋は 6m mtf で 7 ー プは 12 番の針命を焼戻し

たも のです必筋の有無 l'こ拘 らず、壁 厚が大 とな る

に従っ て191亀裂 の値 は大 とな p 、降 伏 鮎は鍬 i訪が

ある方が狙い。最大荷mは長銀jめの ある 壁 の 方 が 非

常 に大 でありま す、 又 無BEのラ ーメ シは '{，Yiかの荷

重 で続 み ます が有壁ラーメ y は僚が少なく。有壁

ラーメ Y の無筋 の もの は亀 裂 後 の 後形 は な い が 、

有1J 1j の ものは重量裂後 も 大 いに俊形 します。

: x . . 分布係数 に倒 しては有壁 ヲーメ y の銭 み の 小

なる時は分布係書主 が大 となり ますが 、挑みが大と

なると小 になりま す即ち儲か の地震 の時 は 壁は有

効に働くが大地震の時は働が少なくなる との事 で

す。

3.  コ ｙ ＿ リ 【ト 摂 ｾＱＱｾ 闘再審供試 鐙の抗盤 強 度及

び rA!i 遣i戒と号室生耳支出後の絞j J &時間と の側係

吉 岡 禰 七 氏

コンクリート ｦ ｪｾ 試 験位 試験は Ｗ Ｑ 中よ り 取出 し 後

直ちに行」、べきであ り、 之 を主主中に放置 して段き

ます と闘係線度約 50 % の時 30 時間 に於 て 約 !

% の蒸霊長減があります。 との 乾燥の結 呆強度は

大後 十こ於 て祈 大 します。然 し短 時 r : 日空中放置 の場

合は却っ て減少 する 事も あ りま す。依て現場 に 於

ても 俄 枠 取 外 し後充分乾燥を避くべ き惑を 痛感さ

れます。

4  鍛 筋 コシクロート最近の滋塗 に就て

4反 静 雄 氏

必I 筋コ Y ? リート構迭の量豊 明後 80 年に な P ま

す が、最 近 材 料、 施工法、締結盟! 論の主主歩に よP

餓 骨構造の部 を渡 しつ L あります。橋梁に就きま

しでも l∞111 以トーノJ スパ y の もの がa-i 筋 コ ンク

リー トで 多〈 出来 る様になりま した。即ち例附に

186川 セ ー ヌ 河 l こ 134m ｾ珂のメ ｆ ー河に Ｑ Ｑ ＲＮＸ ＱＩ｜

トル コに 108m ｾの例があ り ま す。斯 かる大 阪

梁 が 出 来 た課はセ メ y ト品質 の向上配合法の合 'DI'

化した ＨＮＧＺ ｪ Ｑｬｩｬ 皮 コ ン タ リート で 自 ｩｬｬ の 純減ｾｲ［ であり

ますア〆りカで人工骨材 と して11'喧誌の砂利 を用 ひ

て居 りま すが 強度が 思』、様に出ませ ん。又i ，':j 級剣

の使用によリ梁の石直接狙皮をi J j められ、コ Y ? リ

ート も銀効品? とす れば非常な強度の場加をなしま

す、 コY ? ロートア ーチは硬化牧紛のた め二次臨

力の榊大を来すか ら之 を防〈・た め振動誌と し更 に

機械1J に よ !J .M!s 長俄筋をヲ l張 って 置く方法令 も都

ぜ られま す。

建築方而で云 へ 1'1' 、米 関では 35 階以下の揚 合

はコ Y ? リート が有利であるとさ れて居ります。

規則は 20 階ですから 之 は階主主か ら見て鍛 'i ' j ' 訟を

犯 して居るものであります。又 シ ャー レ』の研究

により 、柱梁ス ラプの 他 にzp商及問l 而の卒衡 に よ

る支持力をも考へる絞にな りま した 、之に よ り荷

重は壁自信が支へ各部分に 附げモ ー メ ン トを受け

る様 に されます。 と の 考へ は潜水健治i速 鍛遣 の 本

位侍ーには別 用 されて居るの で あります。又精一弘主計

i1式 で も 1931 年 か ら濁 逸 で は鍛1J 1j の強度を 101

% 迄使用し得 る式が使刈されて居ります。今後 こ

の 方面 の 後遺には構造王 ｉｾ 論上 ｲｴｊ ｊ げモ ーメ ｹ ト が生

じない様になる 研究が必要 であり 、之 に j ｴｾ 市負合

最上で優秀なる技術者 を充 分 に 優 遇 して研究 の徐裕

を奥へ 構造法 の向上を WJ すべ きであ ります。

5. コ Y ? 9 ート の膨 脹 及牧縮 に就て

加 藤 順 吉 氏

=.  - トセメ ン ト、モルタノι 、 コ Y; ; リート空宇ミの

セ メシ ト恋iヂi¥. 細度、 混合物、水量 、配 合、'，:; 材

積 類、環 鏡 、材齢勾E を共にする場合の熱膨朕合水

分の型軽化 によ よる膨脹l肱縮、硬化作用による膨脹

収 縮 並 に，r;利 の熱 膨 脹 、071<分の担軽千七 に よる膨脹

4主総 更 に戸外 にある コ Y ? 9 - トの膨 脹 牧 絡 に闘

する段 めて詳細な る研究後表であ りま した 。 べ

コシク ロー ト道路に闘する件の報告以上で第 2

2  ITl !例舎 の各議事の大要を御報告申 1-.げ ま したが

各講演者各イ立の御霊章表は私がノ ー トして参 りま し

たもの と講話定要旨 の印 刷とを 参 照 しま して段 〈大

略のみ を記述 したのみ で却って講演者各fj/.:の御 迷

惑 にな P はせ ぬかと 案じて屑ります。帯 ひ御海主宰

下さ らば光祭 です。 ( 1934. 5. 1. 詑〉

7 7  V I  
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建 築 材 キヰ

- 東E パイント製造株式曾社

西淀川 ｉ ｾ 高見町 ｬ ノ ＳＶ

? t I 話土{ 主婦 1390 1877呑

';W祉 は 大I E4 年 創 立せ られ 、後 大IE 8 年古河の

務担? に移さる 誌に及んで、 業界の一角 l亡旺 勃の主主

を 川 Ｚ 者 、 ｾＧｊＧ宝 なる 資本的背景 の 下に 、 多数の各専

門技 師を擁する古河辺化試験J f r : ; l f ; : に自 枇 研究室 1<:

於て技術的研究を遂 げ、責 任 ある製 t日t の提供を以

て;11i 要家のた めの j主き メーカーた るの使命 を全う

すべ〈 、古河 一統 の良川I 主義を 都議として且っと

れを ｭｴｲｺｾ ｩＧこ生売 す るこ と に 不 断の努 力を傾注し 、

滋賀 に係 る 名 郡 製 tTt は闘. r m品中 の主 流を以て目さ

れその獅ける存{ ( と禁¥Mは本手1I 塗料 史 の穴重なる

幾れ か を飾 る ととるのも ので、 玖1に陸軍省、海.!]I

省 、鍛 造省指定工場である。

製 泣 l Tt 自は

調 合 各色ペイ y ト

総 合 顔 料 類

乾 燥 野j 知

木 材 着 色 朔IJ iM  

陳 列 場 記

る優秀て・、捻映 の肉附良虫l . 主主トー りの光告書も絶美

で研踏を要せず、l伎に主主装 の能率をお め、更 に福島

裂風化を見る ζ とがない。

〔色合〕 近 代 I何色を網羅 してゐる 。

〔用途〕 建 築、llIfl 盟、結舶 、機 械、fs iA用品の

主主粧に適し て ゐる。

〔容量) 1 玄、 4 :iJ: o  

令成樹脂ワ ニ ス『カクタス』

〔特徴〕 本山J d'よその名「カクタス J (ヰlj or: ttDに

表徴さる1 . ｾｮ＠ < 、樹脂製ワ ユス界の靭i玉を 以 てイモ

じ、最近急激の設建を途〈・る lて至った桔IIJ 旨合設化

祭 の粋を楽め 、 それに 配する1 ' .こ経験深き植物油加

工 の数 練せる f支?む を以て して 、 との合成樹 )J 旨ワェ

スの新 製品 を完成 したのである。

「カ ク F ス」 は原料 が合成品であるため 、日: 質

一定して ゐ るから 、隠って製品の 1171 貨も iJr; 均務に

して、主主肌の卒 i骨{ 愛美 さは 誇るに 足るものがあり

乾燥迅速、 惑も軟化ｾＧ ， Ｇￎ 着を来さ ず 、加 」、るに耐久

力 ｾｬｪ ｬ＼ 、 熱湯 、 アルコーノ， Ｑ こ 耐 へ 、 ｩｦ￻ｪ 毅品性も ， ｾｾ

最良である 。

竪練各種ペ イ y ト

美 術 壁 塗 料 類

#- : f i ] ボイル 油

各 種 ! 7 = ス

各 種 パ テ 防 錆 塗 料 ぬ1

... .. :  ( 都知〕 外 部 JH、家 具j 目、現消朋 の三騒があ る

耐 酸 塗 料 類 各 種 船 j点 塗 料 I

〔用 途〕

各 種 特 殊 塗 料 粉 末 額 料 ヂjj ・

外部用 = 建 築 物、 :<1>: 腕 、 自動車 、船舶外部。

紋1] ) 1; 用 凱 料 類 ラ ッ カ 一 刻1

。 家具刀 Ｑ ］ 一 般家具 、 家段 、 ｬ Ａｉｩｊｾ語 、 船室 内 部。
得 である 。

今 、 出陳の下記三績 に 就 い て 少 し〈説明を 1mへ

ると 。

来rr 塗 料 『ゲりプトン』

〔特徴〕 待望の新塗料「 グ リプトン 」は、 固着

ブJ と殉性と耐久力 との最優秀な る 7 9' ーノL 酸樹脂

を主成分とし 、硬皮と 、早乾性と 、耐 7. 1<性と 、光

漂とを附興す るため に、其{ 也の合成材料を配合し

各称原料の調和によって出来上った新 生料である

か ら、 ラッカ一 、石炭酸樹脂塗料、Ilb性高級エナ

メノL 等 止 比 較 して、耐久力 、可秘宇1: ‘ lIaJ ガ ソy y  

t l: 、耐震 IJl I性 、耐 グリ ー ス性、耐 熱 性 、粘 着 性 、

耐 酸性 、木材 主主袋 戸 外 国語 ｾ試験等 の 務試験成車 ｾＱＱ 煩

腕消F目 =家 J l 、罪 、天井 、壁面等。

{ 容量) 1  底、4 氾、16 泊。

スパー ワュ ス 『トアスパー』

〔特徴] ス パＭ ＡＷ］ ス］そ れ は直援演者ｾ ｾな雨ｾ

日 光 の 磁 ｾ Ｍ ｲ に ある似のマストのスハ ・ ー に主主 ｆ 目 し

て、克 < ji.li j J! 控に問J へんがために作 られた特殊のワ

ユ スで 、塗袋物 17必らずしもスバーに限られた諜

でなく 、 その名都は今日では耐久 、而} 7J < 性の純 め

て優秀 な る ワ = スとい』、意味 をもつにヨミっ た。

「トアスバー J は償祉が1 ' t に我閣最初 の スパ -

P エ ス研究後表に係るものに して、加工樹脂と 、

純粋の支那桐 Il bとの 適 匙 の配合 、適 度 の加熱 融 合



僚の技 術 的進歩から 、俊秀完号となる耐水 、耐熱 性

スパ ーワニス の製造 に 成 功 し、 ワ= ス塗装工 業に

新生面を開拓 するとと 与なったの であ るら しい。

〔用途〕 建物 、事 柄 、船飢の 内外 、床 板、浴 室

化粧室等の塗装に最適であ る。

〔容量 ) 1  1缶、4l f f i、16 lffi 。

・宇野洋瓦株式曾社大阪支底

大 阪市天王寺広大道 3 丁目 13つ

f S 話 犬 '王 寺 :2 5  8 帯

1::;; 士は大1 E 5 年 岡山l孫宇野継に創立本ら各組洋

次: ( 7 レY チ χ スパニツ Y ユχ S主V L 日本型複 TL)

を恕 ｬ 必販質せ ｌｾ Ｈ，ド々 ［ＱＱｪ 嬰 ｊ 曾加 の 出品昭和 Ｕ 年愛知

ｾｩ 採市首 ｈ 住 に 第 Ｒ 工場 を 設置し現在年成約 Ｓ ， αＩＨＩ ， ｏｏ

O 枚製品E してゐる。官? 昆t製品の特長 と して承 知 す

る務駄につい ては次認の 如 〈である 。

フレンチ 五の特 長

1. ，'1¥' ，lft 竪 字 耐火性l持組粘 一1.. を科書陸方法によ

り高脈式プ レ スを以て ＱＱＱｾ 搾 製形 し たるものを高熱

にて焼成してゐ る か ら 他に上ｾ ｊ［ ｊｬ なき繋牢なものと

なってゐる。

l  色彩不ｾ :; リツ トにq守妹病h繋を浪合し; . ::，

熱に焼成せ るAi z而石町子皮映にして風雨に燥らさ

る L もm色する司王がない。

1. 防水耐主主 SI" fi 級草野なる を以て吸7.1<. せ ず薬

品￩｜ｦＮ Ｚｬ し き所に於ても凍傷Ｂこか λ るｾなく且又耐酸

の効がある。

1. 排 水 完 備 χ の表面に多〈の j砕を彫刻し且

組合せを 利即 して排水に尤 も工夫を凝ら して ゐる

から暴風雨吹雲時にも雨の洩れ る事が ない。

i  股務絶無 組合せ式に訴さ lニげ裏面の j怖を

ほ根峻に引掛け且叉釘にて打付け主主ヒ〈・ るに 依リ

ￆ｜［ ｊＡ ｕｾ 災に際してもＡ舵浴す る 事がない。

1. 王手土不安 防水排水荷i I 1 ' i : なれば本克を葺く

に1 CJ 二を袈せず従って}' i I 1 : : に立の生ずる裂がない

l  重量4径i威 厳般市 1 .T1' に 50 枚 に てま草き上

げ ｱｾｊ ら れ且茸土を袈せざるに依リ在来 の 日本気に

比し震J i 1; Ｖ 割以上減少するからｾ築上経済的で

ある。

上記特色のタト他の巌根材 に比 し陶2器製なるが故

高 雅な る事其の這従を許 さぬ盛にて従って納入先

もあら ゆる建築物に泡し倣泣省 、宮内省、文 部 省、

燐林 省、商工省、ー陸軍省、海 軍省 、i盛信省、内 務

省各 官E理母性佼 を初 めホ テ/レ 、 アパ - t  ¥脂 綿. イ主

宅 に、 さては 料亭に と陶器 製 洋 冗全盛時代 を 誇っ

てゐ る。

- 近江セールス.株式曾社

大 阪市西区 土佐郷 l 大同 ピノレ

官話 土 佐郷 8 1 5 6 格

近 江セ ールズ;f!，ji 式合従が金 物部を設 け、 サ ーヂ

エ y トの総入品目i 貨を主要 看 板 として 業 界にデピ

ユしたのは約 20 年前の事であ る。爾 来、“ A( I *に

優る凶ｾ品製作Ｂの良教なる念願 の 下に 日 夜併を ｦｬｩ

を絞み途 に童文年前 0 .1' ふ と銘打つ俊秀岡管品を

1止に紹介する に到j った。 昭和 6 年 4 月J [ 一以前rnに

東洋ーを誇る Ａｾｬ 惣的 ｩｬｬ 具 イ 怪物工場 を 設ＺｩｔＮ じ 、 本絡

的活動 を開始 し、o.s.c. シリ y ダー錠 、ド ーアク

ロ ーザ ー、 ホヰツ ト コ 、 自由良 Ａｩｅ 番 、 ｌ 司ｾＦＮ 7， 司リカ

ーテ y レーノι 、 ペスト欄I i l J金物空宇土相次い で製 作

し、品質の改良向 |てに不断の努力を: i l l : ね最況の大

建 築 物 一- ) l i 京方面に於ては図合議 事 堂 を始めと

して文部省総合、日 本 銀行、 住友ピル 、横波大同

ピル今、 胸西方面 に於 て は、兵庫 l係正張、大阪大九

市11戸商大 、事l' 戸女等院 、三井ピノレ 、阪大 型J弘部 、

共 他 幾 百 千の (.';j 級建築物 に納品し一流出1) 災者及び

建築事務所務官省の指定品として其 ｊＩ ｊｽＡ［ 債を ｾ､Ｎ め

られ絶大の信用を博してゐ る。

卜.記 の泊り 、工場を) j . f京市田に 、管業所を東京

芝琴平町 、大阪西区土佐郷大同ピル にー泣き世s"1'i:な

る活躍をな してゐる 。

L 型 、 Z 型 、 カーテン合物 I' I 好評に して、 日

本家屋に 、洋風家屋 l亡 l1Ii< 愛用されてゐる 、米 国

ーの百貨製造、卸 、ノl、資庖として名高いマ ー シヤ

ル アヰ ー'" ，"合F上の代理応として装飾則裂地ペロ

ー 一
ーア、カー テ y レー ス、 シー ツ、 ピローケ ー ス辛子

シモ ン ズ舎 ，Ｑｩ ｬ の 綴去 、 スロ ー シ舎 ｩ ｩｕＺ の 最前紋 ｾ ｉ ＢｬＮﾭ

其 他 英、 fJ l: 、 ，'11必よ P 家具装飾 I日裂地知 k 愉 入 t

てこれを一流裂地問屋に日]i 資 し てゐる 。

- 都 大 谷 金 庫 庖

東 京 市 京 橋 匹 新 I:r 同J 3 T 目

ＧｩＧ ｴｬ 話 ｊ ｊ ｾ 橋 ( 56)  5  6  1  9 者二

京都 市下京区松原 iili 来 洞 l従 来

電 話 下 ( 5) 5)  2 番 19 0 番

大 阪市 東区平野町 2 丁 目( i界初)

電 話 本 局 ( 23) 3  9  3  4 呑

前1
1戸市湊 東 区 荒 田 町 l 了 目

'79  V I  



( 術 開r 6  J  回 全ヒ ズ 貼 l川) ｾ＠ it[; 株 式 合刷 、十 二銀 行 大阪 支 応、来五〈火災保険

匂詩- ; - ｾ毎 川 Ｈ ＵＩ 4  8  0  7 呑 : 株式令 市 ｩ 大阪支 ｬ 吉 、 赤ー ｦ Ｍ 字Ａ， ＮｪＡｾ［Ｚ 。

工 場 東京市ユ; ( 橋区新ffl f砧 凶 町 1 J ・目 前l' 戸 市 市l' 戸 市 役 所 、兵 庫l隊l注工銀行( 本支! 万〉

京 都 市 下 京 匹 松 原 油 大 宮 j!_q入 。 月¥'1' 戸取 引 所、東 京 火災 保険 株式 含 ，1iJ 紳 戸支 応、

営 業 課 目 !E信託合! i I了 、 ペ y ト式合郎 、 クレーヒ 。宮 崎 市 山 崎県草隙

ンヂ4主制令 WIJ1¥、セー アデ ポヂツトポツ ［ｊｾ 都府 君 Ｑｉ 是ｾｾ糸株式 含 月止 、 ｸｬｲｪ Ｎ 無道令融株式 令

クス 、J-_政 入 口尻 、窓 J)j' ，、合w室尻 、御 州Ｈ本支 Ｚｊ ｴ［Ｉ 、 京 都 市野村 諮 券 Ｉ ［ ｾ ， ｘＱｾｸｊ ｴ［ 、 荒川 ｲｵ ｬ

ｭｾ 手本 安庫 、 銅 製保ｦＨ庫 、 Ｓ 料 製家具 。 名 古 械 市 野村 ｾ Ｑｬｾ 手 名古尉支Ａ 古 、安 Ｑ Ｑ Ｑ 信託 株式合

治 革 j 1名古 崎 支 応、愛 知 銀行 。

株 式 舎 ni J::lc r i- <ah!J: J ιi 土初 代 大谷祭 之 助 氏が IYJ 治 滋 賀燃 滋 賀 服 役工銀行( 本支陪〉

2  Ｖ 年来 ｨｾ ｊｊｾ 橋区 ｬ こ ｊ ，ｉｪ舗 を 設け＼￠ｬｩｊＨ及 ｾ ｦｴ ドー 民 ノ ｊ 製

品主印l. ( i をに従事せ しにかj まり前米 家 懲 t して [ まさ

か の 時 に 役立つ ｾ ｊｯｉ Ｈｪ を信 伐と し 不 ｦｾＡＦ 不 ｊ Ａｬｬ 製品 ノｊ

改 良生ｩＤＺ の合 到化 に 努め波時 ｬ 土 Ｉｾ Ｈ大 手主役工準 Ｑ｜ＹＺ ］ Ｑ で

売顧 問 !こ 推 して 共 雑 誌せる 学 設 を 聴 き又戎時 は 工

業 先 進 凶 た る獅主主 よ りj訴訟に堪能なる荻r. lli をtP.Jp!，1

て製 品 の改良機日正の7 e1宝に 努 む る今:多 年 一 日ノJ

川1 < 糾先 にi 5<頭せ し結 果 遂 に 凶 J '[. 工 業 試 験Jfr に 於

ア試 験 の結 果 椛 氏 116つ広C "ILLi;; 21 20  /主〉 ノ'.) ;i"J

熱中 にあ る司げf に 6 時 I: ¥j 50 分 然 も 内 政物 に 主主

も 災 Ｉ ｉ ｫ なさ 業界ｾ ＿Ａ前 ノ Ｓ 最 ｉ ｾ :J 記 録 を把 持す る本 土fJ ー

た。 時 1m々大正 12 ｾ＠ 9 月 ! 日 の闘 炭火 災 火 災

に於 てa隠 災 金 庫 多 数 ノJ 内1;:i 大 ;今<a li)( は 1 I問ノJ 不成

ｾ＠ ..  /t J: J をも出さ ず完号で に令wの{史f i i ; '.c 果 L ｕＱ ＧｬｬＲ ｦ ｩ ｾ ｾ＠

ノ) 'J[ 官、を ヲ己」、し符た るX. f，' lj 然 で は ない ノJ で ある。

然るに震災を純白量と ? ア 我 建 築 界 にピ: ，府総築勃興

u位米ノ3据 付 イMドに f¥; ｟［、る に＼ｩｾ ＯｊｬＨｾをＯＱＱＭ［ 、 る傾向

ｩ 斬〈盛 んと な り裟 剣 令 Ｏ，Ａ Ｈｪ Ｉ ｾ は盛ん に綿 入 せら れ我

令 Ｏ ､Ｈ 界 ノ コ 牙 域 に ｾｊ 迫 してき た ｯ 大 ｲ ￬Ｍ ＼￠ ＡＧＡ Ｈｪ，ｴＧｦ は 誌に

見 る ｊｦｲ あ り ｪｪｬｬ ち 工 ｊ ｾ ［ 施設を秩刊 ￬ ｩ 披張 して 総 入 防 ｮｾ

の第一 線 に遜ＺＮ￟ ｌ 数 次 ノ Ｇ ｊ ｬｩｦｬ 銑 を Ｑｦｾね遂 に Ｂ ＱＧ Ｎ 想 的装

鏑 切 の出 現 に 成 功 して 其 目 的 均 一紛 を泉 し務 方 の

岐 阜 阪 大 垣 共 立 銀 行岐阜阿f 支 防

大 河市 大 垣 共 立 銀行

長 ｾ市 大垣共投銀 行長沼幻 ｩｾ

ｾニ 利ｊＺ Ｚ［ｲ ｪ， 第 二 十 九 銀 行

洋平日岡市 1宇和 [ U銀 行 本jJ;

兵Ｊｾ係 川川 正 ｬ￭ ｾ ｊｩ 防 ｽＩ ｉ ｊ :if 

活者1*限 1);( 車内郎

1[1，' 烏市 長足丘li

卒!J i l l(:j・ 朝 鮮 銀 行21三銭x : r，tr

［，ｾｬＡ占 Ｑ ＨＱ ・ Ｉｩ ｦＮ ｊ ［ Ｈ 火 災 保険株 式合 ，ｬｦ ｉＺｊ ｘ ｾ 占支 出

・主主 建材杜

本 市l' J U) X 市日 本 橋凶 3凶 3 j ' LJ 2帯地2

危話 日本 橋 35つ1 3502  3503 

111 張 所 大 阪 rli 北 l話 中 ノ ぬ 3 J ・11

( 制 ff ピノレ内〉

VG話 本 局 4 5 0  0  5 5 4  0  

営 業 種 目

tt 冷 房)';11 ＿ ｾ主主 ｲ 位協ｉｴｴ ， ｊ 司教 ｩｽｾ 泣、冷房袋位、 ｴｴ ｬｪｽ ・

事E丘 、 バネノι ヒーチン グ、温 水 供 給 装 置 、換

以 i凶風波泣 、製 氷 、 冷 媒 装置 、 アイススケ ー

トリ '/ ?

t! f'.奨 と1主讃 を1' . 9 : し絶へざる注文を受 けつ つあるは 昇 降 機 fえにスカ レー F ー郎 総付 m必J定ヱレ ペ ー

火 ｲ ￬Ｍ ｾ ｗ 濁 り の 欣び で は 決 して ない の で あ る 。 最 ｴ ター 、ffi 何nil : 7 ロー ノL ヱ スカレー9 ' -

io!i f， ;J IVJ : が設計工作納入 した 主 なる 納 先 は 建 築 材 料 部 石 村 局 i卑 トラパーチ ン、 内外装川ク

東 京 市 日本銀行ヌ!三倍、 日 本 糊 業 銀 行( 本支 !ι 〕 γ スト ス F イ y 、制 逸 グ ラ スモ ザ イク 、 倒 産

ｊ 慌首 ｾｬｅ 令銀行〈本支応〉 、 第ー銀行 〈 本支出入日 グラ スモザ イ ク、外 援 材 料 濁 逸 リ シ y 、獅 zfi.

本興業銀行〈本支応〉 、 ｩＱｴ業 組合ｾ， リ Ｇ ＭＡＺ＼￠ 郎 、 京五ｾ ? イノレモ ザイク 、山茶紫タイル 、 テ ラ カツタ

火 災 保 険株 式 令所1: 、明 治粉糠ピル デイ Y グ、小 ｊｴｦ 也建築 ｾ ｘ 材料放 言 待機械 長 Ｇ ｊｬ

倉 石 油 株 式 含';;1: 、大 橋11110 営 業 内 容 概 略

将 岡 市 静 岡 銀 行 本 庖、主主州銀行静岡支応 援 冷 房 部

大 阪市 準 併 筒、野村 銀 行( 本支庖〉、 朝日新 聞車tl i T材 用j は 濁i急を初 め 諸外関 心優 秀 な る 建 築言寄付

朝日ピノι ダ イ ング 、瓦 斯 ピル ヂ イング、安 田 信 ! 料 恭 兵機 械類を本多11 に紹介ナる 乃 目的 を以 て 20
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右・ｻ徐年前ＪＩ［ｾに古 Ｑ Ｉ 立せられた の であったが 、 凋 ｩ 急

少ヱツラーのプヂラス鍛工株式曾枇との提携なる

に2えぴ共有E率卓越せる、 1$./J j刈 汽自陣放努! r . 1i : 等の総

入自 ｬｩｾ 置をｊｴＮ授業種目 の ーに加へんとした 、 然るに

常時未だ肉I る幼 fi 主であった内地 の技術は是等の材

料の有する能率を渡部せしめ得る設計、施工を完

成する ': )';r土到底不可能で あった ofl t 材・五1 : は巳むを

符ず技術優秀熟練せる凋人専門f支側主主名を招秒し

て、設計、施工盤:'ff をせしめ顧客の要求を百バ ー

セント の満足さを以って僻決し符たので あ る。其

常時銃に近位的優秀なる1 $ . 房、 ji J J 風波置を施工し

ＱｾｊｉＺ る玄ｾな組織を有した のは Ｑ 主 にｽￏＮ�ＱＧｊｉ｛ｬＺを除い て

他 に求め られなか った ので ある。

制来 、其設計施工になれる波房温風の言丹波置は

l削也、朝 鮮、i前洲に 2えんで千平I僚を教へ 、建 築 家 及

び共所有者 の多大の 食讃を博して居るのである 。

建材用上は更に一方 、邦人 の技術者 多数をして 、

欧米各国の燐 業の室主主主を研究せしめる と共に 、 内

地 の以候風土 、脅 ｭ 等 の 闘係を調 ヨ Ｇｅ せ し めｾ今で

はあらゆる方面 に 向って他枇の到底及び1'J' w;l最 も

巧妙なる設計と施工 を もって益 ;々J: O濁特の良債を

溌締 してゐ る。

近時必 要 紙 ( 'nf らざる もの とされて居る 、エ イ

ヤコ y ヂ ジ ヨ=- y グの科t裂をも完全に鉱伏 し蛮 く

して 、 ｊｴＮ本家である米国 の 椛 威者を も 凌 ＩｾＡ Ｇ ｴ し た成

紛 を示 して居 るのはlii1 もしき 極 みである。

m材卓上は オ 7 イ スピルダ イ y グ、銀 行 、 ホテル

劇場、百貨商 はも とより 、紡織工業ーを初め 、種 々

ノJ 工業官官門に 向って、品 質の改善 、生産 のJfl加 の

目的の穏 めに大活路ーを しつ L ある惑は 、守主ーが生産

工業界後民 の ために俊 賀ず べき事である 。 f古1極 最

近工事獲得 せし大もの λ 一 つ には松阪屋大阪応の

金倣 冷房装置工事あり 盆々其の基礎 を閉 めつ λ あ

り。

昇降機及ヱスカレータ戸部

外圏製品を 内地 l土勿論朝鮮満 削 まで もi I t 給 した

建材量土過去の 成絞 は貨 に目 怪 しいも ので あっ た。

近時我幽工業 界の主主主主は皇室Fこ外図製品に敏 段使

るものを 各方面I に製造 供給 して ゐる に鑑み建材届土

も 凋滋カー 凡 Ｗ ロー Ａ ｾ 量土 と の 特殊契約 を 結 び 其湖

特の機構 にな るエ レベ ータ一 、 ヱ スカー レー ター

の製造を内地です る べ 〈 総ての 準備組織を 完 成 し

た。其圏m，: としての昇 降 機はat に各lfr に供給 設 置

せ られて居 るが、特に近 年 日後 し き滋 出繰 りを示

してゐる「ヱスカレー: 9 - J に於ては先に東京白

木 屋、三越を企121め連総的 に大阪市地 FO*淀屋橋 停

留J i J r に釣する注文狼W: 爾米兵 D 長官i を認められ居

る矢先7JF 々今凶大阪市地 F娘道心1 . t 橋市山li 停車場

に設備せらるべきこ主主のエ スカレーダ ー も、間業

者 の ｉｾ ｉｊｾＡ なる競寺子に打勝って注文士受 けた 立 ｮ き ｬ 士

詑目に値する事である が問，1il l J 反 撃、熱心な研究

による技術を知るも のは 公 然の事と首_; _Lj し符 られ

ると ζ ろである。

建 築材料 部

前記凋逸プダラス合 j l の ローラ- f ¥縦、放熱器

は、米 関 アメ H カン ラジ エ - :9 - ｾｬ ノ ｊ 設学・に到抗

して多 大の泌要を i前し共ー特色多き裕治は 、使川j 者

の絶大な る賞波を博したが、建 材最上は 更 にパ ル プ、

緩 手 、共 {也の1$.li!- 川f . 1Hl : の{也量士の模倣し符ぬ特殊

品を多重立凋 滋より '1取入wn宣して 居た ': hは、 [i7)業 者

の羨望 の的であった。

タイル 、 モザイ! / : 9 イノι 、タド反材す斗 リシン 、 リ

ノリウ ム、 7' y ぷ トスF イ γ 、利 子 モザイ夕 、等

常に獅逸 の仮，良な る建築材料を本多11に紹 介 して 、

日本建築材料J t . . に 迎 時 の革新を 商 らしてゐた事も

特 筆 す べき ＴＱｾ で あるが我建築 材 料製造工業 界 に Ｑｦｴ

醒を促し、間接的 ながら 之を誘導滋展せ しめたる

功蹴も大脅す べき本である。

:J lt 図民1' 1: の先X 的手若返の才は、他 劉民の倣ね し

得 ぬ所 であるが 、建材 瓦J:は、夫を適宜手11川して 、

貨 に立 i氏な建築材料を後表 して ゐる 。最近 に完成

した 、大 日本若手柄合点1・東京銀座ピ ヤホール内郊の

グラ スモザイ 夕、? y ス トスF イ γ 、山茶 F イル ト

ラ パ ー チ ｹ 空事 は ｾｩＺ人注目驚 ｬ ｽｯＱ の的となっ て ゐ る 。

一方 、 内地で製造し符ぬ 、久は存在 せぬ特殊材

料 は どんどん総 入供給 してゐる が京都 市美術館内

部墜に使川せ られた石材網逸 トラパーチンは 、 )1:

色調 の俊維なる 、施 工 の巧妙なる 、 日本人古来心

趣味にピ ツF リ迎合して11ru，品を曇 し建築界 グ:.>Aii' p

列 となって ゐる 。
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曾

役 員 曾

常 務 曾 ( 第 9 凶〉

n  日年 5 月 7 日午後 6 時 10 分 - 8 時

合 揚 建 築倶楽部別名

出席 者 理 事 片岡 松持:

!此-: h 阿部

常 務 今 林 井上 古Ii 自lt フl、

Ｇ Ｑ ［Ｇ ｾ 家 力 ｉｉ ｽ 依

幹 事 t宮 山 住 宅 姫 野教化

議

1  t.主化委員合より要求 に係 るf主に仰する賂談合開

イ!li lこ闘するイH 姫野幹・h説 明Pt 考すること に決〉

l 住宅委員合より速記嬰求 に仰する件 ( j村山斡目lト

説明協議 の上 I!!] 終〉

1  5 月例合開i ! l l . に闘する件

1  ￌｊￏｉｉｉ 戸市 ｬ 協之演 に於け るダ ｙ ロップ議 ［ ｾＨ極東〉

株 式 合市上工場見撃( "J 決〉

2 大 阪附近 に於 ける 飛行場 見梨 ( 都市武袋促進

委員舎に於 ける 計'，)J.)

ｬ 都市 武 装促進 委 員令よりｾ求に係 る 委員 ｊ 曾民 の

件( 可決〉

1  ，Xj¥rll 武装促滋委員合より経費合 3，0∞ 闘 支 出 方

姿求の件( 可決総合附議〉

ｬ 法市 ｉｊ 餐員合よりｾ求 に ｻ米 る 分科設置 に 千 ｪ 委員 ｊ ｦＱ

員のイ斗〈可決〕

ｬ 建築ｦｊ ｴ 集部 Ｇ ｊｾ 務員 に 闘す る 件 Ｈ 修 正 "J 決〉

l 評議員r's=藤藤吉氏締貌j に付評議員次災寄強度委

ｲＺ ｕｈ 也 刀 委員僻任 ｾｉｩ :J:l の ('t ( 承認〉

l 制桝部 員関見続氏耳t hてに判 iy) Fi 111 のi午 ( 承認〉

l 函館市大火 に闘 し制後報告者波誠 ilfi 合講演者 に

到。ずる謝砲の件 (ilJ 決〉

l 桐 国 首j 合主入合 に闘する1 ' 1: ( 可決 )

l 合員詮 衡

報 告

l 建築倶楽部代表者扱幹事改選報告

1  ｾ点列揚 出品規定ー部迫 力 ｈ 並合計報告

l 恭季大合決算報告

i 家具装飾展覧合開催基礎案報告

11- 絞撃校建築岡MU 干I j 行終了報告

1  :111¥市武装促進委員合経過報告

ｶ ｾ ｓＲ＠

報

l 塗 工の魁新聞孟l: 主催塗 装競技合審査 終 山政告

l 建築接合より 函館市復興封1: ( <，に仰 す る正Il: ;，設に 付

援助方の ('1・

l 位築怒合 :々長) i ( 聯合調査委員長より高!I 負契約芥

令訂正要旨 tr.1i 告

1  tl":: ＴＱ 叫令 ｉ ， ｾ K1I 市問題合議総合 IJMｉ ｊｉｬ Ｈ 地 Ｉ ［ｾｾ臨時 Ｑ Ｐ

月〉 にイナ参加方の i午

l 今村陣士 より関西南海方面地動研究 に闘し制作

l 三浦 fMll.!_ 氏 より 東京日本 ポール トラ ンドセ メ y

ト業設術命第 22 I" J1!i tlfi 出席 に付欣o G'iU告

委 員
命

F三事

段備委員曾 ( 第 7 凶〕

日 OJi '  4 月 25 日午後 7 時一 8 時

合 ; 場 建 築 倶 楽 部 月1]浮・

出 ! 前 者 委 員 長 小 笠 原

斡白Ｉｾ松井

餐 日 西 村 J十J 井 村 岡

l 午後 7 時小笠版委只長座長 となり開舎前凶 にづ|

i筑き日干究を江主 め

l 矢板 に代るウオールケーソ ' / &現場騒音防止の

2  :Cj( 11大槌結論 1'': 近づきたるも改めて更 に研究

を重ね後 LI に決定す るとと L し一時保留 し今 後

は次の 2 羽 に付研究を進め るとと に決定す

1 デ レ ツ キ 其ｻ也機械設備に闘する ｾ ｊ トｬ￭Ｇ￭

2 一般 Jl fJ 伶工、) . ; 施工 J -_ に闘 し現場 に於て 特 に注

1まずべ きお放

1 次 [!! J より 1:¥. 分の l句定 例日を第 2 tl"::4 の火曜 IJ に

草壁更す る亡と に恥合せをなす

段 備委員 曾 (第 8 回〉

日 時 5 月 日 日 午 後 6 1時 50 分 - 8 時 .

合場主j ! ; 築( l * 策部川家

出 席 者 餐 民 長 小 笠 原

幹 事 伊 東

委 員 塙 村 悶

1 午 後 6 時 50 分小笠原委員長J 1 I ! 長となり闘曾

種 々協議の紡呆

次凹 より下の Ｚｲ ｊｾＡ 買 に 付 其内容を順次研究を進む

るととに決定



l デ レツキ 其 他 機被設備 に閲するZ lP Ti

l 杭 打 機 械

2  .J!: I! 方 機械

3 土 l: ホ イス ト

4 巡 環 引 上機

5 ポ ン7 '

委 員 楠瀬 高 間 道 仔l 吉本

ｬ 前 ｬ ￯ ｬｬ に於ける大阪材木 ｾｦｩ 同業飢合 との打 合 τ ｽｐ ｔｩ

にイJ 協 議 を 済 ま し j降来の 研 究 方法 を 定 め寸 法 の

研 究 を 進 め る こ と を 申合す

住 宅 委 員曾 ( 第 5 回 〕

6 コ ンクリ ー トミキサ ー、 タ ワー、 ミユ ー ト ・ 日 時 5 }] 9 日午後 6 時 ::0 分 - 9 時

ホツ バ一、 運 搬w 合 場 ili 築 { 見事終部

7 イナ y ヂ ー タ ー、 ウヲーセ クリ ー F ー、 TF ｾ＠ !U ｊ ｦｊｾ 者 委 員長武 ｦ ｦ｜

::'- 7 ・、ク リート、 長I<<9J 辿 綴1足利機 :  幹 市 小川 松 本 jH山

8 ポ ーリ ング祭- ; ) t . 軽量 ;  委 員 赤 松 小川 間 本 三 木

9 ヂ レツキ、 7 スト、 ニ又、 三 叉 、 ダテ ;  合 員 藤 原 宮 飼

10 ウヰン チ i  Ｑ 本委員合 よ りＧ ｾｾ務舎に到し速記者使ｊｬ ｊ に闘し 要

11 足場 、釣 足 場 !  求 舎 の提 出 を な す と共に去る 7 日間舎 の常務 合

段 備 委 員 曾分科 書 ( 第 4 回 〉

日 時 5 月4 日午後 6 ｬｉ ｾｪ Ｇ＠ 3(，; 分 - 8 時 3) 分

合 場 建 築 f! l 楽部 別 前

ｉｕ 席者委員長 ｉｊ 、 ｾ ＧＡ ｾｦ

幹 事 伊 東

委 員 政 問 黒 悶 法 ，1技 永 浮 森山

l  午 後 6 時 30 分小 笠 !j ;{ 委 員 長 座 長 と な り 間 合

委員長よ り前 1"1委 員舎 の経 過 に付 報 告 あ り、 よE

F糸川越1となし た る 下 記 事 項 に付本夕 は研究を 進

め た さ旨を述べ

内E給所を 11間見Ji 'ξ 仮 定 して 共投刊/i J ! ( 絞首ヰ雨方

而I を研究する ζ と

先 づ志、| 技委員 lこ提 案 方 を求め 問 委 員 考 案 に よる

設 計 悶 案 に付設明し ;衆;iRに お り 大 位 決 定

次 に 之 れ を設立 す る と す れ ば 其 線 終 裂 に付 合 議

の 上 決 定 し次回定例日 l土幹事舎を! 日j き〔分科舎

は休合〉本夕の研究事項取怨める ζ と L し散合

したり

設計 [聞は志岐委員 の手 前 に て 原 *J¥に 伊 香 協 舎

に於て育 篤 反とな す 滋 定

車型、王宮 裂 の言Ii1舎 i二小笠) ) ; [ 委 員 長 手 許 に於て 浮

書 協 舎 に て 跨 寓 す る 務 定

材 料 委 員 曾 〈第 8 回 〕

日 時 5 月 2 日午後 6 時 :: 0 分 - 9 時

合 揚 建 築 材料 陳 列 場

出 席 者 委 員長 池 閲

幹 事 松 久 保

にJfi 山幹事 il:l m; L 説 明 をなした る結果常務舎 に

於 ては 綱 腕 常 務の窓 見 を徴 し たる 1て漣て III I?¥干す

るとの ｬ ｬｾ tJ. り し旨 を寺北 告す

ｬ 次で委員長より本夕は防線防腐の ｲｬｾ 題に附する

住 談 舎 を 聞 き ま す と て 座 談 に 入 る ( 摘 要 別 紙 の

泊り〕

i主制委 員 曾 ( 第 6 回 )

日 時 5 月 3 日午後 6 時 30 分 - 8 時 30 分

合 場 建 築 fn集 部

出席者 星島員長 津 田

幹 事 玉 置 坪 井

委 貝 石 川 白 川 武 田 町 脇 山 口

1 前 川 の 決 議 に 依 る 分 科 設 置 に 闘 しま 'il( 幹 事 よ り

分 科 委 員 選 定の 結 果 報告ありた り氏名 次 の 泊 り

( 外閣法規 の研究〉

主 査 玉 置IEヲii:: ul¥氏 ( 現 在 法制j委員〉

委 員 ' :: '; n品 晴 美 氏 ( 同 〉

委 員 内 藤 克 一 氏f網 斡 1:1¥ 員}

L武 装都 市 総 務部 /

委 員 吉田 信武 氏( 州 市部員 、都 市 計 町

l 弐 授 都市 調 査 部 /  

委 員 荒 木 I E 己氏

委 員 村 井 主主氏

委 員 和 国 主主民

委員[ l l 中 湘 一民

委 員 浅 野 新 一 氏

l 地 域の 穏%1に 関 す る 訪 問 題 ( 例 へ 11 ' 工業地域内

の 路 線 式 l作j 業 地 域 の 奥 行の制 限，tt- 他〉 を各 自持

寄り の上研究する こ とを申合せ大鐙本タf ' j : 地境
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，Ｎ 闘するｾ談をな し た り

1 玉置怜事より各争! f [ 大事F判 決 wuを蒐集す れ ば 非 常

に参 考 と な る 諸 問 題 多 か らんとの 意 見 を 述べ ら

れ 新設 の第 2 分 科舎 に 於てゴL持よ り外図 法 規 乃

到 着 す る 迄 名 称 判 決 例 を ] 足袋 す る 事 と す

も ｬ ｩｪＧ ｴｲ ｾ 2 分 科 舎 は 本 委 員 合 と 同 日 K 開 催 す る ζ と

災害強度委員曾 ( 第 4 回〉

日 時 5 月 10 日午後 7 時 一 8 時

合 場 建 築 材 料 陳 列 場

出 席 者 委 員 長 波 江

幹 事 黒 田

委 員 佐 野 三浦 矢 田 山 田 篠原

l ボル トラ y ドセ メ Y ト業技術合例舎 に! 日席せら

れた る 三 浦氏より ｊｴ の ｾｈｴｾ ｪ Ｎ Ｍ［［ＡＮｴ を常務合 に 提出せ

られ常務 合 よ り本委員舎に 主I L 雑誌 に侭殺する

に 刊 てノ コフ ド委日舎の怠 ｬｬｾ ( 令部を J掲載するや又

一日私的にする や〉を 求 め 来 りたる に依り協 l誕の

結 果 令部J主催 を伺; 依する本を 111合 せ直に編輯 に

1111附 す

l 浴 藤 氏 に 釣 L 本 委 員 合委 員 よリ記念 品 を熔記す

る ことをrli 合 LJ t. の品物 ノコ選定を黒田幹事にー

イ干 す

Ｑ 材料研究 舎、 ［ 鈴按協舎 に 災 Ａｩ ｦＭ ｪＺｩｪｾ 皮委只令 と し て

入合したきととを rjl 合す。但し 阿l憾の入舎を承

認する や否 や一腹問合す る王将

1 次 1"1 に は作貝石昆 ノコ文 献 を持ち寄 る惑 を巾合す

合員 四 阿 j重臣氏

合 只 閏 間 活 I;I 氏 昭 和 9 年 4 月 6 日が] を以て長逝

せらる 、 行 ｩｊ に 哀悼 に努［へず 主主 にｉＡ ｡ と符 略 歴 をＺｦ ｾげ

詑で弔意を表す。
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西| 河氏は 明治 17 ｾ 三大阪 市北 区 曾根 崎上 Ｒ J i 'l 

77 番 地 に生 れ明 治 38 年 7 月 関 西 陶 工 製 校 を 卒

業 す直 に茂 也 築 事 務 所 に入る o

同 43 <Ip Ｑ 月元脊滋 ｉ ｾ ｩ を西岡ｪｬｬｩＺ院と改名す

同年 2 月 特 大 阪 市 技 手 土 木 課 替 終 係 勤 務

大 疋 4 年 尼崎 t-J j 航 株 式 合員J: に入 る

同 7 年 6 月 1  日 採 津及 尼 崎 紡 絞株 式 合孟l 合

併 し て 大 日本 紡 新 株 式合 長l と稽 し同i i i : l : 員々とな り

大 疋 13 年 5 月 19 日本建 築 協 曾 々 貝 に 入 令 し

現 在に去る o 11: 年 51 裁

が

時

一

居

動

一

一

時

口
貝

一

勤

曾

一

轄

曾 員

大 津 幸71' 君イ1 : 古f，¥t.; II (-l和"' f 'l ' 4 ノ 2

fnl 十{交' ( : - ¥ 旭 院生江 ｾ Ｇｲ 528  

薮中一 良君住吉 ｉ ｾ 足 帝塚山 ｲｬＧ 5 ノ7

行 義 三良11君 京 区森 / 宵 西 ノ 町 607

お野壮一良1¥君 凶 阻 北 堀 江 御池 油 l ノ 3 Wl H窪

築 事務所〉

阿部 反則 君 港 区 八申書展中沼 1 / 之 ( 旭工 業 向

合大 阪 出 張 所〉

平日 fl] 友 吉 君 浪 速 底 芦 原 町 1 /  199 ( 新制帯革

製 造[fr ill 築揚〕

ｪ￭ ， Ｉｪ ｾ 敏克君佐古 ｉｊｾ 平 野西 Ａ 脇町 ｬ

地 方 曾 員

民間 盆 市 君 岡 崎 市 外 岩 滞 村 大 樹 寺 岩 附 氏別 邸

月ー 111 勝君山口 ｬ 瞬、小野町ｾＧ｝祭 ｾｉｲ 6368 

池田 訓 平 君 香 川 i隊 三段 郡槻 1ヨー三抑汀倉t-J j 枇 宅 内

矢 ;':11 芳夫軍司 東 京 市大 森 凶 大森 町 21 ノ630

小林麟太郎ＺＨｾＮ Ｉｾｴ 滅 的 ｦｬｪ 大門 Ｑｭ 21 パ

篠 悶 利 kj H¥ 新 )X 千鳥mf 6 ノ 6 倒見t ' ill ; ;J 令 部 新

Ｇ ｾＺ ・ 合 ＵＸ 披東

Ｑｾ ＯＺ 島 義 政 君 大連市 桃 源 己 主挑 林ｾｅＲ、Ｏ 12 鋭

萩 原 料 ｩ 疋君ｊｉｴ京市大森国 池上徳持 ｾ Ｇｦ 385 

1答藤 藤 吉 n 札幌市北 ぺ 依商 Ｗ 北大 Ｑｾ ［・ 合

特 別 賛 助 員

西 岡 隆夫; g Jl U X 市 京 橋 l豆木 挽mT 5 ノ 5 / 5  

普 通 貨助 員

百?藤 敏 夫 君 佐 古 m ; 山 之 内 町 番Yトノ 3 薬 師 孝 方

古 川 東 一 君 大 阪 市 外 茨 木町 寺 町

小 林 倣 良11君 住吉 匹 天 下 茶 屋 1 ノ 35



今 井 英 株 君 西 成区松原 iiIl 1 ノ 52

船木 修京旭 ｬｍ ［ ｾｕ て 町 ＵＶＲ

大林 武; r. 兵 庫l係f.Yl石郡君主7}; iIl r西垂水町f 1 ! ‘ /

」ニ184

族主ド 正夫 君 西成区粉務本町 3 I  11 

佐 官 公 夫 君 徳、ぬ市二軒家E事前術藤殿ブj

池間 雄 一郎君 兵w断、武庫君11本庄村深江野瀬 57

主守防 省吾京 両手f 市六甲幹事静岡

入 退 曾

入 曾 者

曾 員

村井 立主君 大 阪府聖子然部建 築課

和問 主主京 大限 市 ｦ ｬＺ［ Ｇ ｮ Ｚ ｾ 南 側主豊町 Ｑ ＲＰ Ｒ レ ー

クサ イ ドノ、 ウス 151

川鉛i輿響厳君 大阪府三品郡山 岡村 JI !国土ナニヒ 山 fl l

弘併合内

浅 野 新 一京 大阪市住 吉1M，橋隣町東 I I  40  藤

本方

手f 川 ｾ堂 君 大阪府南河内郡長野町字古野 69

ノ l

悶中 禰ー君 大 阪市住吉区南問主豊町 1202 レー

クサイ r ノ、ウス l可

荒 木 正 巴 君 大阪市 :I U民東野間 I I  90 桜宵ア

，_ ト内

平野 忠雄君 兵庫県革武庫君11粉近村打出折 I [-_， 

普通貨助員

山本 忠孝宏

大谷恨次郎君・

114下 平司君

山本 IEill 君

荒 木 大 作 君

1資本方

大 阪市 西 淀 川 区姫烏 ｾ ｉ ｲ 2104  

大阪市北区東野間町 5 ノ 26

大阪市東成区猪飼聖子東 l ノ 24

大阪 市此花区梅町 l ノ l

大阪市北 [.¥' 1; 中ノ烏 5 日刊工業新

開示l 内

泉谷 四 郎 君 泉南郡春木町大字春木 387

村 問 良一京 府下三島郡 山 F11干J r_nl 岡 弘 済 合

l付

上 肝i 虎男 ｾ｟ ｉ 灯下 Ｚ宍 ぬ 君 ｬ ｬｌＱ ｬ 岡村 卜 ｾｩｉ問 、 弘済 曾

IAJ 

大i l l : 成町n君 大阪市住吉 阪北加賀町 299

退 曾

曾 員 石橋昌 三沼

地方曾員西 海 藤 ＦＮｾ ｟

特別賞助員 )lr J) } 之助君

者

普 通 貨 助 員 村 本 文 悶 郎 君 水谷延三. f l

伊 丹 順 一 君 問 中 卯三郊君

竹内新兵衛君

訂 正

5 月税 の入舎者側 中普沼賛助員としてJお載せ し

揚口甚吉氏及 重 松係 三 郎氏 は 共 に 合員 ｉＩ ｾ 耳明 に 付

訂 正いた します 3

本 誌 執 筆 者 紹 介
( 50音順〉

河t 戸 俊 対t

東京帝園大築卒業、大阪毎日新聞枇勤扱

同紙特汲 員 と して永 〈巴県に9 ; ' t 在されたるこ とあり

奥 回 言葉 工 み 十 、 東 大 建築祭科 卒 業 、 利 Ｑ 戸市 Ｑｈ 市 神 戸市管終課 ｗＩｾ 年

杉 illl 巴 ヱ築士 、早大建築療科卒業、村野建築事務所勤務

一
れ官 向 史 本合災害強度 委 員 舎 委 員 、 東京高等 Ｕ 工業ｾｾ校建築祭科卒業 、 大阪市

立都烏工業撃校教誠:

111 国 守 工 Ｔ 事円、京大建築祭科卒業 、 活 ｾ ｦ 芳 技 師、選 信省 管待課勤務

8 5  V I  



新 刊 紹 介

口 績 皐 校 建 築 国 集
( 四六倍判)

思校建築は近代建築中重要なる一分科で ある。教育の古ー及と牧界人目の精力Hに{ 1'くる県本交

の峨築主主に移特改築等に依づて . 母1校建築は最近! i ! J に近代的相税を以て耐主l を一新しにJ惑

があ る。

「紐E摩P

ある。内容は小E摩皐F製J 校よ り中等E謬型裂. 校、専門感校から大皐 lこ至 る各皐校の 、主 と片て昭和 8 i r--

以後に姥工しにもの 40 飴校を中心として 、その諸民及卒耐圃にカHふるに 主要なる) ，j 画it ii ui

詳細圃等を以 て し 、更に ｾ末 ｬ こ は 代 表的 Ｑｾ 仕 様書 と 大阪市 小 康校用具の標準規格 と を係 告訴

し?こものである。

一般車校関係者の感校建築に倒する好箇の資料 Ｑ Ｚ ると 同時 に、 建築宇 ｩ 原生の有盆 ￭ ｾ る参

巧書 Ｚ Ｑ こるを 失はぬ ｯ 敢て 一般 教 育関 係の 人 ｫ 詑に建築を 習 息する謬生諸君 に ｈｾｴ￹ 。 程行月 ｊￎ

日本建築協合、定償 1 隙10

b図立公園に建つ山小屋建築設計園案集 ( 四六倍剣)

開立公園の設定を機として、 闘立公園協舎が . 建築伊r合を通じて一般 lこ募集しに 6 }，百1・f

競 技の膝募園祭集で際募総数 Ｑ ｾＳ 週中より嘗選し ｔ こ る Ｙ 渠 を集め ｦ こも の で あ Ｎ る 。

募集規 定 lこ依れば 、牧容人員 同 乃至 80 人、工費 3. 110( 1 鼠| 内外の山小屋で. 冬季及

夏 季の雨シ ーズン共使用し得るも の とある。

首選同案は大部分は大韓北欧の ヒュッテ風の. 丸太と荒削りの木材と山石とを主材ーとし

Tこ建築であるが、最近害者山 やスキ ー との獄烈!な流行 lこ1' 1' ひ、此種山小原や簡易な 山托iの: l

:a:ぜら れるも の極めて多き折柄 . 建築家は勿論、聖子UI 家 も←本を11mへる似11良あるも の t 思

ふo 開立公園協合及建築[ ，:合理行 、定的 fi (l .主要

日 中 流 住 宅 設 計 固 案 集 ( 新栄j 情30
1

] )

開坪までーの{-I:宅の設計同案1):ごでーある 。全て什ー宅改良舎の懸賞競技RB:幕開案ーで あ る。 4;，

案向れも全数 246 築中より厳選しTこる優秀なる設計で、募集もの弘常 t して大部分和洋折

衷式であるが . それ に芸大いでtm明直械な新しい住宅案が相営にあるのは# . F - I に値する 。

各 末に、既に雑誌 「性宅」で程表しにも のではあるが 「これから家を建てる人々の震に

」質際家を建てに人 k の意見を採録しt-のは思ひ附で あ る。件ー宅改良舎稜行、 定償 1 I則

2日銀 、廷 料 I O 銭。

ロ 材 料 文 献 集 ( 菊倍剣)

技術家、特に 多種多様の材料を使用して行〈建築技術家に取って ‘ 材料の知識の盟官な

るか否かは 、 その人の技術的慣値をも左右する重大な問題である 。

忙しい事務の聞に 、日 明 しの新材料に就いて正確な知識を得る こと は特に建築家に取っ

て極て困難な こと じ属する 。「材料文献集」は この困難を救ふ矯に大に役立つも のがあらう

牧むろ所、工業の あら ゆ る分 野に渉る材料の文 献であり 、夫 k 内存の櫛略の説明が附い

て居る。

或材料に就いて詳 しい、知識を 必要とする時、文献捗猟の指針 として大 に役立つも のが

やら う口材料研究舎編軒 、常事{ f 書房稜行 D 定償 1 I員1 20 銭。
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編 輯 後 記

口崩し -c 111:宅と Y バートメント 」蹴と 言

i 、。五月競の松制でめる口

，渚家設計の住宅の貨物忠良 30 頁 、アパ ー

トメン トの潟民 4 買が本蹴の中心である 。

臼民によいも のが多かったので潟県本位と

し 、 記事の方 ｬ 立自然集まったもの ｴ ｾ Ｇ げ にし

た口 11 . : 宅系統の建物に J;QL 、ては，; . ¥1者にして

もこの方がよいと思ふ。

口 Ｗ 月慌には者 ｉｉ Ｍ ｲ ｾ ｊ 防益に併記する判料践を出

す設定でゐる D

7 月中に大阪を 1_11
心と し、近畿の各府!l 採に

沙って行は れる 、lji:音1¥の防盛大出習を機合

として、大に者I¥r↑i 空製 に制する建築物 のi呆

;必と、それに作ふ都市の火災に到す る非常

時防禦方法や平時よりの致防施設等に就い

て、一般の注立を喚起す る議定であ る。

口本| お舎に於ても、 「都市防主委員舎J が

弐げられ、堂 k tこる陣学手を以て既 lこ諸 般の

市Wi T; ut められて居る。

円 今
f" l

の演習に 芭接附] 3i ! せる' i li 部方 l師、 誌

に行1¥1打防主施設に附係あ る各N/iJii. 者 lこは印E

に仰 if. d質しであるから 、委員舎の爪躍 と相

f突って相官なも のが山米ゃう と思ふ。

口過日東京で開催せられた、 セメン ト技 術

舎に出席 の三 ［ ＱＱＩ 氏 の レ ポ ー トを本批に ｾ ｾｗ Ｈ ｩ
した 、同氏の御努力に多謝する。

口
:3 Ｉｪ 批 Ｔ 月蹴共 に 罪事英版の成私 ｬｴ カ ［ｾ ｉ ｾＧ ， ［ Ｈ，Ｇに

よかった ので 、口を酸 〈して印刷民を 縦J辻

した材 ， ｾＡ ｉ ｇｦ の針 力が報ひられたものとし て 、

5 月批で大 に向捜しておいたJ!l
i、同批の自

民 ｉｾ 反の Ｏ Ｍ ＱＧ ， ぅ ｪｉＺが叉大 に謡かったこと は十 Ａ 官 ｬ の
歪であ るι 印刷費の中特にインク が仙上り

して) ，! } る今日 、原珠算の催で而もイ ンキ
fl::

に最も影響の多 い寓真版を よ 〈せよと
1ミーム

のTごから、いき〉か虫が よ過 ぎる注文で は

あるが 、編析としては 、兎まれ出来る Tごけ

よ くなる様 努力する心算である。

口本誌毎月の頁教は蹟告 を除き記事応民等

合計 80
頁の7象定であるが最近は議定のn

1立を遁に超過する月 の方が多い
o が、有益

なる詑 ｾ ｊｔ に射しては頁教 は 惜まない方 針で

ある。

口原稿の紛i !J J を1.-j: 月 15
日に繰上げて居 る

御諒承を乞ふ。( 新名)

建 築 と 祉 審 鹿 告 掲 載 料 金

間
一問
一品

一川
一団

側
一問
一同

一

…

一

陽

明

日

制

問

。

約

手

配

:

卿

一

一

寸

取

剛

山

市

立

託

制

側

同

品五

時

瀧

叫

一
ナ

…

怯

臨

時

一

一

第 ＱＷ 車 Ｑｉ 賀 ｾＶ 雪量

禁 事事 載

て

を

に

震

断

行

無

製

を

複

れ

の

ζ

他

切

の

一

そ

、

梓

は

上

の

に

も

本

。

る

行

ず

せ

間

半

世
祭

器朝

は

を

掲

父

と

に

し

ζ

誌

載

す

本

帥

押

な

!ー竺干竺竺向) I  
l

欄

I
1 回

I  
5∞ 

l  御 注 文 l  

!は 御猷 … は 肘 山 …すド{…ベ吋吋て哨前帥… 命杭吋で叫叶本柑曾一
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(絶 版 ) 関 東 震 火 災 視 察 記 定 憤 3.50闘 ( 送料 12)

震災直後本協合員の視察報告集

(絶 版 ) 住 宅 懸 賞 国 案 集 定 憤 1.00固 ( 法科 10)

サン マー ハクス 、貸長屋の懸賞闘案集

( 絶 版) 婦 人 の 住 宅 知 識 定 憤 1. 00固 ( 送料 10)

婦人 に必要なる住宅の諸殺を蒐集せ るも の

( 絶 版) 世 界 最 近 建 築 国 集 定 憤 0.50固 (主主料 8)

制 供 端 の 新 建 築 の 潟 県 集

(絶 版) E手 校 建 築 園 集 定 憤 1.00闘 〈浴料 18)

皐幼校稚園ｾ網 Ｎ 羅 ｉ ｊ 、思す 校より大接投に到る 迄の諸種の

記 念 出 版

( 絶 版 ) 住 宅 同 案 集 定 憤 1. 00闘( 迭料 10)

工費 2500 間以内建坪3り坪以内のIJ、住宅懸賞闘集

(新 刊) 最 近 建 築 懸 賞 園 集 定 憤 0.70闘〈迭問 10)

東京帝室時物船 ・東京美術館・i I I 人合問 。日本

生命I l l ' i等東洋趣味を基調 t せる大建築懸賞闘築

一一ー一一 +  
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一 一

(四 版) 市 街 地 建 築 物 法 令 定 1買 0.50闘 ( 送料 6)

六大都市施行制則共他闘係命令を;勉; めたも の

ー ー - 一 一 ー・ー ー ーー . - ー -

記 念 出 版

( 新 刊) 大 阪 市 地 質 調 査 図 表 定 償 3.50闘( 迭料 12)

大阪の地質ｾ 500 筒所に亘り調査 し1: 闘表 ( 本協合員に映り 3. 00凶)

ー 一 一 一 一 ー -

記 念 出 版

( 新 刊 ) 績 住 宅 園 案 集 定 憤 1. 00園( 送料 10)

工費 2500 凶以内建坪 30 坪以内の小住宅及同

上の葺所闘集

(新 刊 ) 績 与 さ 校 建 築 国 集 定 偵 1.00闘 ( 浴料 14)

最近二三年間に竣工しに大・中 ・ノj 、製校建築

Ｍｬ ｏ ｪￌ全校ｾ蒐めたもの

日 本 建 築 協 曾 議 行 大 北阪朝日

担員替 口座大阪 39975

責 捌 柳々堂書底

丸善本支庖
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